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はじめに

 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの令和７年度における業務実績に係る評価に
ついては、市立東大阪医療センター業務実績評価会議設置要綱に基づき設立団体の長が
評価するにあたり、地方独立行政法人市立東大阪医療センター評価委員会から事前に業
務実績評価全体に対して意見を聴取し、総合的に評価を実施した。

 評価に際しては、平成30年4月1日に決定した「地方独立行政法人市立東大阪医療セン
ター　業務実績評価の基本方針」及び「地方独立行政法人市立東大阪医療センター　年
度評価実施要領」に基づき評価を行った。
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第１項　全体評価

１．評価結果及び判断理由

地方独立行政法人市立東大阪医療センターにおける令和７年度の全体評価の結果は、

２．全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望

　令和7年度の業務実績に関する評価については、4ページ以降に示すように、第2か
ら第5までの4つの大項目のうち、第2の大項目は「評価B 中期目標・中期計画の実現
に向けておおむね計画どおり進んでいる。」、第3の大項目は「評価A 中期目標・中
期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。」、第4の大項目は「評価C 中期目
標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。」、第5の大項目は「評価A 中期目
標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。」と判断した。
　2.全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望などを総合的に勘案した結果、
大阪府基準の高度急性期病床数を大幅に増やしたこと、ハイケアユニット開設の準備
を進めたこと、24時間365日の心臓ホットライン体制を再開したこと、消防局救急
ワークステーション開設に向けた準備を進めたこと、中河内救急救命センターと連携
して「両センター連携運営CFT」を立ち上げたこと、前年度に引き続き、医師の働き
方改革にかかる時間外勤務縮減をはじめとする働きやすい職場環境の整備を進めたこ
と等について評価した。財務内容の改善に関する目標については課題が残るものの、
業務運営に必要な資金については確保できたことから、
「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね計画通り進んでいる。」と判
断した。

評価 評価

1

Ａ

Ｃ

Ａ

19

合計

　平成28年10月1日に地方独立行政法人化した市立東大阪医療センターの移行後4年半におけ
る業務運営に関する目標を定めた第1期中期目標期間が令和3年3月をもって終了し、第1期中
期目標期間における業務実績は「全体として中期目標を概ね達成した」と評価した。
　令和3年4月から令和7年3月までの第2期中期目標期間においては、第1期中期計画期間に整
備した経営基盤を土台に、さらなる効率的な病院運営を行い、長期的に安定した経営基盤確
立を目指し、第2期中期目標期間における業務実績は「全体として中期目標を概ね達成し
た。」と評価した。
　令和7年4月より第3期中期目標期間が始まり、医療センターが地域の中核病院としての機能

評価
合計

1

評価

12

3

6

2

4

3

3

8

0 340 18 412

2 1

4 4

「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね計画通り進んでいる。」

である。

大項目

第2

第3

第4

第5   その他の業務運営に関する重要事項
を達成するためとるべき措置

  財務内容の改善に関する目標を達成
するためとるべき措置

　業務運営の改善及び効率化に関する
目標を達成するためとるべき措置

 市民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する目標を達成
するためとるべき措置

大項目
評価

5 14
評価

Ｂ

小項目評価数

※上表の数字は、ウエイト項目の項目数を２倍で算定し、他の項目と合計した数字を表記
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(1)　地域医療構想を踏まえた役割の明確化　大阪府基準の高度急性期病床数を大幅に増やし
たこと。ハイケアユニット開設の準備を進めたこと。24時間365日の心臓ホットライン体制を
再開したこと。

(13)　収入の確保　患者数減少により入院診療収益は減少して計画目標値を達成できなかっ
たが、外来診療収益は増加して計画目標値を達成し、医療収益としては増収となった一方、
経常損益は悪化したことから、さらなる増収に向けた取組みを検討されたいこと。

(15)　中河内救命救急センターの運営　両センター間の連携強化のために新たに「両セン
ター連携運営CFT」を立ち上げ、課題抽出と解決に向けた協議を開始したこと。

(2)　救急医療　救急外来の拡充や消防局救急ワークステーション開設に向けた準備を進めた
こと。

(7)　地域医療支援病院としての機能強化　登録医総会、かかりつけ医アンケート、研修会の
実施等により、紹介患者数の増加に努め、計画目標値を達成したこと。

を拡充させ、さらなる経営基盤の確立を図るため、新たな業務実績評価指標にて評価を行う
こととなったが、第2期中期目標より継続する指標については第2期中期目標期間中の評価結
果及び取組み内容を考慮して評価した。
  個別の項目で、評価にあたって考慮した主な内容、意見及び要望は、次のとおりである。

(14)　費用の節減　物価高騰による材料費や光熱費等の高騰に対して、経費削減に取り組ん
だこと。

(16)　施設整備に関する事項　災害対策の強化に向けた設備インフラの更新について、当初
のエネルギー棟増設によらない方策での基本設計を完了、実施設計に着手したこと。高度医
療機器や電子カルテシステムの導入に際して計画を下回る金額で導入したこと。

(11)　職員満足度の向上　時間外労働年720時間超えの医師数、有給休暇取得率が計画目標値
を達成し、働きやすい職場環境の整備に努めたこと。

(12)　経営基盤の確立　経常収支比率、医業収支比率ともに計画値を達成できず、経常損益
は計画より3億円以上の悪化となったことから、経営改善に努められたいこと。

(5)　院内環境の快適性の向上　一部未実施となったが、順次改修整備を進めていること。新
たな試みとして、高校生のボランティアを受け入れたこと。

(10)　人材の確保　医師数、看護師離職率が計画目標値を達成したこと。産休育休により不
足がちとなる薬剤師についても増員したこと。

(3)　がん医療　がん手術件数、がん放射線治療新患数が計画目標値を上回ったこと。がんゲ
ノム医療連携病院として、遺伝子パネル検査を増やす取組みや人材育成、がんに関する相談
支援体制の充実を図ったこと。

(4)　災害時医療　中河内救急救命センターと連携した職員への災害訓練を行い、災害対策に
関する意識向上に努めたこと。BCP、災害時院内マニュアル等の整備を実施したこと。

(6)　情報発信・個人情報保護　研修や合同災害訓練のショート動画の公開、広報誌の創刊
等、多角的に発信する体制を新たに構築したこと。

(9)　医療資源等の有効活用　ダビンチによる手術実施件数が前年度に比べて大きく増加した
こと。次世代型システムへの更新を視野に入れて電子カルテシステムを更新したこと。放射
線治療機器について、外部との画像共有を可能とするシステムを導入したこと。

(8)　地域包括ケアシステム構築への貢献　地域医療支援病院運営会議を通じて連携の強化を
図り、新たに消化器ホットラインを地域医療機関との間に構築したこと。

　財務内容について、令和7年度は患者数減少により大幅に入院収益が減少したものの、外来
収益の増加等により医業収益は約6千万円の増収となった。しかし、医療体制の充実に向けた
看護師等の正職員増員や給与改定による人件費の増加、電子カルテの更新やリニアック稼働
に伴う減価償却費の増加等により、営業費用は約14億円の支出増となった。また、営業外費
用や消費全の増加等も影響し、約20億9千万円の経常損失となり、前年度と比較すると約8億9
千万円収支が悪化し、2年連続の赤字運営となった。
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第２項　項目別評価

１．大項目評価

第２

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（2）

94.7%

〇

0

0

中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。

小項目評価数

Ｂ

市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため
とるべき措置

〇

1
医療セン
ターとして
担うべき役
割

◎

0

0

165

地域医療構想を踏まえた役割の明確化

小児医療

（6）

〇

〇

4

重大な改善すべ
き事項がある。

（9）

（1）

（8）

ＡＳ

Ｂ

Ｃ

評価評価

　(3)小項目評価の集計結果の評価3以上の割合が9割以上であること及び(4)評価にあたって
の意見、要望等を総合的に評価した結果、「B　おおむね計画どおり進んでいる」と判断し
た。

（2）

1
評価

評価
結果

2
評価 評価

◎

5
項目名

（1）

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

計画どおり進ん
でいる。

やや遅れてい
る。

0

特筆すべき進捗
状況にある。

3

0 1

医療の質・安全対策

1 0

0

院内環境の快適性の向上

〇

〇

0小計

（2） 〇

2

0

（5）

（7）

3

（1）

（2）

小計

その他の役割

情報発信・個人情報保護

0

患者満足度の向上

小計

構成比率

合計

◎

2
患者満足度
の向上

3
信頼性の向
上と情報発
信

4
地域医療機
関等との連
携強化

Ｄ

〇

0

（1）

0小計

地域包括ケアシステム構築への貢献

地域医療支援病院としての機能強化

0

6 12 01

5.3%

〇

がん医療

高度・専門医療

災害時医療

新興感染症への対応

◎

（4） 周産期医療 〇

（3） 〇

救急医療
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（1）地域医療構想を踏まえた役割の明確化

● 1-（2）救急医療

● 1-（3）小児医療

● 1-（4）周産期医療

● 1-（5）がん医療

● 1-（6）高度・専門医療

● 1-（7）災害時医療

全ての指標が計画目標値また令和６年度実績をわずかに下回ったが、搬送依頼件数そのものの減
少が要因であり応需率は改善した。一方で救急外来の拡充に向け、消防局の救急ワークステー
ション開設に向けた準備を進めており、中河内救命救急センターとの連携については、新たな取
組みとして「両センター連携運営ＣＦＴ」を開始した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

全ての指標が計画目標値を達成しておらず、ハイリスク分娩件数は目標値を下回っているが、昨
年度の実績を上回り、地域の分娩機関としての実績を伸ばしている。紹介患者の受入れ対応や中
河内救命救急センターと連携した超緊急帝王切開の実施などの取り組みを進めている。
以上より、評価を「３」とした。

4 25
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

3 1
年度計画を上
回って実施して
いる。

高度急性期病床数の増加やハイケアユニット整備など、高度急性期医療の提供を担う施設として
の取組みを着実に進めた。また、外来患者数は前年に比べて減少しているものの、消化器ホット
ラインの開設や２４時間３６５日の心臓ホットライン体制の再開、救急ワークステーションの開
設準備、さらに救急患者連携搬送（下り搬送）などにより、地域の医療機関との連携強化と機能
分化に努めた。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

指標である災害関連マニュアルの点検・見直しや中河内救命救急センターと連携した合同災害訓
練については実施しており、日本ＤＭＡＴ隊員の養成・維持、災害支援ナースの養成・維持につ
いても計画目標値を上回った。また、中河内救急救命センターとは合同災害訓練以外にも各種訓
練を実施し、中河内の協力病院等との連携のための企画を新たに試みた。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

年度計画を順調
に実施してい
る。

小項目
評価結

果

８つの指標のうち、５つが計画目標値を達成、３つが未達成となった。糖尿病の指標である教育
入院件数と精神疾患の指標である抗アミロイドβ抗体薬導入件数は倍増以上となった。脳ホット
ライン受入件数については計画目標値を達成できなかったものの前年度比では増加しており、ま
た２４時間３６５日心臓ホットライン体制を再開した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

指標である小児科延入院患者数、小児科救急患者数について、救急車の応需強化や地域の開
業医への渉外活動等、増加のために取り組んだものの、計画目標値を達成しておらず、小児
救急患者数は目標値を大きく下回った。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「２」とした。

４つの指標のうち、がん手術件数、がん放射線治療新患数は計画目標値を上回り、がん外来薬物
療法（化学療法）延患者数も概ね計画目標値を達成した。院内がん登録数は計画値を達成できな
かったが、がんゲノム医療連携病院として、遺伝子パネル検査を増やす取組みや人材育成、がん
に関する相談支援体制の充実を図った。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。
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● 2-（2）院内環境の快適性の向上

● 3-（2）情報発信、個人情報保護

● 4-（1）地域医療支援病院としての機能強化

指標のうち、周産期の病室の簡易個室化は一旦保留、未実施となっているものの、その他の改修
整備については順次進めている。またボランティアとして高校生を受け入れるという新たな試み
を実施した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価は「３」とした。

６つの指標のうち、４つは実施・計画目標値を上回って達成、１つが未達成となった。逆紹介患
者数については算定方法を変更しているため、計画目標値の見直しも含めた適正な評価が今後の
検討課題である。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価は「３」とした。

指標である個人情報保護研修は実施しており、情報発信に関しては研修や合同災害訓練のショー
ト動画の公開、広報誌の創刊等、多角的に発信する体制を新たに構築した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。
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第３

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

項目名 評価

職員満足度の向上

0

やや遅れてい
る。

0

業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

重大な改善すべ
き事項がある。

（2）

◎人材の確保

0

（3） 人事給与制度

0.0%

3

◎

（1）

45

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、要
望等を総合的に評価した結果、「A　計画どおり進んでいる」と判断した。

Ａ

評価

14

Ｄ

〇

評価 評価

〇

2 1

内部統制

Ｃ
評価
結果

計画どおり進ん
でいる。

評価

人材の育成

0

〇

小計

〇

合計 4 0

100.0%

(4)

0

小項目評価数

1
業務運営体
制の構築

0

（2）

3 0

特筆すべき進捗
状況にある。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

0

Ｂ

小計

Ｓ Ａ

医療資源等の有効活用

2
人材の確保
と育成

（1）

04

構成比率
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（1）内部統制

● 1-（2）医療資源等の有効活用

● 2-（1）人材の確保

● 2-（2）人材の育成

● 2-（4）職員満足度の向上

患者数の確保に苦労しており、受入れのための施策を講じたものの手術件数等も前年度を下回る
こととなった。ただ、ダビンチによる手術実施件数は前年度より大きく増加した。また、電子カ
ルテシステムについて、将来的な次世代型システムへの更新を視野に入れ、カスタム化を極力抑
えた更新を行った。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。

指標である医師数、看護師離職率については計画目標値を達成しており、産休育休により不足が
ちとなる薬剤師について増員し、事務職も２名増員した。また、人員配置についてはコマンドセ
ンター導入により、看護師の適正配置につなげた。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

小項目
評価結

果

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を上
回って実施して
いる。

5 4 3 2
年度計画を十
分に実施でき
ていない。

３つの指標は全て達成している。リスクマネジメントにおいて、個人情報保護やコンプライアン
ス、各種ハラスメント対策など、内部・外部にも働きかけを行っている。外部通報窓口について
は、見直しを行い、さらにコンプライアンスに対しての法的な対応力強化のために弁護士を非常
勤で雇うための準備を講じた。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。

指標は全て計画目標値を達成または上回った。また、職員満足度調査で収集した課題を所属長に
フィードバックして改善を促し、専門性向上のための「資格業務手当」を継続した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

1

指標のうち、指導医の延数は計画目標値をわずかに達成できなかったものの前年度比では増加
し、新規取得数は計画目標値を達成した。もう１つの指標である診療看護師、専門・認定看護
師、認定看護管理者、特定行為看護師の数は計画目標値を達成した。また、ジョブローテーショ
ンの実施や学会・研修会への参加促進等、職種に応じた人材育成を行った。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「４」とした。

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。
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第４

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

0

0

0

0

〇

1

75.0%

3
費用の節減

小計 0

合計

2
収入の確保

00

小計

評価項目名
1

小計

評価

1
経営基盤の確立

〇

5 4 3 2

0

0

評価

0

◎

2

1

評価 評価

　(3)小項目評価の集計結果の評価3以上の割合が9割未満であること及び(4)評価にあたって
の意見、要望等を総合的に評価した結果、「C　やや遅れている」と判断した。

Ｓ Ａ
評価
結果

重大な改善すべ
き事項がある。

やや遅れてい
る。

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

Ｂ Ｃ Ｄ

財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

0 0 1

3

25.0%

0 0

構成比率

0

Ｃ 中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1 経営基盤の確立

● 2 収入の確保

● 3　費用の節減
指標である修正医業収益対人件費比率、材料費比率、経費比率はすべて計画目標値を下回った
が、後発薬品への切り替えや医療機器の調達におけるベンチマークによる価格交渉、医薬品の一
括調達等により材料費や経費削減に引き続き取り組んだ。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。

指標について、経常収支比率、医業収支比率ともに計画を達成できず、経常損益は予算より３億
円以上、前年度比で約８億９千万円の悪化となった。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「２」とした。

年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

指標について、入院診療提供額は計画目標値を達成しなかったが、外来診療提供額は計画目標値
を上回り、医業収益としては約６千万円の増収となった。新規加算算定のための人員配置や医学
管理料の算定漏れ防止のための運用フローの見直し、室料差額や文書料の見直しを実施した。ま
た未収金についても発生防止と発生した未収金への対応に取り組んでいるものの、令和７年度は
前年度より収支悪化する結果となった。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「２」とした。

小項目
評価結

果

5 4 3 2 1
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第５

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1　中河内救命救急センターの運営

● 2　施設整備に関する事項

大阪府・東大阪市との協議により、令和9年度以降については指定管理を継続することとなった
が、両センター間の連携強化のために新たに「両センター連携運営ＣＦＴ」を立ち上げ、課題抽
出と解決に向けた協議を開始した。また、事業運営に関し、中河内救命救急センターも収支悪化
を見越して、早期に大阪府への報告と調整を依頼することにより、年度末の補正予算を受けるに
至った。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価は「３」とした。

評価

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、要
望等を総合的に評価した結果、「A　計画どおり進んでいる」と判断した。

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

やや遅れてい
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

2
評価

0

施設改修等にあたり、社会情勢の影響を受けた資材調達の遅れ等により年度内に終了しなかった
改修工事があった。一方で災害対策について、当初のエネルギー棟増設によらない方策での基本
設計を完了、実施設計に着手しており、高度医療機器や電子カルテシステムの導入に際して計画
を下回る金額で導入した。
以上より、法人の評価のとおりとし、評価を「３」とした。

小計

4 3
評価 評価

1
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

0 0 0

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

構成比率 100.0% 0.0%

01

年度計画を上
回って実施して
いる。

Ｂ

2
施設整備に関する事項

0 0 0

1

Ｓ

1

5

〇1
中河内救命救急センターの運営

その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

評価
結果

項目名 評価

Ｃ ＤＡ

小項目
評価結

果

5 4 3 2

0 2

◎

年度計画を順調
に実施してい
る。

小計 0 2

0合計
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 ２ 小項目評価 

 

 （１）地方独立行政法人市立東大阪医療センターの概要 

 
Ⅰ 法人の長によるメッセージ 

～「誠実な医療」を地域の人々に～ 

 

平素は市民の皆さま、地域の医療機関ならびに関係機関の皆さまには、温かいご支援を賜り、

心より感謝申し上げます。 

市立東大阪医療センターは、中河内医療圏の地域医療支援病院として、「誠実な医療を地域の

人々に」を理念に掲げ、市民の皆さまが住み慣れた地域で安心して高度な医療を受けられるよ

う、日々努めております。 

令和 7年度は、新入院患者数 15,290 人（前年度比 304 人減）、延べ入院患者数 150,653 人（前

年度比 5,711 人減）、延べ外来患者数 215,119 人（前年度比 2,581 人減）、年間総手術件数 7,559

件（前年度比 88 件減）となりました。 

患者数や手術件数の一部指標は前年度を下回りましたが、全身麻酔手術件数、緊急手術件数、

心臓カテーテル治療件数、化学療法実施件数、心臓・胸部大血管手術件数は増加し、急性期充

実体制加算の施設基準を達成することができました。また、救急医療においては、救急隊から

の搬送依頼件数が減少するなかでも、救急搬送の応需率は 77.3％となり、前年度を 8.6 ポイン

ト上回りました。 

これらは、当センターが地域における高度急性期・急性期医療の中核病院として、医療機能

の強化に取り組んできた成果であると考えております。 

一方で、全国の公立病院と同様に、当センターを取り巻く経営環境は依然として厳しい状況

にあります。人件費や物価の上昇、医療需要の変化などに対応しながら持続可能な医療提供体

制を維持するためには、医療の質の向上と経営改善の両立が不可欠です。今後も効率的な病院

運営に努めながら、中河内二次医療圏における中核病院として求められる機能を強化するため、

令和 7年度より始まった第 3 期中期計画のもと、以下の取り組みを行いました。 

地域医療支援病院として、かかりつけ医や地域医療機関との連携を強化すべく、消化器ホッ

トラインの開設や心臓ホットラインの 24 時間 365 日体制での運用再開など、緊急性の高い患者

を迅速に受け入れる体制整備を進め、「断らない紹介医療」「断らない救急医療」を実践してま

いりました。 

さらに、整形外科領域における手術支援ロボットの導入、電子カルテシステムおよび各部門

システムの更新を行うとともに、救急外来の拡充やＨＣＵ（ハイケアユニット）の整備に着手

するなど、将来の地域医療需要を見据えた基盤整備にも取り組みました。 

医療は一つの病院だけで完結するものではなく、地域の医療機関、介護・福祉施設、行政、

そして市民の皆さまとの信頼と連携によって支えられています。当センターは、地域医療をつ

なぐ中核病院として、それぞれの役割を結び、必要な方に必要な医療を届ける使命を果たして
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まいります。 

これからも地域の皆さまの命と健康を守る最後の砦として、安全・安心で質の高い医療を提

供するとともに、将来にわたり持続可能な地域医療体制の構築に取り組んでまいります。 

今後とも、皆さまのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

地方独立行政法人 市立東大阪医療センター 

理事長 辻井正彦 

 

 

1．現況（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

（1）目的 

地方独立行政法人市立東大阪医療センターは、地方独立行政法人法（ 平成 15 年法律第 118

号。以下「法」という。）に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに医療に従事

する者に対する研修、地域医療の支援等の業務を行うことにより、東大阪市の医療施策として

求められる救急医療及び高度医療等を提供し、医療水準の向上を図り、市民の健康の維持及び

増進に寄与することを目的とする。（地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第 1 条） 

 

（2）業務内容 

当院は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第 1 条の目的を達成するため、以下

の業務を行う。 

① 医療を提供すること。 

② 医療に関する調査及び研究を行うこと。 

③ 医療に従事する者に対する研修を行うこと。 

④ 医療に関する地域への支援を行うこと。 

⑤ 人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

（3）沿革 

平成 28 年 10 月 地方独立行政法人として設立 

平成 29 年 4 月 大阪府立中河内救命救急センターの指定管理を受託 

令和元 年11 月 許可病床数を 547 床から 520 床に変更 

 

（4）設立根拠法 

地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118 号） 
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（5）組織図 令和 8 年 4月 1 日現在 
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（6）病院の所在地 

大阪府東大阪市西岩田三丁目 4 番 5 号 

 

（7）資本金の状況                       （単位 百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

資本金 750       0       0 750 

 

（8）役員の状況 （令和 8年 3月 31 日現在） 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 辻井 正彦 
自 

至 

令和 3 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
  

副理事長 中 隆 
自 

至 

令和 5 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
市立東大阪医療センター院長 

理 事 三田 英治 
自 

至 

令和 7 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
市立東大阪医療センター総長 

理 事 嶋田 亘 
自 

至 

令和 3 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 

東大阪商工会議所常任顧問名誉会

頭、（株）フセラシ相談役 

理 事 平本 善憲 
自 

至 

令和 3 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
東部大阪経営者協会専務理事 

理 事 安部 麻記 
自 

至 

令和 5 年 4 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
安部麻記社会保険労務士事務所 

理 事 松本 恭一 
自 

至 

令和 7 年 5 月 1 日 

令和 8 年 3 月 31 日 
 

監 事 岡本 好洋 

自 

至 

令和 7 年 9 月 1 日 

令和 10 年度の財務諸

表承認日 

税理士法人陽光 公認会計士・税

理士 

監 事 小島 崇宏 

自 

至 

令和 7 年 9 月 1 日 

令和 10 年度の財務諸

表承認日 

大阪Ａ＆Ｍ法律事務所 弁護士・

医師 

 

（9）常勤職員の状況 

常勤職員は令和 8年 3月 31 日において 935 名（前年比 69 名増加）。 

（内訳）医師・歯科医師133名、看護職576名、医療技術職169名、 

事務職57名（うち東大阪市からの派遣職員5名） 
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（10）患者数実績 

 

1.入院患者数（新入院患者数・延入院患者数） （単位：人）
R6実績 R7実績 前年差 前年比率

新入院患者数 721 668 ▲ 53 92.6%
延入院患者数 11,880 10,542 ▲ 1,338 88.7%
新入院患者数 277 321 44 115.9%
延入院患者数 4,182 4,211 29 100.7%
新入院患者数 183 150 ▲ 33 82.0%
延入院患者数 3,286 2,662 ▲ 624 81.0%
新入院患者数 7 3 ▲ 4 42.9%
延入院患者数 78 71 ▲ 7 91.0%
新入院患者数 1,222 1,321 99 108.1%
延入院患者数 12,441 11,969 ▲ 472 96.2%
新入院患者数 1,551 1,381 ▲ 170 89.0%
延入院患者数 14,528 11,584 ▲ 2,944 79.7%
新入院患者数 983 1,013 30 103.1%
延入院患者数 13,975 15,734 1,759 112.6%
新入院患者数 2,174 2,237 63 102.9%
延入院患者数 9,593 8,706 ▲ 887 90.8%
新入院患者数 1,490 1,585 95 106.4%
延入院患者数 18,818 20,443 1,625 108.6%
新入院患者数 81 71 ▲ 10 87.7%
延入院患者数 308 281 ▲ 27 91.2%
新入院患者数 357 334 ▲ 23 93.6%
延入院患者数 3,209 3,196 ▲ 13 99.6%
新入院患者数 172 189 17 109.9%
延入院患者数 1,253 1,542 289 123.1%
新入院患者数 728 767 39 105.4%
延入院患者数 10,753 10,538 ▲ 215 98.0%
新入院患者数 378 352 ▲ 26 93.1%
延入院患者数 7,162 6,571 ▲ 591 91.7%
新入院患者数 141 150 9 106.4%
延入院患者数 2,111 1,948 ▲ 163 92.3%
新入院患者数 890 916 26 102.9%
延入院患者数 3,528 3,514 ▲ 14 99.6%
新入院患者数 1,274 1,124 ▲ 150 88.2%
延入院患者数 10,730 9,893 ▲ 837 92.2%
新入院患者数 615 700 85 113.8%
延入院患者数 5,592 5,655 63 101.1%
新入院患者数 688 581 ▲ 107 84.4%
延入院患者数 4,888 4,040 ▲ 848 82.7%
新入院患者数 259 239 ▲ 20 92.3%
延入院患者数 2,919 2,399 ▲ 520 82.2%
新入院患者数 672 650 ▲ 22 96.7%
延入院患者数 3,196 2,734 ▲ 462 85.5%
新入院患者数 269 260 ▲ 9 96.7%
延入院患者数 4,918 5,182 264 105.4%
新入院患者数 248 278 30 112.1%
延入院患者数 7,016 7,238 222 103.2%
新入院患者数 15,594 15,290 ▲ 304 98.1%
延入院患者数 156,364 150,653 ▲ 5,711 96.3%

乳 腺 外 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 代 謝 内 科

免 疫 内 科

血 液 内 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

脳 神 経 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

小 児 外 科

呼 吸 器 外 科

総 計

整 形 外 科

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

形 成 外 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

緩 和 ケ ア 内 科

口 腔 外 科

心 臓 血 管 外 科
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2.外来患者数（新患数・延外来患者数） （単位：人）
R6実績 R7実績 前年差 前年比率

新患数 3,391 3,035 ▲ 356 89.5%
延外来患者数 5,480 5,083 ▲ 397 92.8%

新患数 260 305 45 117.3%
延外来患者数 5,922 5,711 ▲ 211 96.4%

新患数 302 335 33 110.9%
延外来患者数 8,028 9,088 1,060 113.2%

新患数 170 201 31 118.2%
延外来患者数 8,308 8,372 64 100.8%

新患数 52 70 18 134.6%
延外来患者数 1,061 1,125 64 106.0%

新患数 296 244 ▲ 52 82.4%
延外来患者数 1,374 1,230 ▲ 144 89.5%

新患数 905 910 5 100.6%
延外来患者数 13,541 12,988 ▲ 553 95.9%

新患数 1,666 1,466 ▲ 200 88.0%
延外来患者数 15,071 14,233 ▲ 838 94.4%

新患数 103 84 ▲ 19 81.6%
延外来患者数 1,039 978 ▲ 61 94.1%

新患数 911 914 3 100.3%
延外来患者数 10,660 11,624 964 109.0%

新患数 216 184 ▲ 32 85.2%
延外来患者数 4,433 4,289 ▲ 144 96.8%

新患数 5,029 4,261 ▲ 768 84.7%
延外来患者数 14,148 13,069 ▲ 1,079 92.4%

新患数 420 470 50 111.9%
延外来患者数 13,189 13,491 302 102.3%

新患数 172 153 ▲ 19 89.0%
延外来患者数 1,123 1,147 24 102.1%

新患数 120 100 ▲ 20 83.3%
延外来患者数 3,023 2,867 ▲ 156 94.8%

新患数 396 341 ▲ 55 86.1%
延外来患者数 6,411 6,281 ▲ 130 98.0%

新患数 1,061 1,093 32 103.0%
延外来患者数 12,514 12,546 32 100.3%

新患数 364 281 ▲ 83 77.2%
延外来患者数 4,060 3,853 ▲ 207 94.9%

新患数 637 649 12 101.9%
延外来患者数 4,845 4,612 ▲ 233 95.2%

新患数 974 950 ▲ 24 97.5%
延外来患者数 11,233 10,116 ▲ 1,117 90.1%

新患数 941 817 ▲ 124 86.8%
延外来患者数 16,743 15,436 ▲ 1,307 92.2%

新患数 1,160 1,053 ▲ 107 90.8%
延外来患者数 11,858 11,630 ▲ 228 98.1%

新患数 1,369 1,308 ▲ 61 95.5%
延外来患者数 7,981 6,901 ▲ 1,080 86.5%

新患数 1,033 1,080 47 104.5%
延外来患者数 10,877 10,875 ▲ 2 100.0%

新患数 1,796 2,004 208 111.6%
延外来患者数 4,546 6,722 2,176 147.9%

新患数 726 663 ▲ 63 91.3%
延外来患者数 4,850 5,001 151 103.1%

新患数 2,653 2,686 33 101.2%
延外来患者数 10,950 11,221 271 102.5%

新患数 247 209 ▲ 38 84.6%
延外来患者数 2,753 2,737 ▲ 16 99.4%

新患数 18 17 ▲ 1 94.4%
延外来患者数 1,121 1,207 86 107.7%

新患数 287 310 23 108.0%
延外来患者数 558 676 118 121.1%

新患数 27,675 26,193 ▲ 1,482 94.6%
延外来患者数 217,700 215,119 ▲ 2,581 98.8%

内 科

総 合 診 療 科

呼 吸 器 内 科

精 神 科

歯 科

放 射 線 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科 ・
頭 頚 部 外 科

整 形 外 科

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

形 成 外 科

産 婦 人 科

脳 神 経 内 科

小 児 科

緩 和 ケ ア 内 科

口 腔 外 科

心 臓 血 管 外 科

総 計

臨 床 腫 瘍 科

消 化 器 外 科

小 児 外 科

呼 吸 器 外 科

乳 腺 外 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 代 謝 内 科

免 疫 内 科

血 液 内 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科
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２　財務状況
　（１）財務諸表の要約　　法人全体（市立東大阪医療センター+中河内救命救急センター）
　　①貸借対照表（令和8年3月31日） （単位　百万円）

資　産　の　部 金　額 負　債　の　部 金　額
固定資産 14,671 固定負債 9,676
有形固定資産 13,440 資産見返負債 250
無形固定資産 999  　資産見返運営費負担金 1
投資その他の資産 232  　資産見返補助金 154

流動資産 10,468  　資産見返寄附金 0
現金預金 6,468 　 資産見返物品受贈額 95
医業未収金 3,532 長期借入金 4,320
たな卸資産 117 移行前地方債償還債務 716
前払費用 51 引当金 4,385
未収収益 2  　退職給付引当金 4,385
未収入金 217 資産除去債務 5
診療費損害未収入金 77 流動負債 5,039
その他流動資産 4  一年以内返済予定長期借入金 1,080

 一年以内返済予定移行前 904
 地方債償還債務
 未払金 2,152
 未払費用 8
 未払消費税等 11
 前受金 16
 預り金 38
 仮受金 1
 引当金 829
 　賞与引当金 752
 　診療費損害引当金 77

負　債　合　計 14,715
純　資　産　の　部 金　額

資本金 750
資本剰余金 9,061
利益剰余金 613

純　資　産　合　計 10,423
資　産　合　計 25,138 負債純資産合計 25,138

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　　②損益計算書（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位　百万円）
金　　　額

営業収益 22,052
　医業収益 18,976
　救命救急センター事業収益 1,868
　その他営業収益 1,208
営業費用 23,174
　給与費 10,418
　材料費 6,291
　経費 3,143
　研究研修費 49
　減価償却費 1,329
　救命救急センター事業費用 1,944
営業利益 ▲ 1,123
営業外収益 148
営業外費用 1,193
営業外損失 ▲ 1,045
経常利益 ▲ 2,168
臨時利益 2
臨時損失 118
当期純損失 ▲ 2,284

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

科　　　目
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　　③純資産変動計算書（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位　百万円）
金　　　額

当期首残高 11,674
Ⅰ　資本金の当期変動額 0
Ⅱ　資本剰余金の当期変動額 1,033
Ⅲ　利益剰余金（又は繰越欠損金）の当期変動額 ▲ 2,284
当期変動額合計 ▲ 1,251
当期期末残高 10,423

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　　④キャッシュ・フロー計算書（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 922
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,764
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 1,810
Ⅳ　資金増加額 ▲ 875
Ⅴ　資金期首残高 7,343
Ⅵ　資金期末残高 6,468

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　　⑤行政サービス実施コスト計算書（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　損益計算書上の費用 24,485
Ⅱ　その他行政コスト 0
Ⅲ　行政コスト 24,485

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

科　　　目

科　　　目

科　　　目
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　（２）予算及び決算の概要

（単位　百万円）

科　　　目 予算額 決算額 差額

収入

　営業収益 22,569 21,990 ▲ 579

　　医業収益 19,499 18,982 ▲ 517

　　運営費負担金 730 733 3

　　救命救急センター事業収益 2,000 1,868 ▲ 132

　　その他営業収益 340 406 66

　営業外収益 162 155 ▲ 7

　　運営費負担金 46 44 ▲ 2

　　その他営業外収益 116 111 ▲ 5

　資本収入 2,740 4,600 1,860

　　運営費負担金 1,033 1,033 0

　　長期借入金 1,707 3,567 1,860

　　その他資本収入 1 1 0

計 25,472 26,745 1,273

支出

　営業費用 22,761 22,754 ▲ 7

　　医業費用 19,376 19,511 135

　　　給与費 9,812 9,777 ▲ 35

　　　材料費 6,717 6,920 203

　　　経費 2,778 2,765 ▲ 13

　　　研究研修費 69 50 ▲ 19

　　救急救命センター事業費 1,982 1,944 ▲ 38

　　一般管理費 1,403 1,299 ▲ 104

　営業外費用 82 71 ▲ 11

　資本支出 6,329 4,643 ▲ 1,686

　　建設改良費 4,570 2,881 ▲ 1,689

　　償還金 1,756 1,756 0

　　その他資本支出 3 6 3

　その他の支出 0 21 21

計 29,172 27,489 ▲ 1,683

単年度資金収支（収入-支出） ▲ 3,700 ▲ 744 2,956

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

＊損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は以下のとおり

（１）損益計算書において計上されている現金収入を伴わない収益及び現金支出を伴わない費用を

　　　含まない。

（２）医業費用の給与費及び一般管理費に退職金及び賞与支払額を決算額に含める。

（３）上記数値は消費税等込みの金額である。
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（２）全体的な状況 

 

1．法人の現状と課題 

地方独立行政法人として 10 年目となる令和 7 年度は、第 3 期中期計画初年度の年であり、新

たな役員、幹部体制でスタートした。 

全国の公立病院を取り巻く状況は総務省発表によると、令和 6 年度における公立病院の赤字

割合は 83.3%であり、そのうち 500 床以上の病院では 92.3％が赤字であった。令和 7 年度も同

様の状況が続くと見込まれているが、当医療センターも令和 5 年度より赤字に転じて以降、人

件費の上昇、物価高騰の影響を受け、経営は益々厳しさを増している。 

加えて、紹介患者数、救急搬送件数が減少するなどにより、令和 7 年度の入院・外来延べ患

者数は前年度を下回った。 

そのような状況下ではあるが、地域医療構想において位置づけられた高度急性期・急性期医

療を担う医療機関としての役割を果すため、令和 7 年度においても高度医療機器の導入や、救

急外来の改修、ハイケアユニットの整備などを推し進めた。 

 

2．大項目ごとの主な取組み 

第 1 年度計画の期間 

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日までの 1年間とする。 

 

第 2 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

地域医療構想において、医療センターは高度急性期・急性期医療を提供する地域中核病院の

役割を担っている。令和 7 年度は看護師数確保により、大阪府基準の高度急性期病床数を大幅

に増やし、また、令和 8 年度ハイケアユニット開設に向けた準備を着実に進めるなど、高度急

性期医療の提供および医療の質向上の実現に取り組んだ。さらに消化器ホットラインを開設し、

かかりつけ医からの相談・紹介への対応を強化するなど、地域医療連携の強化と機能分化にも

努めた。心臓ホットラインの 24 時間体制再開、救急患者連携搬送の継続、令和 8年度救急ワー

クステーション開設準備など、さらに役割の明確化を推し進めた。 

救急医療については、搬送依頼件数の減少により救急搬送件数の達成率は 93.7%にとどまっ

たが、引き続き「断らない救急医療」の実践に向け、救急外来拡充や救急ワークステーション

開設の準備を着実に進めた。また、中河内救命救急センターと患者の相互紹介、転送を促進す

るための会議を開始するなど、両センターの連携強化による救急医療の充実に努めた。 

小児医療、周産期医療については、延入院患者数や総分娩数が計画未達となった。 

がん医療については、外来薬物療法は計画値をやや下回ったが、がん手術件数、がん放射線

治療新患数は計画を大きく上回った。また、がんゲノム医療連携病院として遺伝子パネル検査

を積極的に実施した。 

高度・専門医療については、脳ホットライン、心臓ホットラインは可能な限り患者を受け入

れ、心臓疾患に関しては、冠動脈インターベーション、心臓胸部大血管手術件数は計画を達成

した。また、ＩＭＰＥＬＬＡ（心内留置型ポンプカテーテル）という新たな医療技術も導入し

た。糖尿病に関しては教育入院件数を倍増させ、精神疾患、高齢者医療に関しては、認知症ケ
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ア加算算定件数、抗アミロイドβ抗体薬導入件数は計画を達成した。 

災害時医療については、中河内救命救急センターと連携した合同災害訓練の実施、日本ＤＭ

ＡＴ隊員や災害支援ナースの養成・維持も計画値を達成するなど、災害拠点病院としての機能

維持、向上に努めた。 

新興感染症への対応については、大阪府との新興感染症に係る協定に基づき、必要に応じて

対応可能な状態を維持している。また、院内感染防止対策マニュアル等の見直し、手指衛生ラ

イセンス制度による人材育成を実施した。 

その他の役割について、引き続きがん検診や市民公開講座による疾病予防啓発を実施した。

難病患者等入院診療延件数、臨床研究新規実施件数、障害者支援センター「レピラ」への紹介

件数はいずれも計画値を超え、ＡＣＰ（アドバンス ケア プランニング）についても、新た

に病棟でカンファレンスを実施し、患者・家族への啓発を実施した。 

患者満足度の向上について、入院・外来患者満足度調査の結果、入院・外来ともに高い満足

度を維持した。また、予定入院だけでなく、緊急入院患者に対しても包括的な支援ができるよ

う早期介入を行い、入院時支援実施件数を伸ばし、計画を達成した。 

院内環境の快適性の向上については、病棟個室の改修、外来待合室の椅子のリニューアルな

ど計画に沿って順次進めている。また、ボランティアについては、新たに高校生を受け入れ、

登録者数を増やすとともに、活性化につなげた。 

医療の質・安全対策については、日本医療機能評価機構による期中の確認に対し、自己評価

を実施・報告した。また、「説明と同意」（インフォームドコンセント）ついての見直し、さら

に中河内医療安全対策連携協議会にて他の医療機関と相互評価を行った。計画指標である医療

安全研修および感染対策研修の受講率は 100％を維持した。 

情報発信については、新たに研修や合同災害訓練のショート動画を公開、新たな広報誌を創

刊するなど、当センターの強みを多角的に発信した。個人情報保護に関しては、個人情報保護

研修、情報セキュリティ研修を通じて啓発を行った。 

地域医療支援病院としては、紹介患者数は計画達成、高額医療機器の共同利用の受託件数は

計画をやや下回ったが前年より増加した。登録医総会、かかりつけ医アンケート調査、地域医

療従事者向け研修会を計画どおり実施した。 

地域包括ケアシステム構築への貢献としては、地域の医療機関や介護機関、ケアマネージャ

ーと退院調整・退院前カンファレンスを行い、円滑な在宅支援を実践し、地域包括ケアシステ

ムにおける役割を果たした。 

 

第 3 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

内部統制については、法改正を受けカスハラ予防の啓発や、外部通報窓口の見直しを行い、

さらにコンプライアンス強化に向け、令和 8年度の非常勤弁護士採用の準備を行った。 

 医療資源等の有効活用について、病床稼働率、総手術件数などいずれの指標も計画値を下回

ったが、新たに投資した高額医療機器に関して、ダビンチは婦人科手術の再開もあり、ほぼ計

画どおりの実施件数となった。放射線治療機器（リニアック）、アミロイドＰＥＴでの新規患者

数は計画値を超え、電子カルテシステムも重大なトラブルなく計画どおり更新した。 

 人材の確保に関しては、医師数は計画値を超え、看護師の離職率も 10％を下回り、計画を達

成した。また、人材育成に関しても、専門・認定看護師、特定行為看護師などが前年度より 3名
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増加するなど計画を達成した。 

 

第 4 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

外来収益の増収や国の補正予算で措置された物価上昇等に対する支援補助金などの増収要因

はあったものの、患者数減少による入院収益の大幅な落ち込みにより、営業収益は計画を 3.3

億円下回り 220.5 億円となった。一方、給与費、材料費、その他経費において、いずれも人件

費や物価の高騰により上昇し、営業費用は 231.7 億円となった結果、営業損益は 11.2 億円の赤

字となった。さらに営業外損益を加えた経常損益は計画より 3.8 億円悪化し、21.7 億円の赤字

となった。また、このような収支状況を反映し、経常収支比率、医業収支比率など、いずれの

経営指標も計画未達となった。 

今後は充実させた医療体制を活かし、高度医療を必要とする患者や救急患者を積極的に受け

入れ、入院収益の回復を図るとともに、引き続き徹底した経費削減等の効率化を推進し、財務

内容の改善に努める。 

 

第 5 その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

中河内救命救急センターについては、大阪府・東大阪市との協議により、令和 9 年度以降も

指定管理を継続する方針となった。また、両センター間の連携強化のために新たに「両センタ

ー連携運営ＣＦＴ」を立ち上げ、連携強化を図った。患者数の減少により収益が悪化し、指定

管理委託料の不足が予想されたが、早期に大阪府と調整を図ることで補正予算措置がなされた。 

施設整備に関しては、人手や資材の不足などにより一部の事業が年度内に完了しなかったが、

施設設備の長寿命化、美化、環境整備を目的に外来・病棟の改修工事を保全計画に基づき実施

した。また、災害対策の強化に向けた設備インフラの更新事業についても基本設計を完了し、

実施設計に着手した。 
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果
た

す
べ

き
役

割
を

明
確

化
し

、
そ

の
実

現
に

向
け

た
具

体
的

取
組

み
を

実
行

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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機
能

別
病

床
数

及
び

今
後

検
討

し
て

い
る

病
床

数

エ
 
市

内
の

病
院

、
医

師
会

、
保

健
所

、
消

防
局

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

と
、

定
期

的
に

会
議

を
行

い
、

情
報

共
有

、
課

題
解

決
に

取
組

む
。

エ
 
市

内
の

病
院

、
医

師
会

、
保

健
所

、
消

防
局

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

と
、

定
期

的
に

会
議

を
行

い
、

情
報

共
有

、
課

題
解

決
に

取
組

む
。

高
度

急
性

期
病

床
数

の
増

加
や

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

整
備

な
ど

、
高

度
急

性
期

医
療

の
提

供
を

担
う

施
設

と
し

て
の

取
組

み
を

着
実

に
進

め
た

。
な

お
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
特

定
病

院
群

の
認

定
に

は
至

っ
て

い
な

い
が

、
令

和
8
年

6
月

か
ら

Ｄ
Ｐ

Ｃ
係

数
が

0
.
0
6
8
3
ポ

イ
ン

ト
ア

ッ
プ

す
る

な
ど

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
が

高
度

な
医

療
提

供
や

医
療

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

前
述

の
役

割
を

担
う

高
度

な
医

療
を

提
供

す
る

施
設

と
し

て
、

さ
ら

な
る

質
の

向
上

を
目

指
し

、
以

下
の

施
設

認
定

・
施

設
基

準
の

新
規

取
得

・
継

続
に

取
り

組
ん

で
 
い

く
。

特
に

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

特
定

病
院

認
証

を
取

得
し

、
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
医

療
提

供
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

患
者

中
心

の
医

療
の

実
現

を
目

指
す

。
ま

た
、

高
度

急
性

期
病

床
の

増
床

に
伴

い
、

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

の
整

備
を

行
う

。

前
述

の
役

割
を

担
う

高
度

な
医

療
を

提
供

す
る

施
設

と
し

て
、

さ
ら

な
る

質
の

向
上

を
目

指
し

、
以

下
の

施
設

認
定

・
施

設
基

準
の

新
規

取
得

・
継

続
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

特
に

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

特
定

病
院

認
証

を
取

得
し

、
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
医

療
提

供
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

患
者

中
心

の
医

療
の

実
現

を
目

指
す

。
ま

た
、

高
度

急
性

期
病

床
の

増
床

に
伴

い
、

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

の
整

備
を

行
う

。

エ
　

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

委
員

会
や

救
急

外
来

・
時

間
外

診
療

体
制

委
員

会
の

定
期

的
な

開
催

に
よ

り
、

情
報

共
有

や
課

題
解

決
に

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

開
設

の
準

備
を

進
め

、
令

和
8
年

4
月

に
開

設
し

た
。

2
0
2
4
年

度
実

績
2
0
2
5
年

度
検

討
2
0
2
5
年

度
実

績

1
3
0

2
8
3

3
9
5

3
9
0

2
3
7

1
2
5

5
2
0

5
2
0

5
2
0

高
度

急
性

期
病

床

急
性

期
病

床

合
計
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【

新
規

取
得

、
継

続
 
、

 
高

次
を

目
指

す
施

設
認

定
】

 
【

新
規

取
得

、
継

続
 
、

 
高

次
を

目
指

す
施

設
基

準
・

体
制

加
算

】

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計

画
令
和

7
年

度
実

績

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

指
定

継
続

継
続

継
続

特
定
病

院
群

（
令
和

8
年

4
月
～

）

（
府

）
災

害
拠

点
病

院

（
府

）
地

域
周

産
期

母
子
医

療
セ

ン
タ

ー

（
府

）
地

域
医

療
支

援
病
院

（
国

）
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療
連

携
病

院

（
国

）
臨

床
研

修
病

院
（
基

幹
型

）

（
国

）
地

域
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

項
目

（
国

）
特

定
行

為
研

修
指
定

研
修

機
関

（
府

）
難

病
診

療
連

携
拠
点

病
院

（
府

）
救

急
告

示
医

療
機
関

（
二

次
救

急
）

Ｄ
Ｐ

Ｃ
(
診

断
群

分
類

包
括
評

価
)
対

象
病

院
標
準

病
院

群
特

定
病

院
群

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構
認

定
病

院

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構
認

定
病

院

標
準

病
院

群

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7年
度

計
画

令
和

7年
度

実
績

取
得

済
継

続
継

続
継

続

2
5対

1
15

対
１

20
対

１
25

対
１

取
得

済
継

続
継

続
継

続

取
得

済
継

続
継

続
継

続

取
得

済
継

続
継

続
継

続

取
得

済
継

続
継

続
継

続
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
１

医
療

安
全

対
策

地
域

連
携

加
算

1

感
染

対
策

向
上

加
算

１

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
１

医
療

安
全

対
策

加
算

１

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

１

項
目

急
性

期
充

実
体

制
加

算

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
（

25
 対

1
）

(看
護

補
助

5
割

以
上

)
継

続
取

得
済

-
取

得
取

得
に

向
け

た
準

備
取

得
に

向
け

た
準

備

継
続

継
続
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（
自

己
評

価
理

由
）

高
度

急
性

期
病

床
数

の
大

幅
増

、
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
整

備
の

着
実

な
推

進
な

ど
、

高
度

急
性

期
医

療
の

提
供

、
医

療
の

質
の

向
上

を
実

現
で

き
た

。
ま

た
、

消
化

器
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

、
救

急
患

者
連

携
搬

送
（

下
り

搬
送

）
の

継
続

な
ど

に
よ

り
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
と

機
能

分
化

に
も

努
め

た
。

さ
ら

に
2
4
時

間
3
6
5
日

心
臓

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
再

開
、

救
急

ワ
ー

ク
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

開
設

準
備

に
よ

り
、

地
域

の
医

療
機

能
分

化
に

お
け

る
当

セ
ン

タ
ー

の
役

割
を

明
確

化
で

き
た

た
め

「
4
」

と
し

た
。
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第
２

 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

2
）

救
急

医
療

中
期

目
標

ア
 
２

４
時

間
３

６
５

日
の

救
急

医
療

体
制

の
維

持
・

充
実

を
図

る
こ

と
。

イ
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
救

急
医

療
の

充
実

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

全
て

の
指

標
が

計
画

目
標

値
ま

た
令

和
６

年
度

実
績

を
わ

ず
か

に
下

回
っ

た
が

、
搬

送
依

頼
件

数
そ

の
も

の
の

減
少

が
要

因
で

あ
り

応
需

率
は

改
善

し
た

。
一

方
で

救
急

外
来

の
拡

充
に

向
け

、
消

防
局

の
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

開
設

に
向

け
た

準
備

を
進

め
て

お
り

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
取

組
み

と
し

て
「

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

」
を

開
始

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
3

◎
ア

　
救

急
搬

送
の

受
入

件
数

、
入

院
患

者
数

は
年

度
計

画
を

未
達

か
つ

令
和

6
年

度
実

績
を

も
下

回
っ

た
が

、
救

急
搬

送
依

頼
件

数
が

令
和

6
年

度
に

比
べ

て
減

少
し

た
こ

と
が

要
因

で
あ

り
、

応
需

率
は

改
善

し
て

い
る

。
東

大
阪

市
消

防
局

の
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

設
準

備
を

順
調

に
進

め
、

令
和

8
年

4
月

に
開

設
し

た
。

ま
た

、
救

急
外

来
の

拡
充

に
向

け
た

設
計

業
務

、
及

び
Ｃ

Ｔ
検

査
装

置
の

移
設

工
事

を
完

了
し

た
。

・
救

急
患

者
用

Ｃ
Ｔ

検
査

装
置

整
備

：
救

急
外

来
に

隣
接

し
て

Ｃ
Ｔ

検
査

装
置

を
設

置
し

、
迅

速
な

診
断

と
治

療
を

可
能

と
す

る
。

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
体

制
で

救
急

患
者

を
受

け
入

れ
る

「
断

ら
な

い
救

急
医

療
」

を
推

進
し

て
い

く
。

救
急

医
療

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
以

下
の

施
設

整
備

、
体

制
構

築
（

救
急

科
医

師
の

確
保

含
む

）
を

行
う

。

・
救

急
外

来
（

小
児

科
外

来
を

含
む

）
の

改
修

：
救

急
患

者
の

急
増

に
対

応
す

る
た

め
、

救
急

外
来

を
全

面
改

修
し

、
診

察
室

及
び

初
療

室
を

増
設

、
ま

た
専

用
病

床
を

新
設

す
る

。
小

児
患

者
へ

の
配

慮
と

し
て

、
キ

ッ
ズ

ス
ペ

ー
ス

等
、

温
か

み
の

あ
る

空
間

を
提

供
す

る
。

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
体

制
で

救
急

患
者

を
受

け
入

れ
る

「
断

ら
な

い
救

急
医

療
」

を
推

進
し

て
い

く
。

救
急

医
療

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
以

下
の

施
設

整
備

、
体

制
構

築
（

救
急

科
医

師
の

確
保

含
む

）
を

行
う

。

・
救

急
外

来
（

小
児

科
外

来
を

含
む

）
の

改
修

救
急

患
者

の
急

増
に

対
応

す
る

た
め

、
救

急
外

来
を

全
面

改
修

し
、

診
察

室
及

び
初

療
室

を
増

設
、

ま
た

専
用

病
床

を
新

設
 
す

る
。

小
児

患
者

へ
の

配
慮

と
し

て
、

キ
ッ

ズ
ス

ペ
ー

ス
等

、
温

か
み

の
あ

る
空

間
を

提
供

す
る

。

・
救

急
患

者
用

Ｃ
Ｔ

検
査

装
置

整
備

：
救

急
外

来
に

隣
接

し
て

Ｃ
Ｔ

検
査

装
置

を
設

置
し

、
迅

速
な

診
断

と
治

療
を

可
能

と
す

る
。
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・
下

り
搬

送
体

制
の

構
築

：
救

急
患

者
の

約
半

数
を

し
め

る
軽

症
中

等
症

患
者

、
特

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
高

齢
者

に
対

し
て

、
救

急
専

用
病

床
を

活
用

し
、

高
度

な
医

療
が

必
要

な
重

症
患

者
へ

の
ベ

ッ
ド

の
空

き
を

確
保

す
る

。
ま

た
、

夜
間

に
入

院
が

必
要

な
軽

症
中

等
症

患
者

の
適

切
な

治
療

と
、

翌
日

又
は

3
日

以
内

の
円

滑
な

転
院

を
促

し
、

効
率

的
な

『
下

り
搬

送
体

制
』

を
整

備
す

る
。

専
門

的
な

看
護

師
や

事
務

職
を

配
置

し
、

医
師

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、

よ
り

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

患
者

情
報

の
共

有
や

ス
ム

ー
ズ

な
転

院
手

続
き

を
行

う
こ

と
で

、
円

滑
な

運
用

を
目

指
す

。

・
下

り
搬

送
体

制
の

構
築

：
救

急
患

者
の

約
半

数
を

し
め

る
軽

症
中

等
症

患
者

、
特

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
高

齢
者

に
対

し
て

、
救

急
専

用
病

床
を

活
用

し
、

高
度

な
医

療
が

必
要

な
重

症
患

者
へ

の
ベ

ッ
ド

の
空

き
を

確
保

す
る

。
ま

た
、

夜
間

に
入

院
が

必
要

な
軽

症
中

等
症

患
者

の
適

切
な

治
療

と
、

翌
日

又
は

３
日

以
内

の
円

滑
な

転
院

を
促

し
、

効
率

的
な

『
下

り
搬

送
体

制
』

を
整

備
す

る
。

専
門

的
な

看
護

師
や

事
務

職
を

配
置

し
、

医
師

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、

よ
り

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

患
者

情
報

の
共

有
や

ス
ム

ー
ズ

な
転

院
手

続
き

を
行

う
こ

と
で

、
円

滑
な

運
用

を
目

指
す

。

・
東

大
阪

市
消

防
局

と
の

連
携

強
化

:
 
東

大
阪

市
消

防
局

の
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
設

置
し

、
救

急
隊

員
の

教
育

・
訓

練
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
救

急
搬

送
患

者
の

受
け

入
れ

体
制

を
強

化
す

る
。

・
患

者
動

線
へ

の
配

慮
：

発
熱

患
者

・
感

染
症

患
者

と
一

般
救

急
患

者
と

の
動

線
が

交
差

し
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

・
患

者
動

線
へ

の
配

慮
：

発
熱

患
者

・
感

染
症

患
者

と
一

般
救

急
患

者
と

の
動

線
が

交
差

し
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

・
東

大
阪

市
消

防
局

と
の

連
携

強
化

 
東

大
阪

市
消

防
局

の
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
設

置
し

、
救

急
隊

員
の

教
育

・
訓

練
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
救

急
搬

送
患

者
の

受
け

入
れ

体
制

を
強

化
す

る
。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

救
急

搬
送

に
関

す
る

指
標

は
、

搬
送

依
頼

件
数

の
減

少
に

よ
り

9
3
～

9
4
％

の
達

成
率

と
な

っ
た

が
、

救
急

外
来

の
拡

充
や

消
防

局
救

急
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

開
設

に
向

け
た

準
備

を
着

実
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
は

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

を
開

始
し

、
両

セ
ン

タ
ー

間
で

の
患

者
紹

介
、

転
送

を
促

進
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

救
急

医
療

全
体

の
評

価
と

し
て

は
「

3
」

と
し

た
。

イ
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

目
的

で
、

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

を
発

足
し

た
。

両
セ

ン
タ

ー
間

で
の

患
者

紹
介

、
転

送
な

ど
に

つ
い

て
、

実
際

の
症

例
を

挙
げ

て
、

問
題

点
や

改
善

点
な

ど
を

検
討

し
て

い
る

。

イ
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
深

め
、

地
域

全
体

の
救

急
医

療
を

強
化

す
る

。
検

査
結

果
、

治
療

経
過

、
薬

剤
情

報
な

ど
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
共

有
し

、
円

滑
な

患
者

搬
送

を
実

現
す

る
。

医
師

の
応

援
体

制
を

構
築

し
、

人
員

不
足

時
の

医
療

提
供

を
支

援
す

る
。

超
急

性
期

脳
卒

中
や

急
性

心
筋

梗
塞

、
大

動
脈

解
離

な
ど

の
重

症
患

者
に

対
し

て
は

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

緊
急

対
応

す
る

体
制

を
強

化
し

、
産

科
周

産
期

三
次

救
急

に
つ

い
て

は
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

緊
急

対
応

体
制

を
構

築
す

る
。

イ
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

 
を

深
め

、
地

域
全

体
の

救
急

医
療

を
強

化
す

る
。

検
査

結
果

、
治

療
経

過
、

薬
剤

情
報

な
ど

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

共
有

し
、

円
滑

な
患

者
搬

送
を

実
現

す
る

。
医

師
の

応
援

体
制

を
構

築
し

、
人

員
不

足
時

の
医

療
提

供
を

支
援

す
る

。
超

急
性

期
脳

卒
中

や
急

性
心

筋
梗

塞
、

大
動

脈
解

離
な

ど
の

重
症

患
者

に
対

し
て

は
、

医
療

セ
ン

タ
ー

で
緊

急
対

応
す

る
体

制
を

強
化

し
、

産
科

周
産

期
三

次
救

急
に

つ
い

て
は

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
緊

急
対

応
体

制
を

構
築

す
る

。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

7
,
3
3
4

7
,
4
0
0

6
,
9
3
2

9
3
.
7
%

3
,
1
9
6

3
,
3
0
0

3
,
1
0
7

9
4
.
2
%

1
3
.
5

＞
1
3
.
5

1
2
.
7

9
4
.
1
%

項
目

地
域

救
急

貢
献

率
（

％
）

（
圏

域
内

）

救
急

搬
送

件
数

（
件

）

救
急

搬
送

入
院

患
者

数
（

人
）
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
3
）

小
児

医
療

中
期

目
標

小
児

救
急

病
院

と
し

て
、

小
児

救
急

医
療

体
制

の
充

実
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

指
標

で
あ

る
小

児
科

延
入

院
患

者
数

、
小

児
科

救
急

患
者

数
,
に

つ
い

て
、

救
急

車
の

応
需

強
化

や
地

域
の

開
業

医
へ

の
渉

外
活

動
等

、
増

加
の

た
め

に
取

り
組

ん
だ

も
の

の
、

計
画

目
標

値
を

達
成

し
て

お
ら

ず
、

小
児

救
急

患
者

数
は

目
標

値
を

大
き

く
下

回
っ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
２

」
と

し
た

。

2
2

小
児

救
急

患
者

の
受

け
入

れ
に

関
し

て
は

、
救

急
車

の
応

需
を

強
化

し
た

が
目

標
値

に
達

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

一
方

、
地

域
の

開
業

医
か

ら
の

入
院

依
頼

増
加

の
た

め
に

、
部

長
が

地
域

の
開

業
医

に
向

け
て

の
渉

外
活

動
を

行
い

、
患

者
紹

介
状

況
を

確
認

し
、

当
院

で
受

け
入

れ
を

強
化

し
て

い
る

疾
患

群
を

再
認

識
し

て
幅

広
い

疾
患

に
関

す
る

紹
介

を
促

し
た

。
そ

の
結

果
、

延
入

院
患

者
数

は
計

画
値

に
は

達
し

な
か

っ
た

も
の

の
、

9
6
.
7
%

の
達

成
率

ま
で

伸
び

た
。

圏
域

に
お

け
る

小
児

救
急

医
療

体
制

（
輪

番
制

）
の

中
で

小
児

地
域

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
中

心
的

役
割

を
担

う
。

水
、

金
、

日
の

小
児

初
期

救
急

医
療

・
二

次
小

児
救

急
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
ま

た
地

域
の

休
日

診
療

所
等

と
も

協
力

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。

・
感

染
性

疾
患

や
喘

息
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

血
液

疾
患

な
ど

の
検

査
・

治
療

が
必

要
な

小
児

の
外

来
及

び
入

院
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。

圏
域

に
お

け
る

小
児

救
急

医
療

体
制

（
輪

番
制

）
の

中
で

小
児

地
域

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
中

心
的

役
割

を
担

う
。

水
、

金
、

日
の

小
児

初
期

救
急

医
療

・
二

次
小

児
救

急
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
ま

た
地

域
の

休
日

診
療

所
等

と
も

協
力

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。

・
発

熱
児

と
非

発
熱

児
の

動
線

に
配

慮
し

た
小

児
発

熱
 
外

来
・

小
児

科
外

来
を

整
備

す
る

。
（

現
小

児
発

熱
外

来
周

辺
の

改
修

）

・
感

染
性

疾
患

や
喘

息
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

血
液

疾
患

な
ど

の
検

査
・

治
療

が
必

要
な

小
児

の
外

来
及

び
入

院
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。

・
発

熱
児

と
非

発
熱

児
の

動
線

に
配

慮
し

た
小

児
発

熱
外

来
・

小
児

科
外

来
を

整
備

す
る

。
（

現
小

児
発

熱
外

来
周

辺
の

改
修

）
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

小
児

医
療

、
小

児
救

急
医

療
に

関
す

る
指

標
は

い
ず

れ
も

計
画

未
達

と
な

っ
て

い
る

が
、

小
児

医
療

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

の
進

歩
に

よ
り

入
院

が
減

少
傾

向
で

あ
り

、
今

回
の

評
価

は
「

2
」

と
す

る
が

、
小

児
救

急
患

者
数

は
感

染
症

の
流

行
の

影
響

を
受

け
や

す
い

た
め

、
次

期
計

画
に

お
い

て
は

計
画

値
の

見
直

し
も

視
野

に
入

れ
た

い
。

な
お

、
当

セ
ン

タ
ー

が
小

児
科

専
門

医
の

基
幹

施
設

に
な

る
た

め
に

、
奈

良
医

大
に

申
請

を
行

っ
た

。

・
増

加
す

る
児

童
虐

待
（

ネ
グ

レ
ク

ト
 
含

む
）

に
対

し
組

織
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

各
種

機
関

と
連

携
の

も
と

に
行

い
、

児
童

と
家

族
を

見
守

る
体

制
を

維
持

す
る

。

・
増

加
す

る
児

童
虐

待
（

ネ
グ

レ
ク

ト
含

む
）

に
対

し
組

織
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

各
種

機
関

と
連

携
の

も
と

に
行

い
、

児
童

と
家

族
を

見
守

る
体

制
を

維
持

す
る

。

・
長

期
入

院
す

る
児

の
在

宅
移

行
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

た
め

の
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

を
引

き
続

き
行

う
。

ま
た

、
療

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。

・
長

期
入

院
す

る
児

の
在

宅
移

行
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

た
め

の
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

を
引

き
続

き
行

う
。

ま
た

、
療

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

9
,
5
9
3

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
7
0
6

9
6
.
7
%

5
,
6
8
1

6
,
5
0
0

6
,
5
0
0

4
,
5
0
0

6
9
.
2
%

小
児

科
救

急
患

者
数

（
人

）項
目

小
児

科
延

入
院

患
者

数
（

人
）

32



 
第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
4
）

 
周

産
期

医
療

中
期

目
標

ア
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
受

入
機

能
の

充
実

に
努

め
る

こ
と

。
イ

　
公

的
病

院
と

し
て

特
定

妊
婦

を
受

け
入

れ
、

出
産

・
育

児
へ

の
ケ

ア
を

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
と

と
も

に
、

産
婦

人
科

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
受

入
機

能
（

産
科

危
機

的
出

血
、

妊
婦

心
停

止
・

死
戦

期
帝

王
切

開
、

超
緊

急
帝

王
切

開
、

新
生

児
蘇

生
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
含

む
）

を
充

実
し

、
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
少

産
時

代
の

妊
産

褥
婦

が
求

め
る

快
適

な
生

活
環

境
を

提
供

し
、

母
児

同
室

に
お

け
る

親
子

の
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
る

一
環

と
し

て
入

院
居

室
の

簡
易

個
室

化
に

よ
る

母
子

の
療

養
環

境
を

整
え

る
。

全
て

の
指

標
が

計
画

目
標

値
を

達
成

し
て

お
ら

ず
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
は

目
標

値
を

下
回

っ
て

い
る

が
、

昨
年

度
の

実
績

を
上

回
り

、
地

域
の

分
娩

機
関

と
し

て
の

実
績

を
伸

ば
し

て
い

る
。

紹
介

患
者

の
受

入
れ

対
応

や
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
超

緊
急

帝
王

切
開

の
実

施
な

ど
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
る

。
以

上
よ

り
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
2

ア
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
と

と
も

に
、

産
婦

人
科

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
受

入
機

能
（

産
科

危
機

的
出

血
、

妊
婦

心
停

止
・

死
戦

期
帝

王
切

開
、

超
緊

急
帝

王
切

開
、

新
生

児
蘇

生
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
含

む
）

を
充

実
し

、
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
少

産
時

代
の

妊
産

褥
婦

が
求

め
る

快
適

な
生

活
環

境
を

提
供

し
、

母
児

同
室

に
お

け
る

親
子

の
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
る

一
環

と
し

て
入

院
居

室
の

簡
易

個
室

化
に

よ
る

母
子

の
療

養
環

境
を

整
え

る
。

ア
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
産

婦
人

科
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（

Ｏ
Ｇ

Ｃ
Ｓ

）
参

加
施

設
と

し
て

、
紹

介
患

者
の

受
入

れ
に

対
応

し
て

き
た

。
総

分
娩

数
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
数

と
も

に
前

年
度

実
績

を
上

回
っ

た
も

の
の

、
計

画
値

に
は

達
し

て
い

な
い

。
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
協

力
を

得
て

、
超

緊
急

帝
王

切
開

手
術

も
実

施
し

た
が

、
さ

ら
な

る
受

入
れ

機
能

の
向

上
の

た
め

、
当

直
2

人
体

制
も

見
据

え
、

産
婦

人
科

医
の

増
員

が
不

可
欠

と
考

え
る

。
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

提
供

と
し

て
、

産
後

ケ
ア

の
拡

充
を

行
っ

た
。
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【
指

標
】

イ
 
近

隣
の

産
科

病
院

、
医

院
と

の
連

携
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
こ

と
で

特
定

妊
婦

の
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
ま

た
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

、
妊

婦
へ

の
虐

待
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

院
内

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

総
分

娩
数

、
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

件
数

と
も

に
前

年
度

の
実

績
を

上
回

っ
た

も
の

の
、

計
画

達
成

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
特

に
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

件
数

が
計

画
を

大
き

く
下

回
っ

た
た

め
、

評
価

は
「

2
」

と
し

た
。

し
か

し
、

超
緊

急
帝

王
切

開
も

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

支
援

を
受

け
実

施
す

る
な

ど
、

前
年

度
に

引
き

続
き

連
携

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。

イ
 
近

隣
の

産
科

病
院

、
医

院
と

の
連

携
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
こ

と
で

特
定

妊
婦

の
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
ま

た
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

、
妊

婦
へ

の
虐

待
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

院
内

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

イ
　

紹
介

し
て

い
た

だ
い

た
患

者
は

で
き

る
限

り
対

応
し

て
お

り
、

引
き

続
き

連
携

と
受

入
れ

体
制

の
強

化
を

継
続

し
て

い
く

。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年
度

計
画

令
和

7
年

度
実

績
達

成
率

3
8
0

4
5
0

4
1
6

9
2
.
4
%

5
8

9
0

6
7

7
4
.
4
%

7
.
9

9
.
1

8
.
6

9
4
.
5
%

項
目

総
分

娩
件

数
（

件
）

地
域

分
娩

貢
献

率
（
％
）

（
圏

域
内
）

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件
数
（

件
）
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
5
）

が
ん

医
療

・
圏

域
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。

ア
　

国
指

定
「

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

」
と

し
て

、
主

な
８

つ
の

が
ん

を
は

じ
め

と
す

る
が

ん
患

者
に

、
外

科
治

療
・

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

及
び

緩
和

医
療

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

・
総

合
的

医
療

を
提

供
す

る
。

3
ア

 
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

と
し

て
、

主
な

８
つ

の
が

ん
を

は
じ

め
と

す
る

が
ん

患
者

に
、

外
科

治
療

・
放

射
線

治
療

・
化

学
療

法
及

び
緩

和
医

療
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
・

総
合

的
医

療
を

提
供

す
る

。

ア
　

概
ね

目
標

を
達

成
で

き
た

が
、

院
内

が
ん

登
録

件
数

が
計

画
を

か
な

り
下

回
っ

た
。

今
後

は
当

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

が
ん

治
療

を
広

く
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
や

大
阪

大
学

医
学

部
と

は
常

に
連

携
し

各
が

ん
腫

に
対

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
当

セ
ン

タ
ー

で
行

っ
た

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

は
4
9
例

で
、

患
者

の
体

の
負

担
の

少
な

い
リ

キ
ッ

ド
バ

イ
オ

プ
シ

ー
が

増
加

傾
向

に
あ

る
。

リ
キ

ッ
ド

バ
イ

オ
プ

シ
ー

は
、

3
年

以
内

に
採

取
し

た
組

織
標

本
が

不
要

で
あ

り
、

状
況

に
応

じ
た

判
断

が
今

後
重

要
に

な
る

。
・

人
員

確
保

・
育

成
の

点
で

は
、

医
師

の
増

員
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

ま
た

人
事

異
動

で
院

内
の

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

に
か

か
わ

る
事

務
員

が
減

少
し

憂
慮

さ
れ

る
。

し
か

し
、

薬
務

局
の

2
名

が
、

が
ん

遺
伝

子
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
資

格
を

取
得

し
、

今
後

も
啓

発
活

動
を

継
続

す
る

。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。

3
４

つ
の

指
標

の
う

ち
、

が
ん

手
術

件
数

、
が

ん
放

射
線

治
療

新
患

数
は

計
画

目
標

値
を

上
回

り
、

が
ん

外
来

薬
物

療
法

（
化

学
療

法
）

延
患

者
数

も
概

ね
計

画
目

標
値

を
達

成
し

た
。

院
内

が
ん

登
録

数
は

計
画

値
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

が
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

し
て

、
遺

伝
子

パ
ネ

ル
検

査
を

増
や

す
取

組
み

や
人

材
育

成
、

が
ん

に
関

す
る

相
談

支
援

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

◎

・
圏

域
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

中
期

目
標

国
指

定
の

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
が

ん
診

療
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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・
新

た
な

リ
ニ

ア
ッ

ク
導

入
で

、
こ

れ
ま

で
よ

り
難

易
度

の
高

い
照

射
が

可
能

と
な

り
、

患
者

負
担

の
軽

減
と

高
単

価
の

放
射

線
治

療
を

行
う

。

・
分

子
標

的
薬

や
免

疫
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
阻

害
剤

の
増

加
に

よ
り

、
抗

が
ん

剤
治

療
は

減
る

傾
向

に
あ

る
が

、
薬

物
療

法
の

一
定

数
の

確
保

に
努

め
る

。

・
医

師
派

遣
に

向
け

て
経

営
幹

部
に

よ
る

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

呼
吸

器
に

つ
い

て
は

、
呼

吸
器

外
科

、
臨

床
腫

瘍
科

及
び

内
科

系
医

師
に

よ
り

対
応

し
つ

つ
、

肺
が

ん
に

特
化

し
た

呼
吸

器
内

科
の

再
開

を
目

指
す

。

・
手

術
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

２
台

の
効

率
的

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

現
在

実
施

し
て

い
る

泌
尿

器
、

上
部

・
下

部
消

化
管

、
婦

人
科

領
域

に
加

え
、

呼
吸

器
領

域
で

の
実

施
に

取
り

組
む

。

・
分

子
標

的
薬

や
免

疫
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
阻

害
剤

の
増

加
に

よ
り

、
抗

が
ん

剤
治

療
は

減
る

傾
向

に
あ

る
が

、
薬

物
療

法
の

一
定

数
の

確
保

に
努

め
る

。

・
医

師
派

遣
に

向
け

て
経

営
幹

部
に

よ
る

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

呼
吸

器
に

つ
い

て
は

、
呼

吸
器

外
科

、
臨

床
腫

瘍
科

及
び

内
科

系
医

師
に

よ
り

対
応

し
つ

つ
、

肺
が

ん
に

特
化

し
た

呼
吸

器
内

科
の

再
開

を
目

指
す

。

・
手

術
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

２
台

の
効

率
的

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

現
在

実
施

し
て

い
る

泌
尿

器
、

上
部

・
下

部
消

化
管

、
婦

人
科

領
域

に
加

え
、

呼
吸

器
領

域
で

の
実

施
に

取
り

組
む

。

・
新

た
な

リ
ニ

ア
ッ

ク
導

入
で

、
こ

れ
ま

で
よ

り
難

易
度

の
高

い
照

射
が

可
能

と
な

り
、

患
者

負
担

の
軽

減
と

高
単

価
の

放
射

線
治

療
を

行
う

。
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【
指

標
】

・
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

が
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。

・
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

イ
 
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

に
つ

い
て

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

が
ん

手
術

件
数

、
が

ん
放

射
線

治
療

新
患

数
は

計
画

を
大

き
く

ク
リ

ア
し

、
が

ん
化

学
療

法
も

概
ね

達
成

し
た

。
院

内
が

ん
登

録
数

の
み

伸
び

な
か

っ
た

が
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

し
て

、
遺

伝
子

パ
ネ

ル
検

査
も

増
や

し
、

人
材

育
成

も
進

め
て

い
る

。
指

標
で

の
計

画
値

ク
リ

ア
が

半
々

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
評

価
を

「
3
」

と
し

た
。

・
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

が
 
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。
・

研
修

会
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

開
催

に
よ

り
、

地
域

の
緩

和
ケ

ア
を

リ
ー

ド
し

、
在

宅
緩

和
ケ

ア
体

制
を

支
援

す
る

。

イ
　

が
ん

に
関

す
る

相
談

支
援

と
情

報
提

供
に

つ
い

て
患

者
と

そ
の

家
族

の
悩

み
や

不
安

を
汲

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

イ
　

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
患

者
と

そ
の

家
族

の
悩

み
や

不
安

を
早

期
に

把
握

し
、

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
る

相
談

支
援

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

相
談

窓
口

の
周

知
や

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動

に
よ

る
相

談
機

会
の

拡
大

、
が

ん
に

関
す

る
情

報
提

供
、

患
者

会
の

開
催

等
を

通
じ

て
、

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
と

支
援

体
制

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

8
5
9

8
0
0

8
7
9

1
0
9
.
9
%

2
8
0

3
7
3

1
3
3
.
2
%

1
,
7
7
1

1
,
7
0
0

1
,
5
5
9

9
1
.
7
%

9
8
.
3
%

4
,
2
0
0

4
,
1
2
7

項
目

が
ん

手
術

件
数

（
件

）

が
ん

放
射

線
治

療
新

患
者

数
（

人
）

院
内

が
ん

登
録

件
数

（
件

）

が
ん

外
来

薬
物

療
法

（
化

学
療

法
）

延
患

者
数

（
人

）
4
,
3
4
2
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
6
）

高
度

・
専

門
医

療

ア
 
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
ア

 
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
ア

　
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

に
よ

る
搬

送
依

頼
に

対
し

て
は

、
救

急
外

来
の

状
況

が
許

す
限

り
応

需
し

、
脳

神
経

内
科

と
脳

神
経

外
科

が
連

携
し

、
ｔ

-
Ｐ

Ａ
、

超
急

性
期

血
栓

回
収

、
脳

出
血

や
く

も
膜

下
出

血
に

対
す

る
血

管
内

及
び

直
達

手
術

な
ど

、
最

適
な

急
性

期
治

療
を

昼
夜

を
問

わ
ず

実
施

し
た

。
ま

た
、

地
域

住
民

へ
の

啓
発

と
し

て
市

民
講

座
も

開
催

し
好

評
を

得
た

。

4
圏

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

５
疾

病
の

う
ち

上
述

の
が

ん
医

療
以

外
４

疾
病

（
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
、

心
筋

梗
塞

等
の

心
血

管
疾

患
、

糖
尿

病
及

び
精

神
疾

患
）

及
び

超
高

齢
社

会
に

お
け

る
 
高

齢
者

に
対

す
る

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
専

門
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

・
脳

神
経

外
科

と
脳

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

２
４

時
間

３
６

５
日

体
制

を
継

続
し

、
超

急
性

期
血

栓
溶

解
療

法
（

ｔ
-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

達
手

術
並

び
に

脳
血

管
内

手
術

を
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

 
脳

卒
中

専
用

病
床

の
効

率
化

を
図

っ
て

い
く

。
 
あ

わ
せ

て
体

制
強

化
の

た
め

の
医

師
確

保
に

努
め

る
。

８
つ

の
指

標
の

う
ち

、
５

つ
が

計
画

目
標

値
を

達
成

、
３

つ
が

未
達

成
と

な
っ

た
。

糖
尿

病
の

指
標

で
あ

る
教

育
入

院
件

数
と

精
神

疾
患

の
指

標
で

あ
る

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
薬

導
入

件
数

は
倍

増
以

上
と

な
っ

た
。

脳
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
受

入
件

数
に

つ
い

て
は

計
画

目
標

値
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
前

年
度

比
で

は
増

加
し

て
お

り
、

ま
た

２
４

時
間

３
６

５
日

心
臓

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

体
制

を
再

開
し

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

4

中
期

目
標

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
専

門
医

療
の

提
供

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
脳

神
経

外
科

と
脳

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

２
４

時
間

３
６

５
日

体
制

を
継

続
し

、
超

急
性

期
血

栓
溶

解
療

法
（

ｔ
-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

達
手

術
並

び
に

脳
血

管
内

手
術

を
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

脳
卒

中
専

用
病

床
の

効
率

化
を

図
っ

て
い

く
。

あ
わ

せ
て

体
制

強
化

の
た

め
の

医
師

確
保

に
努

め
る

。

圏
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
５

疾
病

の
う

ち
上

述
の

が
ん

医
療

以
外

４
疾

病
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

）
及

び
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

高
齢

者
に

対
す

る
治

療
を

中
心

と
し

た
高

度
で

質
の

高
い

専
門

医
療

を
積

極
的

に
提

供
す

る
。
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【
指

標
】

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
２

４
時

間
体

制
で

対
応

す
る

。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

を
拡

充
す

る
。

あ
わ

せ
て

体
制

強
化

の
た

め
の

医
師

確
保

に
努

め
る

。

イ
 
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

・
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

を
拡

充
す

る
。

あ
わ

せ
て

体
制

強
化

の
た

め
の

医
師

確
保

に
努

め
る

。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

、
Ｐ

Ｃ
Ｐ

Ｓ
経

皮
的

心
肺

補
助

な
ど

、
重

篤
で

緊
急

性
の

高
い

循
環

器
疾

患
患

者
に

２
４

時
間

体
制

で
対

応
す

る
。

イ
　

心
臓

胸
部

大
血

管
担

当
医

が
1
名

増
員

と
な

り
心

大
血

管
手

術
件

数
は

計
画

を
達

成
し

た
。

ま
た

、
1
1
月

よ
り

循
環

器
内

科
と

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
で

毎
日

院
内

当
直

す
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
、

2
4
時

間
3
6
5
日

心
臓

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

体
制

を
再

開
し

た
こ

と
に

よ
り

、
循

環
器

疾
患

の
救

急
対

応
が

強
化

さ
れ

搬
送

件
数

も
増

加
し

た
。

ま
た

、
緊

急
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
の

件
数

に
つ

い
て

も
計

画
を

達
成

し
た

。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

に
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

に
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

イ
 
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

・
脳

卒
中

の
各

疾
患

に
最

適
な

内
科

治
療

を
集

中
的

に
行

い
、

早
期

の
回

復
へ

繋
げ

る
。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

だ
け

で
な

く
2
0
2
5
年

1
1
月

よ
り

Ｉ
Ｍ

Ｐ
Ｅ

Ｌ
Ｌ

Ａ
が

導
入

さ
れ

、
内

科
外

科
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

ん
だ

こ
と

で
、

重
症

急
性

冠
症

候
群

の
治

療
が

進
歩

し
た

。

・
弁

膜
症

、
冠

動
脈

外
科

的
治

療
の

提
供

を
継

続
し

て
で

き
て

い
る

。
ま

た
大

動
脈

解
離

の
緊

急
体

制
も

、
麻

酔
科

、
集

中
治

療
部

と
と

も
に

行
え

て
い

る
。

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

の
施

設
基

準
維

持
に

努
力

し
て

い
る

。

師
確

保
に

努
め

る
。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
脳

卒
中

の
各

疾
患

に
最

適
な

内
科

治
療

を
集

中
的

に
行

い
、

早
期

の
回

復
へ

繋
げ

る
。

令
和
6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7
年

度
実
績

達
成
率

2
7
7

2
8
0

2
8
0

2
3
3

8
3
.
2
%

項
目

脳
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
受

入
件

数
（

件
）
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【
指

標
】

・
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

を
提

供
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

し
て

、
市

と
連

携
し

市
民

へ
の

広
報

等
を

通
じ

て
受

診
勧

奨
を

行
い

、
か

か
り

つ
け

医
で

の
治

療
に

繋
げ

る
。

・
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

者
に

対
し

て
対

象
者

を
選

定
し

て
保

健
指

導
を

行
い

、
人

工
透

析
等

へ
の

移
行

を
防

止
す

る
。

・
近

隣
医

療
機

関
で

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

部
門

で
協

調
し

て
治

療
に

当
た

る

ウ
 
糖

尿
病

ウ
 
糖

尿
病

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
す

る
体

制
を

確
保

す
る

。

・
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
（

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
大

動
脈

弁
置

換
術

）
の

施
設

基
準

を
維

持
す

る
。

ウ
　

近
隣

医
療

機
関

で
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・

合
併

症
で

治
療

に
難

渋
す

る
症

例
に

つ
い

て
の

入
院

数
は

倍
増

し
て

お
り

、
計

画
を

達
成

で
き

た
。

共
観

患
者

に
お

い
て

も
必

要
な

患
者

に
関

し
て

薬
剤

調
整

を
行

っ
て

い
る

。
腎

、
血

管
（

特
に

下
肢

）
に

お
い

て
、

紹
介

受
診

時
で

す
で

に
進

行
し

て
い

る
例

が
多

く
、

周
辺

医
療

機
関

へ
の

啓
発

や
透

析
予

防
、

フ
ッ

ト
ケ

ア
な

ど
が

必
要

で
あ

る
。

注
射

指
導

等
を

外
来

看
護

師
が

行
っ

て
い

る
が

、
看

護
師

数
と

外
来

ブ
ー

ス
が

足
り

な
い

た
め

、
週

に
2
枠

し
か

確
保

で
き

ず
、

現
時

点
で

は
枠

増
加

は
厳

し
い

。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
す

る
体

制
を

確
保

す
る

。
・

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

大
動

脈
弁

置
換

術
）

の
施

設
基

準
を

維
持

す
る

。

・
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

を
提

供
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

し
て

、
市

と
連

携
し

市
民

へ
の

広
報

等
を

通
じ

て
受

診
勧

奨
を

行
い

 
、

か
か

り
つ

け
医

で
の

治
療

に
繋

げ
る

。
・

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
者

に
対

し
て

対
象

者
を

選
定

し
て

保
健

指
導

を
行

い
、

人
工

透
析

等
へ

の
移

行
を

防
止

す
る

。
・

近
隣

医
療

機
関

で
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・

 
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

 
部

門
で

協
調

し
て

治
療

に
当

た
る

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

2
8
2

3
0
0

3
0
0

3
2
7

1
0
9
.
0
%

1
1
8

1
0
0

1
0
0

1
0
4

1
0
4
.
0
%

項
目

心
臓

胸
部

大
血

管
手

術
件

数
（

件
）

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ー
シ

ョ
ン

(
P
C
I
)
(
件

)
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【
指

標
】

エ
 
精

神
疾

患
エ

 
精

神
疾

患
・

精
神

科
専

用
病

床
は

持
た

な
い

が
、

身
体

合
併

症
の

た
め

の
入

院
患

者
の

心
の

ケ
ア

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

（
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

）
や

認
知

症
患

者
の

周
辺

症
状

（
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
）

に
は

積
極

的
に

対
応

す
る

。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
引

き
続

き
脳

神
経

内
科

及
び

精
神

科
で

行
う

。
こ

れ
ま

で
の

精
神

科
で

の
「

も
の

忘
れ

外
来

」
に

加
え

、
認

知
機

能
検

査
外

来
も

開
始

し
、

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ

な
ど

高
度

な
画

像
診

断
の

要
件

と
な

る
認

知
症

機
能

検
査

を
積

極
的

に
実

施
し

、
認

知
症

外
来

診
療

を
強

化
し

て
い

く
。

・
依

存
症

や
そ

の
他

の
専

門
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
な

疾
患

な
ど

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

困
難

な
場

合
に

は
、

対
応

可
能

な
精

神
科

施
設

を
紹

介
す

る
。

・
精

神
科

専
用

病
床

は
持

た
な

い
が

、
身

体
合

併
症

の
た

め
の

入
院

患
者

の
心

の
ケ

ア
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
）

や
認

知
症

患
者

の
周

辺
症

状
（

Ｂ
Ｐ

Ｓ
Ｄ

 
に

は
積

極
的

に
対

応
す

る
。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
引

き
続

き
脳

神
経

内
科

及
び

精
神

科
で

行
う

。
こ

れ
ま

で
の

精
神

科
で

の
「

も
の

忘
れ

外
来

」
に

加
え

、
認

知
機

能
検

査
外

来
も

開
始

し
、

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ

な
ど

高
度

な
画

像
診

断
の

要
件

と
な

る
認

知
症

機
能

検
査

 
を

積
極

的
に

実
施

し
、

認
知

症
外

来
診

療
を

強
化

し
て

い
く

。
・

依
存

症
や

そ
の

他
の

専
門

治
療

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

必
要

な
疾

患
な

ど
、

医
療

セ
ン

タ
ー

で
対

応
困

難
な

場
合

に
は

、
対

応
可

能
な

精
神

科
施

設
を

紹
介

す
る

。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う

エ
　

令
和

7
年

度
に

つ
い

て
年

度
途

中
の

1
0
月

に
医

師
1
名

が
退

職
し

た
た

め
、

外
来

患
者

数
は

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

認
知

症
ケ

ア
加

算
に

つ
い

て
は

、
退

職
医

師
と

は
無

関
係

の
た

め
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う
。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

実
施

実
施

実
施

未
実

施
×

項
目

市
民

公
開

講
座

開
催
（

年
１

回
以

上
）

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル
不

可
例

の
教

育
入

院
件

数
（

件
）

3
5

3
0

2
2
0
.
0
%

3
0

6
6

41



【
指

標
】

・
超

高
齢

社
会

に
お

い
て

、
 
今

後
も

増
加

が
予

想
さ

れ
る

認
知

症
 
及

び
軽

度
認

知
 
障

害
 
Ｍ

Ｃ
Ｉ

）
患

者
に

対
し

、
 
精

神
科

に
よ

る
認

知
症

外
来

診
療

 
（

も
の

忘
れ

外
来

、
 
脳

神
経

内
科

に
よ

る
認

知
症

治
療

 
を

 
積

極
的

に
行

 
い

、
 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

一
環

と
し

て
の

多
職

種
連

携
の

推
進

を
図

る
。

・
軽

度
認

知
障

害
（

 
Ｍ

Ｃ
Ｉ

 
）

に
対

す
る

ア
ミ

ロ
イ

ド
 
Ｐ

Ｅ
Ｔ

 
な

ど
高

度
な

画
像

診
断

機
器

に
よ

る
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
早

期
診

断
 
、

そ
の

た
め

の
認

知
機

能
検

査
外

来
（

精
神

科
）

 
及

び
保

険
適

用
に

な
っ

た
 
治

療
薬

 
の

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
薬

投
与

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
行

う
。

そ
の

た
め

の
精

神
科

と
脳

神
経

内
科

の
連

携
強

化
を

図
る

。

オ
 
高

齢
者

医
療

・
超

高
齢

社
会

に
お

い
て

、
今

後
も

増
加

が
予

想
さ

れ
る

認
知

症
及

び
軽

度
認

知
障

害
（

Ｍ
Ｃ

Ｉ
）

患
者

に
対

し
、

精
神

科
に

よ
る

認
知

症
外

来
診

療
（

も
の

忘
れ

外
来

）
、

脳
神

経
内

科
に

よ
る

認
知

症
治

療
を

積
極

的
に

行
い

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

一
環

と
し

て
の

多
職

種
連

携
の

推
進

を
図

る
。

オ
 
高

齢
者

医
療

・
軽

度
認

知
障

害
（

Ｍ
Ｃ

Ｉ
）

に
対

す
る

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ

な
ど

高
度

な
画

像
診

断
機

器
に

よ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

早
期

診
断

、
そ

の
た

め
の

認
知

機
能

検
査

外
来

（
精

神
科

）
及

び
保

険
適

用
に

な
っ

た
治

療
薬

の
抗

ア
ミ

ロ
イ

ド
β

抗
体

薬
投

与
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

行
う

。
そ

の
た

め
の

精
神

科
と

脳
神

経
内

科
の

連
携

強
化

を
図

る
。

オ
　

当
セ

ン
タ

ー
で

は
精

神
科

・
脳

神
経

内
科

と
も

、
そ

れ
ぞ

れ
診

療
と

治
療

を
行

っ
て

い
る

。
多

職
種

連
携

・
診

療
科

内
の

役
割

分
担

に
よ

り
、

認
知

症
診

療
を

円
滑

に
行

え
て

い
る

。
認

知
症

診
療

の
要

望
は

今
後

増
加

す
る

と
予

測
さ

れ
、

地
域

連
携

、
地

域
の

医
療

機
関

の
協

力
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

令
和

7
年

度
の

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
療

法
に

つ
い

て
精

神
科

で
は

、
7
例

に
レ

カ
ネ

マ
ブ

（
抗

ア
ミ

ロ
イ

ド
β

抗
体

薬
）

の
投

与
を

開
始

し
た

。
既

に
投

与
中

の
患

者
を

含
め

て
軽

微
な

副
作

用
も

含
め

て
認

め
て

い
な

い
。

脳
神

経
内

科
に

お
い

て
も

2
種

類
の

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
薬

で
2
6

例
に

投
与

を
開

始
し

た
。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
の

実
績

件
数

（
件

）
※

7
,
3
19

8
,0

0
0

7
,
50

0

※
新

た
に
開

始
し
た
リ
エ
ゾ
ン
加

算
と
の

併
算

定
不

可
の

た
め

件
数

は
抑

制
さ
れ

る
。

7
,
8
44

項
目

外
来

延
患

者
数

（
精

神
科

）
（

人
）

4
,
4
33

5
,0

0
0

5
,
00

0
4
,
2
89

85
.
8
%

1
0
4.

6
%
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【
指

標
】

・
今

後
も

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

高
齢

者
の

大
腿

骨
骨

折
に

対
し

、
対

応
の

た
め

の
強

化
を

図
る

（
最

新
の

整
形

外
科

治
療

法
の

導
入

含
む

）
。

・
今

後
も

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

高
齢

者
の

大
腿

骨
骨

折
に

対
し

、
対

応
の

た
め

の
強

化
を

図
る

（
最

新
の

整
形

外
科

治
療

法
の

導
入

含
む

）
。

（
自

己
評

価
理

由
）

脳
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
、

心
臓

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

は
可

能
な

限
り

受
け

て
い

る
。

心
疾

患
に

関
し

て
は

、
2
0
2
5
年

1
1
月

よ
り

Ｉ
Ｍ

Ｐ
Ｅ

Ｌ
Ｌ

Ａ
（

心
内

留
置

型
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
）

と
い

う
新

た
な

医
療

技
術

も
導

入
し

た
。

糖
尿

病
に

関
し

て
、

他
科

の
市

民
公

開
講

座
と

の
関

係
で

次
年

度
実

施
と

な
っ

た
が

、
教

育
入

院
は

倍
増

し
て

い
る

。
精

神
科

は
医

師
の

退
職

に
よ

り
外

来
延

患
者

数
は

計
画

未
達

で
は

あ
る

が
、

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
は

計
画

を
ク

リ
ア

し
て

い
る

。
軽

度
認

知
障

害
（

 
Ｍ

Ｃ
Ｉ

 
）

に
つ

い
て

、
脳

神
経

内
科

と
精

神
科

の
2
科

で
扱

っ
て

お
り

、
新

た
に

導
入

さ
れ

た
ア

ミ
ロ

イ
ド

Ｐ
Ｅ

Ｔ
の

件
数

は
増

え
、

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
薬

導
入

件
数

も
計

画
値

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

。
今

回
、

計
画

達
成

数
（

5
）

が
未

達
成

数
（

3
）

を
2
上

回
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

4
」

と
し

た
。

・
整

形
外

科
に

お
い

て
も

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

を
開

始
し

た
。

令
和

6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7
年

度
実
績

達
成
率

1
3
(
1
1
-3
月

)
15

1
5

3
3

2
2
0
.
0
%

項
目

抗
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
抗

体
薬

導
入
件

数
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
7
）

災
害

時
医

療

ア
 
災

害
そ

の
他

緊
急

時
に

は
、

東
大

阪
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
長

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

、
水

害
時

避
難

確
保

計
画

及
び

防
火

・
防

災
管

理
に

係
る

消
防

計
画

な
ど

災
害

関
連

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
、

病
院

事
業

の
継

続
に

努
め

る
と

と
も

に
法

人
自

ら
の

判
断

で
医

療
救

護
活

動
を

行
う

。
ま

た
、

医
薬

品
、

食
料

等
の

備
蓄

、
非

常
用

電
源

の
確

保
を

継
続

す
る

。

4
ア

 
災

害
そ

の
他

緊
急

時
に

は
、

東
大

阪
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
長

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

、
水

害
時

避
難

確
保

計
画

及
び

 
防

火
・

防
災

管
理

に
係

る
消

防
計

画
な

ど
 
災

害
 
関

連
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
病

院
事

業
の

継
続

に
努

め
る

と
と

も
に

法
人

自
ら

の
判

断
で

医
療

救
護

活
動

を
行

う
。

ま
た

、
医

薬
品

、
食

料
等

の
備

蓄
、

非
常

用
電

源
の

確
保

を
継

続
す

る
。

ア
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

合
同

災
害

訓
練

を
実

施
し

、
指

揮
命

令
系

統
、

情
報

伝
達

手
順

、
患

者
受

入
体

制
等

の
実

効
性

を
検

証
し

た
。

ま
た

、
水

害
時

避
難

確
保

計
画

に
基

づ
く

避
難

訓
練

を
実

施
し

、
浸

水
想

定
時

に
お

け
る

患
者

・
職

員
の

安
全

確
保

お
よ

び
避

難
誘

導
手

順
の

確
認

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
消

防
計

画
に

基
づ

く
消

防
避

難
訓

練
を

計
画

的
に

実
施

し
、

初
期

消
火

、
通

報
、

避
難

誘
導

等
の

一
連

の
対

応
手

順
に

つ
い

て
職

員
の

理
解

と
対

応
能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。

指
標

で
あ

る
院

内
感

染
防

止
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
点

検
・

見
直

し
、

新
興

感
染

症
発

生
時

の
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
点

検
・

見
直

し
は

実
施

し
た

。
新

興
感

染
症

に
つ

い
て

、
前

年
度

は
大

阪
府

・
東

大
阪

市
か

ら
要

請
は

な
か

っ
た

も
の

の
、

必
要

に
応

じ
て

対
応

可
能

な
状

態
を

維
持

し
て

い
る

。
Ｂ

Ｃ
Ｐ

に
つ

い
て

は
見

直
し

を
一

旦
実

施
し

た
も

の
の

根
本

的
な

見
直

し
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

救
急

外
来

の
改

装
に

伴
う

感
染

症
患

者
の

受
け

入
れ

体
制

の
再

考
や

感
染

対
策

の
新

規
技

術
の

導
入

等
に

取
り

組
ん

だ
。

さ
ら

に
東

大
阪

市
と

連
携

し
、

感
染

症
対

策
を

実
施

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

4

中
期

目
標

ア
 
市

の
定

め
る

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
や

事
故

の
発

生
に

備
え

る
と

共
に

、
災

害
時

に
お

い
て

は
、

市
域

の
医

療
提

供
体

制
の

中
心

的
役

割
を

担
う

こ
と

。
イ

 
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

求
め

ら
れ

る
機

能
の

維
持

・
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

44



【
指

標
】

イ
 
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
共

同
し

、
圏

域
唯

一
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

他
の

災
害

拠
点

と
の

連
携

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
災

害
医

療
の

知
識

・
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
・

災
害

支
援

ナ
ー

ス
の

養
成

と
維

持
及

び
機

能
強

化
を

図
る

。

イ
　

地
域

の
各

機
関

と
協

力
し

て
災

害
時

の
医

療
体

制
の

構
築

と
連

携
方

法
を

検
討

で
き

る
よ

う
に

、
新

た
な

試
み

と
し

て
、

中
河

内
の

災
害

協
力

病
院

や
消

防
署

・
保

健
所

等
と

の
研

修
会

を
次

年
度

に
開

催
す

る
計

画
を

立
て

、
そ

の
準

備
を

行
っ

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
を

は
じ

め
、

各
種

訓
練

を
計

画
的

に
実

施
し

て
い

る
。

災
害

関
連

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
も

、
毎

年
、

見
直

し
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

次
年

度
か

ら
は

中
河

内
の

災
害

協
力

病
院

等
と

の
連

携
の

た
め

の
企

画
を

新
た

に
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

員
や

災
害

支
援

ナ
ー

ス
の

養
成

・
維

持
に

つ
い

て
も

計
画

値
を

超
え

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
評

価
は

「
4
」

と
し

た
。

イ
 
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
共

同
し

、
圏

域
唯

一
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

他
の

災
害

拠
点

と
の

連
携

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
災

害
医

療
の

知
識

・
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
・

災
害

支
援

ナ
ー

ス
の

養
成

と
維

持
及

び
機

能
強

化
を

図
る

。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

日
本

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員

の
養

成
・

維
持

1
4
名

1
2
名

以
上

1
5
名

項
目

災
害

関
連

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
、

水
害

時
避

難
確

保
計

画
、

防
火

・
防

災
管

理
に

係
る

消
防

計
画

）
の

点
検

・
見

直
し

実
施

実
施

実
施

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
合

同
災

害
訓

練
の

実
施

（
１

回
/
年

）
実

施
実

施

災
害

支
援

ナ
ー

ス
の

養
成

・
維

持
2
名

2
名

以
上

5
名
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
8
）

新
興

感
染

症
へ

の
対

応

ア
 
自

治
体

立
の

地
域

中
核

病
院

と
し

て
、

ま
た

新
興

感
染

症
に

係
る

協
定

締
結

医
療

機
関

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

整
備

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

市
民

の
期

待
に

最
大

限
応

え
る

体
制

を
構

築
す

る
。

イ
 
既

存
の

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
新

興
感

染
症

発
生

を
想

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

を
定

期
的

に
見

直
し

、
整

備
す

る
。

ア
 
自

治
体

立
の

地
域

中
核

病
院

と
し

て
、

ま
た

新
興

感
染

症
に

係
る

協
定

締
結

医
療

機
関

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

整
備

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

東
大

阪
市

民
の

期
待

に
最

大
限

応
え

る
体

制
を

構
築

す
る

イ
 
既

存
の

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
新

興
感

染
症

発
生

を
想

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

を
定

期
的

に
見

直
し

、
整

備
す

る

3

中
期

目
標

新
型

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
症

等
、

健
康

危
機

事
象

が
発

生
し

た
時

は
市

の
担

当
部

署
等

と
連

携
し

て
そ

の
対

応
を

講
じ

、
公

的
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
指

標
で

あ
る

院
内

感
染

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

・
見

直
し

、
新

興
感

染
症

発
生

時
の

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

点
検

・
見

直
し

は
実

施
し

た
。

新
興

感
染

症
に

つ
い

て
、

前
年

度
は

大
阪

府
・

東
大

阪
市

か
ら

要
請

は
な

か
っ

た
も

の
の

、
必

要
に

応
じ

て
対

応
可

能
な

状
態

を
維

持
し

て
い

る
。

Ｂ
Ｃ

Ｐ
に

つ
い

て
は

見
直

し
を

一
旦

実
施

し
た

も
の

の
根

本
的

な
見

直
し

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
救

急
外

来
の

改
装

に
伴

う
感

染
症

患
者

の
受

け
入

れ
体

制
の

再
考

や
感

染
対

策
の

新
規

技
術

の
導

入
等

に
取

り
組

ん
だ

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

イ
　

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

令
和

7
年

1
2
月

に
改

訂
。

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
更

新
と

内
服

薬
の

変
更

を
行

っ
た

。
Ｂ

Ｃ
Ｐ

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
策

定
必

須
が

変
更

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
根

本
的

に
見

直
し

が
必

要
だ

が
、

対
応

で
き

て
な

い
。

ア
　

大
阪

府
・

東
大

阪
市

か
ら

の
要

請
を

受
け

る
準

備
は

整
っ

て
い

る
が

、
令

和
７

年
度

は
要

請
は

な
か

っ
た

。
ま

た
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

は
、

役
割

分
担

が
で

き
て

お
り

、
必

要
に

応
じ

て
重

症
患

者
の

転
院

を
受

け
て

も
ら

う
体

制
と

な
っ

て
い

る
。
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【
指

標
】

ウ
 
発

熱
者

・
感

染
患

者
（

疑
い

患
者

を
含

む
）

と
非

発
熱

者
、

特
に

基
礎

疾
患

を
持

つ
患

者
と

の
動

線
分

離
に

最
大

限
配

慮
し

た
、

適
切

な
救

急
医

療
を

提
供

で
き

る
救

急
外

来
体

制
を

構
築

す
る

。

エ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

 
及

び
そ

の
他

の
新

興
感

染
症

に
関

す
る

情
報

収
集

を
継

続
す

る
と

共
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
院

内
感

染
対

策
用

の
備

品
を

整
備

す
る

。

オ
 
人

材
面

に
お

い
て

 
感

染
拡

大
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
常

勤
の

呼
吸

器
内

科
医

の
確

保
、

感
染

制
御

に
か

か
る

医
師

・
看

護
師

の
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

ウ
 
発

熱
者

・
感

染
患

者
（

疑
い

患
者

を
含

む
）

と
非

発
熱

者
、

特
に

基
礎

疾
患

を
持

つ
患

者
と

の
動

線
分

離
に

最
大

限
配

慮
し

た
、

適
切

な
救

急
医

療
を

提
供

で
き

る
救

急
外

来
体

制
を

構
築

す
る

。

エ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

及
び

そ
の

他
の

新
興

感
染

症
に

関
す

る
情

報
収

集
を

継
続

す
る

と
共

に
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

院
内

感
染

対
策

用
の

備
品

を
整

備
す

る
。

オ
 
人

材
面

に
お

い
て

感
染

拡
大

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

常
勤

の
呼

吸
器

内
科

医
の

確
保

、
感

染
制

御
に

か
か

る
医

師
・

看
護

師
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
く

エ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
及

び
そ

の
他

の
新

興
感

染
症

に
つ

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
院

内
感

染
対

策
の

見
直

し
は

継
続

し
て

行
え

て
い

る
。

医
療

者
、

患
者

の
感

染
対

策
と

し
て

、
洗

浄
作

業
が

不
要

で
飛

散
接

触
リ

ス
ク

の
低

い
使

い
捨

て
便

器
の

マ
セ

レ
ー

タ
ー

、
カ

テ
ー

テ
ル

感
染

を
起

こ
し

に
く

い
ミ

ッ
ド

ラ
イ

ン
カ

テ
ー

テ
ル

を
新

規
で

導
入

し
た

。

オ
　

常
勤

の
呼

吸
器

内
科

医
の

確
保

に
は

至
っ

て
い

な
い

が
、

感
染

制
御

に
係

る
医

師
・

看
護

師
の

育
成

は
、

定
期

的
な

教
育

研
修

や
医

療
現

場
で

の
О

Ｊ
Ｔ

（
実

地
指

導
）

を
含

め
継

続
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

一
番

重
要

な
手

指
衛

生
に

つ
い

て
は

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

導
入

し
て

お
り

、
令

和
7
年

度
は

、
2
6
0
名

の
職

員
が

こ
の

制
度

に
参

加
し

、
ラ

イ
セ

ン
ス

取
得

が
で

き
た

。

ウ
　

発
熱

者
・

感
染

患
者

（
疑

い
患

者
を

含
む

）
と

非
発

熱
者

、
特

に
基

礎
疾

患
を

持
つ

患
者

と
の

動
線

分
離

を
行

い
、

入
口

や
診

察
室

を
完

全
に

区
切

る
運

用
を

継
続

し
て

い
る

。
ま

た
、

救
急

外
来

の
改

修
に

つ
い

て
も

、
感

染
症

患
者

の
受

入
体

制
に

つ
い

て
、

感
染

部
門

が
事

前
打

ち
合

わ
せ

か
ら

介
入

し
、

感
染

症
患

者
の

受
け

入
れ

が
滞

り
な

く
行

え
る

よ
う

な
体

制
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

新
興

感
染

症
発

生
時

B
C
P
の

点
検

・
見

直
し

実
施

実
施

実
施

実
施

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

・
見

直
し

実
施

実
施

実
施

項
目
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
新

興
感

染
症

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
と

の
協

定
締

結
医

療
機

関
で

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
対

応
可

能
な

状
態

を
維

持
し

て
い

る
。

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
は

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

が
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、
策

定
必

須
か

ら
変

更
さ

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

根
本

的
な

見
直

し
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
救

急
外

来
の

改
装

に
伴

う
感

染
症

患
者

の
受

入
体

制
の

再
考

、
感

染
対

策
の

新
規

技
術

導
入

、
感

染
制

御
に

係
る

医
師

・
看

護
師

の
育

成
を

継
続

し
て

い
る

こ
と

か
ら

評
価

を
「

3
」

と
し

た
。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
9
）

そ
の

他
の

役
割

【
指

標
】

中
期

目
標

ア
 
検

診
、

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
疾

病
予

防
の

啓
発

を
行

う
こ

と
。

イ
 
難

病
患

者
に

対
す

る
適

切
な

医
療

を
行

い
、

患
者

・
家

族
を

支
援

す
る

こ
と

。
ウ

 
臨

床
研

究
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

治
療

方
法

の
開

発
や

病
気

の
原

因
解

明
に

取
り

組
む

こ
と

。
エ

 
市

が
行

う
保

健
・

福
祉

関
連

施
策

に
協

力
し

、
関

係
部

署
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
予

防
医

療
専

門
性

の
高

い
領

域
の

市
民

検
診

（
が

ん
検

診
〔

胃
が

ん
、

子
宮

が
ん

、
肺

が
ん

、
乳

が
ん

〕
）

、
市

民
向

け
公

開
講

座
の

開
催

な
ど

を
行

い
、

特
に

５
疾

病
に

対
す

る
疾

病
予

防
の

啓
発

に
努

め
、

市
民

の
健

康
維

持
に

寄
与

す
る

。

ア
　

が
ん

検
診

を
引

き
続

き
実

施
し

、
市

民
公

開
講

座
に

つ
い

て
も

令
和

７
年

度
は

２
回

実
施

（
主

催
）

し
、

市
民

へ
の

疾
病

予
防

啓
発

に
努

め
た

。

4
4

全
て

の
指

標
に

つ
い

て
、

実
施

ま
た

は
計

画
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

大
阪

府
や

東
大

阪
市

が
主

催
す

る
会

議
体

に
参

加
し

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

て
お

り
、

レ
ピ

ラ
の

体
制

維
持

に
も

貢
献

し
た

。
ま

た
、

Ａ
Ｃ

Ｐ
に

つ
い

て
も

、
病

棟
で

新
た

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

、
患

者
・

家
族

へ
の

啓
発

も
実

施
し

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

ア
 
予

防
医

療
専

門
性

の
高

い
領

域
の

市
民

検
診

（
が

ん
検

診
〔

胃
が

ん
、

子
宮

が
ん

、
肺

が
ん

、
乳

が
ん

〕
）

、
市

民
向

け
公

開
講

座
の

開
催

な
ど

を
行

い
、

特
に

５
疾

病
に

対
す

る
疾

病
予

防
の

啓
発

に
努

め
、

市
民

の
健

康
維

持
に

寄
与

す
る

。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

実
施

実
施

（
2
回

）

実
施

実
施

実
施

項
目

市
民

公
開

講
座

開
催

（
年

１
回

以
上

）

が
ん

検
診

の
実

施
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【
指

標
】

【
指

標
】

ウ
 
治

験
・

臨
床

研
究

の
推

進
ウ

 
治

験
・

 
臨

床
研

究
の

推
進

ウ
　

令
和

7
年

度
は

臨
床

研
究

新
規

実
施

件
数

計
画

を
達

成
で

き
た

。
今

後
も

引
き

続
き

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

く
。

イ
 
難

病
医

療
大

阪
府

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

指
定

難
病

に
関

す
る

専
門

医
療

の
提

供
、

保
健

所
や

在
宅

医
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
、

身
近

に
専

門
医

療
（

難
病

診
療

連
携

体
制

）
を

安
心

し
て

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
療

養
を

継
続

で
き

る
体

制
を

院
内

の
難

病
診

療
委

員
会

を
中

心
と

し
て

構
築

し
て

い
く

。
そ

の
達

成
の

た
め

、
医

師
の

み
な

ら
ず

、
多

職
種

の
協

働
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

各
職

種
で

の
人

材
を

育
成

し
て

い
く

。

イ
 
難

病
医

療
大

阪
府

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

指
定

難
病

に
関

す
る

専
門

医
療

の
提

供
、

保
健

所
や

在
宅

医
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
、

身
近

に
専

門
医

療
（

難
病

診
療

連
携

体
制

）
を

安
心

し
て

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
療

養
を

継
続

で
き

る
体

制
を

院
内

の
難

病
診

療
委

員
会

を
中

心
と

し
て

 
構

築
し

て
い

く
。

そ
の

達
成

の
た

め
、

医
師

の
み

な
ら

ず
、

多
職

種
の

協
働

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
各

職
種

で
の

人
材

を
育

成
し

て
い

く
。

イ
　

神
経

筋
難

病
患

者
の

早
期

診
断

、
早

期
治

療
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

今
後

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
デ

バ
イ

ス
治

療
や

神
経

・
筋

免
疫

疾
患

の
生

物
学

的
製

剤
な

ど
最

新
の

治
療

を
積

極
的

に
導

入
し

、
地

域
の

訪
問

看
護

師
や

往
診

医
な

ど
へ

情
報

を
発

信
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

･
先

進
的

な
医

療
や

治
療

方
法

の
開

発
に

資
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

･
先

進
的

な
医

療
や

治
療

方
法

の
開

発
に

資
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

･
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

･
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

2
,
1
0
8

2
,
2
0
0

3
,
2
8
2

1
4
9
.
2
%

項
目

難
病

患
者

等
入

院
診

療
延

件
数

（
件

）

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

9
0

6
0

7
2

1
2
0
.
0
%

項
目

臨
床

研
究

新
規

実
施

件
数

（
件

）
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エ
 
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
エ

 
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
り

、
継

続
し

て
紹

介
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

放
射

線
技

師
の

応
援

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
実

施
し

、
レ

ピ
ラ

の
体

制
維

持
に

も
貢

献
し

て
い

る
。

・
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
な

ど
の

会
議

体
へ

の
参

画
を

通
じ

て
、

社
会

・
医

療
問

題
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

大
阪

府
、

東
大

阪
市

等
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増

進
に

寄
与

し
て

い
く

と
と

も
に

、
院

内
に

お
い

て
も

多
様

な
相

談
に

応
じ

て
い

く
。

・
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
な

ど
の

会
議

体
へ

の
参

画
を

通
じ

て
、

社
会

・
医

療
問

題
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

大
阪

府
、

東
大

阪
市

等
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増

進
に

寄
与

し
て

い
く

と
と

も
に

、
院

内
に

お
い

て
も

多
様

な
相

談
に

応
じ

て
い

く
。

エ
　

保
健

福
祉

行
政

と
の

連
携

を
適

切
に

図
っ

て
い

る
。

・
病

棟
で

Ａ
Ｃ

Ｐ
（

ア
ド

バ
ン

ス
　

ケ
ア

　
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

、
啓

発
に

も
努

め
た

。
ま

た
、

院
内

研
修

の
題

材
と

し
て

も
Ａ

Ｃ
Ｐ

を
扱

い
、

院
内

教
育

に
も

努
め

た
。

・
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
な

ど
大

阪
府

や
東

大
阪

市
が

主
催

す
る

会
議

体
に

参
加

し
、

行
政

機
関

と
の

連
携

を
深

め
、

地
域

の
医

療
体

制
確

保
に

努
め

た
。

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
な

運
動

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
に

対
し

積
極

的
な

紹
介

を
継

続
す

る
。

ま
た

言
語

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
の

原
因

検
索

及
び

フ
ォ

ロ
ー

目
的

に
て

紹
介

し
当

院
と

連
携

し
て

診
療

を
行

う
。

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
な

運
動

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
に

対
し

 
積

極
的

な
紹

介
を

継
続

す
る

。
ま

た
言

語
発

達
遅

滞
を

有
す

る
児

の
原

因
検

索
及

び
フ

ォ
ロ

ー
目

的
に

て
紹

介
し

当
院

と
連

携
し

て
診

療
を

行
う

。
・

国
・

大
阪

府
・

東
大

阪
市

が
推

奨
す

る
「

人
生

会
議

（
Ａ

Ｃ
Ｐ

：
ア

ド
バ

ン
ス

 
ケ

ア
 
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）

」
に

つ
い

て
、

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
医

療
従

事
者

と
し

て
必

要
な

サ
ポ

ー
ト

を
行

え
る

よ
う

院
内

教
育

も
行

っ
て

い
く

。

・
国

・
大

阪
府

・
東

大
阪

市
が

推
奨

す
る

「
人

生
会

議
（

Ａ
Ｃ

Ｐ
：

ア
ド

バ
ン

ス
 
ケ

ア
 
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）

 
」

に
つ

い
て

、
啓

発
 
す

る
と

と
も

に
、

医
療

従
事

者
と

し
て

必
要

な
サ

ポ
ー

ト
を

行
え

る
よ

う
院

内
教

育
も

行
っ

て
い

く
。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

が
ん

検
診

、
市

民
公

開
講

座
を

実
施

し
、

予
防

・
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

難
病

患
者

等
入

院
診

療
延

件
数

、
臨

床
研

究
新

規
実

施
件

数
、

レ
ピ

ラ
へ

の
紹

介
件

数
い

ず
れ

も
計

画
値

を
超

え
て

い
る

。
Ａ

Ｃ
Ｐ

に
つ

い
て

も
、

新
た

に
病

棟
で

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
、

患
者

・
家

族
へ

の
啓

発
も

実
施

し
て

い
る

。
い

ず
れ

も
適

切
に

実
施

、
計

画
値

も
超

え
て

い
る

こ
と

か
ら

「
4
」

と
し

た
。

令
和

6
年

度
実

績
令

和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

1
1
0
.
0
%

3
0

3
3

項
目

東
大

阪
市

立
障

害
児

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（

レ
ピ

ラ
）

へ
の

紹
介

件
数

（
件

）
4
5
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

1
）

患
者

満
足

度
の

向
上

【
指

標
】

ア
 
患

者
満

足
度

調
査

（
入

院
 
・

 
外

来
）

を
引

き
続

き
実

施
し

て
、

医
療

環
境

及
び

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
現

状
と

課
題

を
把

握
し

、
患

者
満

足
度

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。

イ
 
患

者
等

の
ご

意
見

及
び

患
者

満
足

度
調

査
結

果
に

対
し

て
、

関
係

部
署

で
迅

速
な

改
善

に
取

り
組

み
、

対
応

策
を

院
内

掲
示

等
で

公
表

し
て

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
普

段
か

ら
接

遇
の

大
切

さ
を

浸
透

さ
せ

、
全

職
員

が
常

に
患

者
や

家
族

の
立

場
に

立
ち

、
誠

意
を

持
っ

た
対

応
を

す
る

こ
と

に
取

組

ア
 
患

者
満

足
度

調
査

（
入

院
・

外
来

）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

、
医

療
環

境
及

び
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

と
課

題
を

把
握

し
、

患
者

満
足

度
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

イ
　

患
者

・
家

族
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

ご
意

見
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

と
医

療
環

境
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。
令

和
7
年

度
の

ご
意

見
は

、
8
9
名

の
方

か
ら

1
3
0
件

の
ご

意
見

を
い

た
だ

い
た

。
主

な
ご

意
見

の
内

訳
は

施
設

・
設

備
関

係
が

3
9
件

、
謝

意
が

3
3
件

、
職

員
の

接
遇

・
態

度
関

係
が

3
1
件

で
あ

っ
た

。

イ
 
患

者
等

の
ご

意
見

及
び

患
者

満
足

度
調

査
結

果
に

対
し

て
、

関
係

部
署

で
迅

速
な

改
善

に
取

り
組

み
、

対
応

策
を

院
内

掲
示

等
で

公
表

し
て

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
普

段
か

ら
接

遇
の

大
切

さ
を

浸
透

さ
せ

、
全

職
員

が
常

に
患

者
や

家
族

の
立

場
に

立
ち

、
誠

意
を

持
っ

た
対

応
を

す
る

こ
と

に
取

組
む

。

中
期

目
標

ア
 
患

者
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

は
、

経
営

の
健

全
化

に
も

繋
が

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

定
期

的
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

な
ど

、
患

者
の

満
足

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

満
足

度
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
で

働
く

全
て

の
職

員
一

人
ひ

と
り

が
接

遇
の

重
要

性
を

認
識

し
、

研
修

等
に

よ
り

日
々

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

 
入

院
患

者
を

中
心

と
し

た
き

め
細

や
か

な
配

慮
を

行
う

こ
と

で
、

入
院

中
の

生
活

面
で

の
不

安
を

取
り

除
き

、
病

状
の

回
復

に
専

念
で

き
る

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

。
エ

 
外

来
患

者
の

診
察

・
検

査
・

会
計

の
待

ち
時

間
を

短
縮

し
、

院
内

滞
在

時
間

の
短

縮
に

め
る

こ
と

。
オ

 
高

度
急

性
期

・
急

性
期

の
医

療
機

関
と

し
て

、
退

院
後

の
生

活
を

も
見

据
え

た
診

療
計

画
と

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

６
つ

の
指

標
の

う
ち

、
４

つ
は

達
成

ま
た

は
計

画
目

標
値

を
上

回
り

、
２

つ
は

未
達

成
と

な
っ

た
。

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
、

全
体

と
し

て
入

院
・

外
来

と
も

に
高

い
満

足
度

を
維

持
し

て
お

り
、

職
員

患
者

等
か

ら
の

意
見

に
つ

い
て

は
、

職
員

接
遇

研
修

の
実

施
継

続
に

つ
な

げ
た

。
た

だ
、

入
退

院
支

援
実

施
件

数
は

計
画

を
大

き
く

下
回

る
こ

と
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
3

ア
　

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
に

お
い

て
、

入
院

患
者

満
足

度
調

査
を

全
病

棟
で

1
ヶ

月
間

、
外

来
患

者
満

足
度

調
査

を
1
週

間
実

施
し

た
。

入
院

患
者

の
満

足
度

は
や

や
低

下
、

外
来

患
者

の
満

足
度

は
や

や
上

昇
し

た
。

令
和

6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7
年

度
実
績

達
成
率

達
成

（
98
.
1
）

継
続

継
続

達
成
（

9
6
.
7
）

〇

達
成

（
96
.
0
）

継
続

継
続

達
成
（

9
7
.
8
）

〇

入
院

患
者

満
足
度
＞

9
0
％

項
目

外
来

患
者

満
足
度
＞

9
0
％
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【
指

標
】

【
指

標
】

・
患

者
支

援
窓

口
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

 
を

充
実

さ
せ

る
。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

ウ
 
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

又
は

専
任

の
看

護
師

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
入

院
前

か
ら

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
、

入
院

期
間

、
退

院
後

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
説

明
を

行
い

、
患

者
の

同
意

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

得
た

上
で

診
療

を
開

始
す

る
（

入
院

前
支

援
体

制
の

充
実

）
。

・
患

者
支

援
窓

口
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

ウ
 
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

又
は

専
任

の
看

護
師

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
入

院
前

か
ら

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
、

入
院

期
間

、
退

院
後

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
説

明
を

行
い

、
患

者
の

同
意

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

得
た

上
で

診
療

を
開

始
す

る
（

入
院

前
支

援
体

制
の

充
実

）
。

ウ
　

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

の
入

退
院

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

入
院

前
支

援
は

、
主

に
看

護
師

・
薬

剤
師

・
管

理
栄

養
士

、
医

療
ソ

―
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
Ｍ

Ｓ
Ｗ

）
が

連
携

し
て

実
施

し
て

お
り

、
療

養
環

境
に

つ
い

て
、

適
切

な
食

事
の

提
供

や
、

正
確

な
内

服
状

況
な

ど
退

院
支

援
に

つ
な

が
る

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

入
退

院
セ

ン
タ

ー
で

は
、

退
院

支
援

が
予

測
さ

れ
る

緊
急

入
院

患
者

に
対

し
て

早
期

に
包

括
的

な
支

援
（

面
談

）
を

救
急

外
来

や
外

来
へ

出
向

い
て

実
施

し
た

こ
と

で
、

件
数

増
加

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

継
続

継
続

実
施

項
目

職
員

接
遇

研
修

会
開

催
(
年

2
回

以
上

)

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

7
,
3
3
4

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

8
,
3
8
4

1
1
1
.
8
%

入
院

時
支

援
実

施
件

数
（

件
）

項
目
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【
指

標
】

・
患

者
満

足
度

調
査

で
実

態
を

調
査

す
る

。

エ
 
外

来
で

の
院

内
滞

在
時

間
短

縮
の

た
め

、
外

来
業

務
プ

ロ
セ

ス
改

革
を

継
続

し
て

行
う

。

オ
 
上

記
の

ウ
と

同
様

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
及

び
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
患

者
が

安
心

・
納

得
し

て
退

院
し

、
早

期
に

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

や
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
支

援
看

護
師

が
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

オ
 
上

記
の

ウ
と

同
様

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
及

び
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
患

者
が

安
心

・
納

得
し

て
退

院
し

、
早

期
に

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

や
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
支

援
看

護
師

が
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

エ
 
外

来
で

の
院

内
滞

在
時

間
短

縮
の

た
め

、
外

来
業

務
プ

ロ
セ

ス
改

革
を

継
続

し
て

行
う

。

・
入

院
後

早
期

よ
り

長
期

入
院

や
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

患
者

を
抽

出
し

、
退

院
支

援
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

及
び

関
係

職
種

（
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

な
ど

）
に

よ
る

退
院

支
援

計
画

書
策

定
な

ど
、

退
院

調
整

を
行

う
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

・
患

者
満

足
度

調
査

で
実

態
を

調
査

す
る

。

・
入

院
後

早
期

よ
り

長
期

入
院

や
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

患
者

を
抽

出
し

、
退

院
支

援
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

及
び

関
係

職
種

（
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

な
ど

）
に

よ
る

退
院

支
援

計
画

書
策

定
な

ど
、

退
院

調
整

を
行

う
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

エ
　

外
来

患
者

満
足

度
調

査
に

お
い

て
待

ち
時

間
の

満
足

度
は

7
6
％

で
前

年
度

よ
り

0
.
7
ポ

イ
ン

ト
低

下
し

た
。

内
訳

は
診

察
で

は
1
.
2
ポ

イ
ン

ト
低

下
、

検
査

は
4
.
3
ポ

イ
ン

ト
低

下
、

会
計

は
0
.
6
ポ

イ
ン

ト
上

昇
し

た
。

オ
　

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
地

域
医

療
連

携
室

に
お

い
て

、
全

入
院

患
者

に
対

し
退

院
困

難
な

要
因

に
該

当
す

る
も

の
が

あ
る

か
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
行

い
、

退
院

支
援

が
必

要
な

患
者

に
対

す
る

早
期

介
入

を
継

続
実

施
し

、
退

院
支

援
・

調
整

看
護

師
や

医
療

ソ
―

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
(
Ｍ

Ｓ
Ｗ

)
な

ど
多

職
種

が
連

携
し

、
支

援
し

て
き

た
が

目
標

達
成

に
至

ら
な

か
っ

た
。

8
月

か
ら

救
急

外
来

か
ら

の
緊

急
入

院
に

対
し

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ハ
イ

リ
ス

ク
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

作
成

し
、

退
院

困
難

と
な

る
要

因
を

把
握

し
、

早
期

介
入

す
る

こ
と

で
よ

り
効

果
的

、
か

つ
円

滑
な

退
院

支
援

の
取

組
み

を
開

始
し

た
。

令
和
6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実
績

達
成
率

項
目

×
患

者
待

ち
時
間

ア
ン

ケ
ー

ト
（

外
来

）
＞
8
0
％

（
患
者

満
足

度
調

査
項

目
）

未
達

成
（
7
6
.
0
）

達
成

達
成

未
達

成
（
7
6
.
7
）
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【
指

標
】

カ
 
退

院
後

の
療

養
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

等
と

共
同

し
て

説
明

・
指

導
の

支
援

を
行

う
。

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

カ
　

退
院

後
の

療
養

に
向

け
、

在
宅

療
養

担
当

者
に

よ
る

説
明

や
指

導
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
直

接
対

面
に

よ
る

共
同

指
導

が
標

準
体

制
と

し
て

運
用

で
き

て
い

る
。

今
後

も
円

滑
な

退
院

支
援

促
進

の
た

め
、

必
要

時
に

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
支

援
で

き
る

環
境

は
継

続
し

て
お

く
。

カ
 
退

院
後

の
療

養
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

等
と

共
同

し
て

説
明

・
指

導
の

支
援

を
行

う
。

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

患
者

満
足

度
調

査
に

お
い

て
は

、
入

院
・

外
来

と
も

に
高

い
満

足
度

を
維

持
し

て
い

る
。

患
者

等
の

ご
意

見
に

対
し

て
も

真
摯

に
受

け
止

め
、

接
遇

へ
の

意
見

を
受

け
、

接
遇

研
修

の
実

施
を

継
続

し
て

い
る

。
ま

た
、

昨
年

に
引

き
続

き
、

緊
急

入
院

の
患

者
に

対
し

て
も

、
包

括
的

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
早

期
介

入
を

行
い

、
入

院
時

支
援

実
施

件
数

を
伸

ば
し

て
い

る
。

一
方

、
入

退
院

支
援

実
施

件
数

に
関

し
て

は
、

退
院

困
難

な
要

因
を

有
す

る
患

者
へ

の
支

援
に

注
力

し
て

お
り

、
目

標
の

数
値

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
今

後
は

計
画

値
の

見
直

し
も

検
討

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
以

上
の

内
容

か
ら

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

令
和
6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7年

度
実
績

達
成
率

7
,
3
3
4

1
4
,
00
0

1
1
,
0
0
0

5,
6
7
6

5
1
.6
%

項
目

入
退
院

支
援

実
施
件
数

（
件
）
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

2
）

院
内

環
境

の
快

適
性

の
向

上

3
指

標
の

う
ち

、
周

産
期

の
病

室
の

簡
易

個
室

化
は

一
旦

保
留

、
未

実
施

と
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

そ
の

他
の

改
修

整
備

に
つ

い
て

は
順

次
進

め
て

い
る

。
ま

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

高
校

生
を

受
け

入
れ

る
と

い
う

新
た

な
試

み
を

実
施

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

3

イ
　

患
者

・
家

族
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

ご
意

見
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

と
医

療
環

境
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。
令

和
7
年

度
の

ご
意

見
は

、
8
9
名

の
方

か
ら

1
3
0
件

の
ご

意
見

を
い

た
だ

い
た

。
主

な
ご

意
見

の
内

訳
は

、
施

設
・

設
備

関
係

が
3
9
件

、
謝

意
が

3
3
件

、
職

員
の

接
遇

・
態

度
関

係
が

3
1
件

で
あ

っ
た

。

ア
　

病
棟

改
修

工
事

は
、

三
角

個
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
、

天
井

、
廊

下
、

ス
タ

ッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

床
の

補
修

を
順

次
進

め
た

。
外

来
に

つ
い

て
は

、
中

待
合

室
の

椅
子

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
、

外
来

エ
リ

ア
の

医
師

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
、

2
階

サ
ー

ビ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
の

再
整

備
を

進
め

た
。

西
側

職
員

駐
輪

場
の

運
用

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。

中
期

目
標

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
清

潔
で

快
適

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
の

整
理

、
整

頓
及

び
美

化
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
施

設
の

維
持

補
修

を
計

画
的

に
行

う
と

共
に

、
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

ウ
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

を
推

進
し

、
病

棟
な

ど
多

様
な

分
野

へ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
拡

充
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
病

棟
は

有
料

個
室

及
び

、
廊

下
・

天
井

等
の

共
有

部
分

を
改

修
す

る
。

外
来

は
２

階
中

待
合

い
を

中
心

に
、

各
階

の
待

合
い

場
所

を
整

備
す

る
。

・
病

棟
は

有
料

個
室

及
び

、
廊

下
・

天
井

等
の

共
有

部
分

を
改

修
す

る
。

外
来

は
２

階
中

待
合

い
を

中
心

に
、

各
階

の
待

合
い

場
所

を
整

備
す

る
。

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

よ
り

快
適

で
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

病
棟

・
外

来
・

検
査

室
等

の
整

理
・

整
頓

、
清

掃
及

び
美

化
を

徹
底

す
る

。

・
駐

輪
場

の
適

正
利

用
を

推
進

し
、

利
用

状
況

に
応

じ
た

運
用

を
行

う

イ
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

設
備

に
つ

い
て

計
画

的
に

維
持

補
修

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

に
設

置
し

て
い

る
ご

意
見

箱
や

、
患

者
満

足
度

調
査

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

よ
り

快
適

で
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

病
棟

・
外

来
・

検
査

室
等

の
整

理
・

整
頓

、
清

掃
及

び
美

化
を

徹
底

す
る

。

・
駐

輪
場

の
適

正
利

用
を

推
進

し
、

利
用

状
況

に
応

じ
た

運
用

 
を

行
う

。

イ
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

設
備

に
つ

い
て

計
画

的
に

維
持

補
修

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

に
設

置
し

て
い

る
ご

意
見

箱
や

、
患

者
満

足
度

調
査

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

周
産

期
の

病
室

の
簡

易
個

室
化

は
一

旦
保

留
と

し
て

い
る

が
、

そ
の

他
の

改
修

整
備

に
つ

い
て

は
、

順
次

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

れ
に

つ
い

て
は

、
高

校
生

を
受

け
入

れ
る

と
い

う
新

た
な

試
み

を
実

施
し

、
活

動
の

活
性

化
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
評

価
は

「
3
」

と
し

た
。

ウ
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

、
令

和
7
年

度
よ

り
高

校
生

の
受

入
れ

を
開

始
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。
高

校
生

の
参

加
に

よ
り

多
様

な
活

動
の

幅
を

広
げ

、
現

任
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

々
と

の
交

流
も

深
ま

り
良

い
雰

囲
気

の
中

で
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

の
患

者
に

寄
り

添
う

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

充
実

を
図

り
、

登
録

者
数

の
増

加
に

努
め

る
。

ウ
 
患

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

在
の

活
動

に
加

え
て

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

増
加

に
努

め
る

。
院

内
デ

イ
ケ

ア
活

動
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
り

、
不

安
の

軽
減

、
入

院
生

活
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

。

ウ
 
患

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

在
の

活
動

に
加

え
て

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

増
加

に
努

め
る

。
院

内
デ

イ
ケ

ア
活

動
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
、

緩
和

ケ
ア

病
 
棟

に
お

い
て

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
り

、
不

安
の

軽
減

、
入

院
生

活
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

実
施

中

未
実

施

項
目

3
）

外
来

待
合

の
改

修
等

整
備

再
検

討
未

実
施

実
施

実
施

療
養

環
境

の
改

善
1

1
）

周
産

期
病

室
の

簡
易

個
室

化

－
実

施
実

施

2
）

病
棟

の
個

室
及

び
老

化
等

共
用

部
分

の
改

修
－

実
施

実
施
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
1
）

医
療

の
質

・
安

全
対

策

中
期

目
標

ア
 
安

全
・

安
心

で
質

の
高

い
医

療
を

効
率

的
に

提
供

で
き

て
い

る
か

第
三

者
に

よ
る

評
価

を
受

け
、

継
続

的
に

業
務

改
善

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
。

イ
 
医

療
安

全
対

策
や

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

の
受

審
に

よ
る

医
療

の
質

改
善

活
動

の
継

続
、

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

の
臨

床
研

修
評

価
の

受
審

に
よ

る
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
、

よ
り

良
い

医
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
。

全
て

の
指

標
が

計
画

目
標

値
を

達
成

し
た

。
医

療
提

供
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
「

説
明

と
同

意
」

に
つ

い
て

、
診

療
部

門
と

協
議

し
、

見
直

し
・

更
新

を
行

い
、

院
内

啓
発

を
行

っ
た

。
医

療
安

全
相

互
評

価
に

つ
い

て
は

、
中

河
内

医
療

安
全

対
策

連
携

協
議

会
で

の
連

携
を

通
じ

て
患

者
安

全
に

資
す

る
活

動
を

し
た

。
ま

た
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

固
定

化
す

る
こ

と
で

、
改

善
計

画
立

案
か

ら
職

員
全

体
へ

の
事

案
共

有
を

一
連

で
行

え
る

仕
組

み
を

構
築

し
、

虐
待

防
止

と
し

て
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
研

修
を

年
２

回
実

施
し

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

4
4

イ
 
患

者
中

心
の

医
療

を
行

う
。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

（
※

）
実

施
の

徹
底

及
び

保
存

※
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

＝
医

療
提

供
前

の
十

分
な

説
明

と
同

意

ア
　

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

の
期

中
の

確
認

に
対

し
、

自
己

評
価

を
実

施
し

、
報

告
を

行
っ

た
。

イ
　

医
療

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
お

け
る

「
説

明
と

同
意

」
に

つ
い

て
は

、
有

害
事

象
発

生
を

契
機

に
、

診
療

部
門

と
協

議
を

行
い

、
見

直
し

・
更

新
を

行
っ

た
。

ま
た

、
診

療
録

を
扱

う
情

報
管

理
部

門
と

も
連

携
を

行
い

、
説

明
や

医
療

行
為

を
診

療
録

に
記

録
・

保
存

す
る

こ
と

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
院

内
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

患
者

相
談

対
応

に
お

け
る

第
三

者
の

適
時

・
適

切
な

介
入

に
関

し
て

も
、

医
療

相
談

窓
口

と
連

携
を

継
続

し
な

が
ら

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

平
準

化
に

つ
い

て
も

、
対

応
の

平
準

化
に

向
け

た
摺

り
合

わ
せ

は
事

案
ご

と
に

で
き

た
が

、
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

、
メ

デ
ィ

エ
ー

タ
ー

の
資

格
支

援
を

強
化

し
て

い
く

。

ア
 
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

の
受

審
に

よ
る

医
療

の
質

改
善

活
動

の
継

続
、

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

の
臨

床
研

修
評

価
の

受
審

に
よ

る
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
、

よ
り

良
い

医
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
。

イ
 
患

者
中

心
の

医
療

を
行

う
。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

 
実

施
の

徹
底

及
び

保
存

※
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

＝
 
医

療
提

供
前

の
十

分
な

説
明

と
同

意
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・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

＝
ト

ー
タ

ル
・

ク
オ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
病

院
全

体
で

医
療

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
）

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

、
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

の
開

催
、

倫
理

監
督

監
の

任
命

）
※

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

＝
患

者
と

医
療

者
の

対
話

を
促

進
す

る
仲

介
的

立
場

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

ウ
　

全
国

の
自

治
体

病
院

と
の

比
較

を
元

に
、

自
施

設
の

状
況

把
握

及
び

改
善

に
向

け
た

協
議

を
継

続
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

ト
ー

タ
ル

・
ク

オ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

病
院

全
体

で
医

療
・

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
継

続
的

に
向

上
さ

せ
る

こ
と

）

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

 
、

臨
床

倫
理

検
討

委
員

会
の

開
催

、
倫

理
監

督
監

の
任

命
）

※
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
＝

患
者

と
医

療
者

の
対

話
を

促
進

す
る

仲
介

的
立

場

ウ
 
医

療
の

質
の

向
上

を
図

る
。

・
チ

ー
ム

医
療

及
び

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）

ウ
 
医

療
の

質
の

向
上

を
図

る
。

・
チ

ー
ム

医
療

及
び

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）
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【
指

標
】

オ
 
虐

待
防

止
（

児
童

虐
待

、
妊

婦
へ

の
虐

待
、

夫
婦

間
で

の
虐

待
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

虐
待

）
の

啓
発

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

エ
 
医

療
安

全
管

理
・

感
染

制
御

は
法

人
運

営
や

危
機

管
理

の
根

幹
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
へ

の
高

い
意

識
と

理
解

は
組

織
文

化
と

し
て

醸
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。 ・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

・
職

員
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
研

修
企

画
・

院
内

で
発

生
し

た
事

象
に

つ
い

て
の

報
告

体
制

及
び

院
内

ラ
ウ

ン
ド

体
制

の
強

化
・

効
果

的
な

対
策

の
企

画
と

評
価

オ
 
虐

待
防

止
（

児
童

虐
待

 
、

妊
婦

へ
の

虐
待

、
夫

婦
間

で
の

虐
待

、
認

知
症

高
齢

者
へ

の
虐

待
）

の
啓

発
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

エ
　

医
療

安
全

相
互

評
価

に
つ

い
て

は
、

中
河

内
医

療
安

全
対

策
連

携
協

議
会

で
毎

年
異

な
る

施
設

と
の

連
携

を
行

っ
て

お
り

、
そ

こ
で

共
有

で
き

た
取

組
み

を
自

施
設

に
還

元
す

る
こ

と
で

患
者

安
全

に
資

す
る

活
動

が
で

き
た

。
（

令
和

７
年

度
相

互
評

価
実

績
：

中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
、

喜
馬

病
院

、
池

田
病

院
）

ま
た

、
こ

れ
ま

で
流

動
的

に
行

っ
て

き
た

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

固
定

化
を

図
り

、
そ

こ
で

協
議

を
行

っ
て

か
ら

、
改

善
計

画
立

案
、

各
部

署
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
職

員
全

体
へ

の
事

案
共

有
と

提
言

ま
で

が
一

連
で

行
え

る
よ

う
な

仕
組

み
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

定
期

広
報

誌
の

発
行

）

オ
　

虐
待

防
止

委
員

会
が

主
催

で
、

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
研

修
を

年
2
回

実
施

し
、

啓
発

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

相
談

支
援

記
録

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
化

や
多

職
種

で
の

情
報

共
有

方
法

な
ど

、
委

員
会

で
検

討
し

た
。

・
院

内
で

発
生

し
た

事
象

に
つ

い
て

の
報

告
体

制
及

び
院

内
ラ

ウ
ン

ド
体

制
の

強
化

・
効

果
的

な
対

策
の

企
画

と
評

価

エ
 
医

療
安

全
管

理
・

感
染

制
御

は
法

人
運

営
や

危
機

管
理

の
根

幹
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
へ

の
高

い
意

識
と

理
解

は
組

織
文

化
と

し
て

醸
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。

・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

・
職

員
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
研

修
企

画

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0
%

医
療

安
全

研
修

受
講

率
（

％
）

項
目

感
染

対
策

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
研

修
受

講
率

（
％

）
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（
自

己
評

価
理

由
）

機
能

評
価

に
つ

い
て

は
、

期
中

の
確

認
で

、
自

己
評

価
・

報
告

を
行

っ
た

。
「

説
明

と
同

意
」

に
つ

い
て

、
診

療
部

門
と

協
議

を
行

い
、

見
直

し
・

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、

カ
ル

テ
へ

の
記

録
と

そ
の

重
要

性
に

つ
い

て
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
医

療
安

全
相

互
評

価
に

つ
い

て
は

、
中

河
内

医
療

安
全

対
策

連
携

協
議

会
で

毎
年

異
な

る
施

設
と

の
連

携
を

行
っ

て
い

る
。

指
標

で
あ

る
医

療
安

全
研

修
お

よ
び

感
染

対
策

研
修

に
つ

い
て

も
、

受
講

率
1
0
0
％

を
達

成
し

た
こ

と
か

ら
も

評
価

は
「

4
」

と
し

た
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
2
）

情
報

発
信

、
個

人
情

報
保

護

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
管

理
委

員
会

を
中

心
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

う
。

・
地

域
医

療
連

携
室

を
中

心
に

、
診

療
案

内
を

充
実

さ
せ

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
管

理
委

員
会

を
中

心
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

う
。

・
地

域
医

療
連

携
室

を
中

心
に

、
診

療
案

内
を

充
実

さ
せ

る
。

中
期

目
標

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

イ
 
患

者
の

権
利

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

適
切

に
対

処
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
3

指
標

で
あ

る
個

人
情

報
保

護
研

修
は

実
施

し
て

お
り

、
情

報
発

信
に

関
し

て
は

研
修

や
合

同
災

害
訓

練
の

シ
ョ

ー
ト

動
画

の
公

開
、

広
報

誌
の

創
刊

等
、

多
角

的
に

発
信

す
る

体
制

を
新

た
に

構
築

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

ア
　

令
和

6
年

度
に

当
セ

ン
タ

ー
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
を

全
面

的
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

情
報

検
索

の
容

易
性

を
高

め
る

と
と

も
に

、
医

療
体

制
や

医
療

技
術

、
診

療
科

の
特

徴
な

ど
最

新
情

報
を

網
羅

的
に

更
新

し
た

。
ま

た
、

研
修

や
合

同
災

害
訓

練
の

シ
ョ

ー
ト

動
画

を
公

開
す

る
な

ど
、

視
覚

的
な

情
報

発
信

を
通

じ
て

院
内

活
動

の
可

視
化

を
図

っ
た

。
さ

ら
に

、
広

報
誌

「
ね

じ
ね

じ
通

信
」

を
創

刊
し

、
救

急
・

災
害

医
療

か
ら

高
度

急
性

期
医

療
に

至
る

ま
で

、
当

セ
ン

タ
ー

の
強

み
を

多
角

的
に

発
信

す
る

体
制

を
構

築
し

た
。
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イ
 
患

者
の

権
利

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

改
正

さ
れ

た
個

人
情

報
保

護
法

に
基

づ
き

適
切

に
対

処
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
。

イ
　

全
職

員
を

対
象

に
、

行
政

機
関

等
と

の
情

報
連

携
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

や
実

務
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

、
具

体
的

事
例

を
用

い
た

研
修

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
日

常
業

務
に

お
い

て
判

断
に

迷
い

や
す

い
情

報
提

供
の

可
否

や
範

囲
に

つ
い

て
の

基
礎

知
識

が
整

理
で

き
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
改

正
個

人
情

報
保

護
法

に
基

づ
く

適
切

な
対

応
力

の
底

上
げ

と
、

患
者

の
権

利
尊

重
に

向
け

た
意

識
啓

発
の

推
進

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

令
和

7
年

9
月

の
電

子
カ

ル
テ

更
新

の
際

、
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
V
e
r
6
.
0
」

に
対

応
し

た
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
（

2
要

素
認

証
の

導
入

）
等

の
強

化
を

行
う

と
と

も
に

、
新

規
採

用
者

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
並

び
に

全
職

員
対

象
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
開

催
し

、
情

報
漏

洩
対

策
の

重
要

性
を

周
知

し
た

。

ウ
　

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

導
入

し
、

マ
イ

ナ
保

険
証

の
仕

組
み

や
利

用
方

法
に

つ
い

て
分

か
り

や
す

く
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

ま
た

、
マ

イ
ナ

保
険

証
確

認
ブ

ー
ス

を
増

設
し

、
窓

口
で

の
案

内
や

操
作

支
援

を
強

化
し

た
こ

と
で

、
利

用
促

進
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

の
結

果
、

マ
イ

ナ
保

険
証

の
利

用
率

は
令

和
8
年

3
月

現
在

で
7
3
％

と
な

っ
て

い
る

。
保

険
請

求
に

つ
い

て
は

、
一

部
紙

に
よ

る
運

用
を

見
直

し
、

オ
ー

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

へ
変

更
し

た
こ

と
で

、
請

求
業

務
の

効
率

化
と

レ
セ

プ
ト

精
度

の
向

上
を

図
っ

た
。

イ
 
患

者
の

権
利

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

改
正

さ
れ

た
個

人
情

報
保

護
法

に
基

づ
き

適
切

に
対

処
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
て

個
人

情
報

保
護

の
意

識
啓

発
を

行
う

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

等
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
強

化
を

行
う

と
と

も
に

、
個

人
情

報
保

護
の

重
要

性
を

周
知

徹
底

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。

・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。
あ

わ
せ

て
マ

イ
ナ

保
険

証
の

利
用

促
進

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く

。

・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。
あ

わ
せ

て
マ

イ
ナ

保
険

証
の

利
用

促
進

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
電

子
カ

ル
テ

 
シ

ス
テ

ム
等

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

強
化

を
行

う
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

の
重

要
性

を
周

知
徹

底
す

る
等

の
対

策
を

講
じ

る
。

ウ
 
医

療
事

務
（

保
険

請
求

・
領

収
）

へ
の

市
民

か
ら

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
て

個
人

情
報

保
護

の
意

識
啓

発
を

行
う

。

ウ
 
医

療
事

務
（

保
険

請
求

・
領

収
）

へ
の

市
民

か
ら

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

令
和

6
年

度
の

医
療

セ
ン

タ
ー

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
続

き
、

研
修

や
合

同
災

害
訓

練
の

シ
ョ

ー
ト

動
画

を
新

た
に

公
開

、
広

報
誌

「
ね

じ
ね

じ
通

信
」

の
創

刊
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

を
多

角
的

に
発

信
し

た
。

個
人

情
報

保
護

に
関

し
て

も
個

人
情

報
保

護
研

修
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
通

じ
て

啓
発

を
行

っ
た

こ
と

か
ら

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

令
和
6
年
度

実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

実
施

継
続

継
続

実
施

〇

項
目

個
人

情
報

保
護
研

修
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
1
）

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

強
化

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
 
ま

た
 
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
担

う
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

圏
域

で
目

指
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
的

な
地

域
医

療
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
た

め
、

患
者

総
合

 
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
機

能
向

上
を

図
る

。

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
ま

た
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
担

う
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

圏
域

で
目

指
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
的

な
地

域
医

療
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
た

め
、

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

地
域

医
療

連
携

室
の

機
能

向
上

を
図

る
。

・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

下
り

搬
送

を
含

む
退

院
調

整
機

能
及

び
退

院
時

支
援

機
能

の
強

化

・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化

６
つ

の
指

標
の

う
ち

、
４

つ
は

実
施

・
計

画
目

標
値

を
上

回
っ

て
達

成
、

１
つ

が
未

達
成

と
な

っ
た

。
逆

紹
介

患
者

数
に

つ
い

て
は

算
定

方
法

を
変

更
し

て
い

る
た

め
、

計
画

目
標

値
の

見
直

し
も

含
め

た
適

正
な

評
価

が
今

後
の

検
討

課
題

で
あ

る
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

◎
3

ア
　

紹
介

患
者

数
は

計
画

を
達

成
し

て
い

る
が

、
逆

紹
介

患
者

数
は

今
年

度
よ

り
算

定
方

法
を

変
更

し
た

た
め

大
幅

に
減

少
し

て
い

る
。

共
同

利
用

の
受

託
件

数
は

前
年

度
よ

り
も

増
加

し
た

も
の

の
、

計
画

値
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

今
後

も
渉

外
訪

問
な

ど
を

通
じ

て
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。

中
期

目
標

ア
 
高

度
急

性
期

・
急

性
期

病
院

で
あ

る
医

療
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
果

た
す

た
め

に
、

地
域

の
医

療
機

関
や

市
の

関
係

部
局

と
連

携
し

つ
つ

「
か

か
り

つ
け

医
」

を
持

つ
こ

と
の

啓
発

を
行

い
、

病
状

に
応

じ
た

紹
介

及
び

逆
紹

介
に

よ
り

、
地

域
で

必
要

と
さ

れ
る

専
門

的
な

医
療

、
入

院
医

療
、

救
急

医
療

を
積

極
的

に
行

い
、

機
能

分
担

を
進

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
の

施
設

・
設

備
を

地
域

に
開

放
し

共
同

診
療

を
行

う
ほ

か
、

地
域

医
療

確
保

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

を
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

下
り

搬
送

を
含

む
退

院
調

整
機

能
及

び
退

院
時

支
援

機
能

の
強

化
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【
指

標
】

・
地

域
連

携
（

情
報

提
供

）
ソ

フ
ト

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。
・

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

 
引

き
続

き
検

討
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
。

・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
（

救
急

搬
送

、
即

Ｉ
Ｃ

Ｕ
等

入
院

）
の

強
化

・
高

額
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

、
超

音
波

、
骨

密
度

な
ど

）

・
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
を

継
続

・
地

域
連

携
（

情
報

提
供

）
ソ

フ
ト

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。

・
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
引

き
続

き
検

討
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
。

・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
（

救
急

搬
送

、
即

Ｉ
Ｃ

Ｕ
等

入
院

）
の

強
化

・
高

額
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

、
超

音
波

、
骨

密
度

な
ど

）
・

地
域

の
医

療
従

事
者

に
対

す
る

研
修

を
継

続
・

紹
介

予
約

セ
ン

タ
ー

機
能

の
拡

充
・

強
化

に
よ

り
、

患
者

の
利

便
性

を
高

め
る

。

・
紹

介
予

約
セ

ン
タ

ー
機

能
の

拡
充

・
強

化
に

よ
り

、
患

者
の

利
便

性
を

高
め

る
。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

1
9
,
0
4
9

2
1
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

1
8
,
6
6
7

1
0
0
.
9
%

4
7
,
7
6
2

(
1
8
,
0
1
4
)

4
8
,
0
0
0

4
8
,
0
0
0

―
(
1
8
,
3
0
1
)

―

9
6
.
4
%

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
の

受
託

件
数

（
件

）
3
,
2
7
9

3
,
4
0
0

3
,
4
0
0

3
,
0
7
3

逆
紹

介
患

者
数

（
人

）

項
目

紹
介

患
者

数
（

初
診

に
限

る
）

（
人

）

※
下

の
括
弧

内
の
数

値
は

算
定

方
法

変
更
後

の
実
績
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

紹
介

患
者

数
は

計
画

達
成

、
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

に
つ

い
て

も
前

年
度

よ
り

増
え

、
概

ね
計

画
値

に
近

く
な

っ
た

。
逆

紹
介

に
つ

い
て

は
、

算
定

方
法

を
変

え
た

こ
と

に
よ

り
、

計
画

値
自

体
の

見
直

し
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
登

録
医

総
会

、
2
年

に
一

度
実

施
の

か
か

り
つ

け
医

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

地
域

医
療

従
事

者
向

け
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

予
定

通
り

実
施

し
た

こ
と

か
ら

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

イ
 
各

診
療

科
医

師
と

地
域

医
療

連
携

室
で

紹
介

件
数

の
増

加
の

た
め

に
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
運

営
委

員
会

や
地

域
医

療
機

関
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
通

し
て

、
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
、

共
同

診
療

や
研

修
会

に
活

用
す

る
。

ま
た

、
定

期
的

な
情

報
誌

の
発

刊
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
情

報
発

信
、

登
録

医
総

会
、

地
域

研
修

会
、

懇
話

会
、

連
携

会
議

等
を

通
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
や

情
報

発
信

・
共

有
を

行
う

。

イ
 
各

診
療

科
医

師
と

地
域

医
療

連
携

室
で

紹
介

件
数

の
増

加
の

た
め

に
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
運

営
委

員
会

や
地

域
医

療
機

関
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
通

し
て

、
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
、

共
同

診
療

や
研

修
会

に
活

用
す

る
。

ま
た

、
定

期
的

な
情

報
誌

の
発

刊
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
情

報
発

信
、

登
録

医
総

会
、

地
域

研
修

会
、

懇
話

会
、

連
携

会
議

等
を

通
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
や

情
報

発
信

・
共

有
を

行
う

。

イ
　

登
録

医
総

会
、

か
か

り
つ

け
医

ア
ン

ケ
ー

ト
、

研
修

会
に

つ
い

て
は

、
予

定
通

り
実

施
し

た
。

引
き

続
き

計
画

を
達

成
で

き
る

よ
う

取
組

み
を

進
め

て
い

く
。

令
和

6年
度

実
績

第
3期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7年

度
実

績

実
施

継
続

継
続

実
施

実
施

実
施

地
域

医
療

従
事

者
向

け
研

修
会

の
開

催
（

年
1
2回

以
上

）
の

実
施

継
続

継
続

継
続

か
か

り
つ

け
医

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
実

施
（

1回
/2

年
）

令
和

5年
度

実
施

継
続

継
続

項
目

登
録

医
総

会
実

施
（

1回
/
年

）
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
2
）

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

へ
の

貢
献

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
サ

ー
ビ

ス
又

は
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
又

は
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。

3
指

標
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

等
と

の
退

院
時

共
同

指
導

件
数

は
計

画
値

を
達

成
し

な
か

っ
た

も
の

の
、

介
護

保
険

施
設

等
の

専
門

員
と

の
退

院
時

連
携

指
導

の
は

計
画

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
ま

た
新

た
に

消
化

器
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

地
域

医
療

機
関

と
の

間
に

構
築

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

　
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
多

職
種

連
携

を
強

化
し

、
地

域
包

括
シ

ス
テ

ム
に

貢
献

し
た

。
地

域
の

医
療

機
関

や
介

護
機

関
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
退

院
調

整
し

、
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

、
円

滑
な

在
宅

支
援

を
実

践
し

た
。

ま
た

、
病

棟
看

護
師

に
よ

る
退

院
後

訪
問

を
開

始
し

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
体

制
を

構
築

し
た

。
急

性
期

病
院

の
役

割
を

果
た

す
べ

く
Ａ

Ｄ
Ｌ

変
化

が
予

測
さ

れ
る

患
者

に
対

し
て

早
期

に
介

入
し

、
地

域
多

職
種

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。

目
標

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。

法
人

の
自

己
評

価

ア
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

役
割

を
果

た
す

こ
と

。
イ

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

に
関

す
る

協
議

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
の

役
割

を
担

う
こ

と
。

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

市
の

評
価

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

ア
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

 
高

度
急

性
期

・
 
急

性
期

病
院

と
し

て
の

 
役

割
を

果
た

す
 
。

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
サ

ー
ビ

ス
又

は
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
又

は
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。

中
期

目
標

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
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・
地

域
の

他
の

病
院

と
の

役
割

分
担

の
中

で
、

高
度

急
性

期
・

急
性

期
を

担
う

病
院

と
し

て
、

急
変

時
の

受
入

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・
退

院
後

の
療

養
に

お
い

て
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
介

護
保

険
施

設
等

に
対

す
る

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。

・
市

、
保

健
所

、
学

校
、

保
険

薬
局

及
び

介
護

・
福

祉
関

係
機

関
に

対
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
う

。

イ
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

高
度

急
性

期
・

 
急

性
期

病
院

と
し

て
診

断
か

ら
治

療
、

在
宅

へ
と

地
域

全
体

で
医

療
・

保
健

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

切
れ

目
な

く
提

供
し

て
い

く
こ

と
で

在
宅

復
帰

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・
退

院
後

の
療

養
に

お
い

て
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
介

護
保

険
施

設
等

に
対

す
る

情
報

提
供

を
強

化
す

る

・
市

、
保

健
所

、
学

校
、

保
険

薬
局

及
び

介
護

・
福

祉
関

係
機

関
に

対
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
う

。

イ
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
と

し
て

診
断

か
ら

治
療

、
在

宅
へ

と
地

域
全

体
で

医
療

・
保

健
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
切

れ
目

な
く

提
供

し
て

い
く

こ
と

で
在

宅
復

帰
に

つ
な

げ
て

い
く

。

・
地

域
の

他
の

病
院

と
の

役
割

分
担

の
中

で
、

高
度

急
性

期
・

急
性

期
を

担
う

病
院

と
し

て
、

急
変

時
の

受
入

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

イ
　

2
4
時

間
3
6
5
日

受
入

れ
体

制
の

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
は

継
続

運
用

し
、

今
年

か
ら

心
臓

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

も
2
4
時

間
3
6
5
日

受
け

入
れ

る
体

制
を

再
構

築
し

た
。

地
域

の
医

療
機

関
か

ら
の

消
化

器
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
も

新
た

に
構

築
し

運
用

し
て

い
る

。

70



【
指

標
】

ウ
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
退

院
後

の
患

者
に

、
 
T

（
チ

ー
ム

医
療

）
カ

ー
ド

を
発

行
し

、
急

変
時

に
は

カ
ー

ド
の

提
示

に
よ

り
休

日
・

夜
間

で
も

必
ず

受
入

を
行

い
、

退
院

後
も

患
者

・
家

族
が

安
心

し
て

在
宅

療
養

を
行

え
る

環
境

を
継

続
す

る
。

ま
た

、
在

宅
療

養
支

援
病

院
を

後
方

支
援

し
、

さ
ら

に
 
在

宅
療

養
後

方
支

援
病

院
と

な
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

ウ
 
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
退

院
後

の
患

者
に

、
T
（

チ
ー

ム
医

療
）

カ
ー

ド
を

発
行

し
、

急
変

時
に

は
カ

ー
ド

の
提

示
に

よ
り

休
日

・
夜

間
で

も
必

ず
受

入
を

行
い

、
退

院
後

も
患

者
・

家
族

が
安

心
し

て
在

宅
療

養
を

行
え

る
環

境
を

継
続

す
る

。
ま

た
、

在
宅

療
養

支
援

病
院

を
後

方
支

援
し

、
さ

ら
に

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

と
な

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

地
域

の
医

療
機

関
や

介
護

機
関

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

退
院

調
整

・
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

、
円

滑
な

在
宅

支
援

を
実

践
し

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
役

割
を

果
た

し
た

。
ま

た
、

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

会
議

を
通

じ
て

、
連

携
の

強
化

を
図

り
、

さ
ら

に
、

新
た

に
消

化
器

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
地

域
医

療
機

関
と

の
間

に
構

築
し

た
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

ウ
　

急
性

期
病

院
か

ら
在

宅
医

療
・

保
健

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
が

切
れ

目
な

く
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

等
へ

の
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
っ

た
が

、
目

標
は

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績
達

成
率

7
0
.
4
%

1
0
7.

3
%

介
護

保
険

施
設

等
の

専
門

員
と

の
退

院
時

連
携

指
導

（
ケ

ア
プ

ラ
ン

等
作

成
支

援
）

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

（
件

）
1
7
3

2
2
0

2
0
5

2
2
0

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
退

院
時

共
同

指
導

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

（
件

）
2
2
4

2
7
0

2
7
0

1
9
0

項
目
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
1
）

内
部

統
制

ア
　

当
セ

ン
タ

ー
の

理
念

と
基

本
方

針
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
や

病
院

紹
介

動
画

へ
の

掲
載

、
院

内
各

所
へ

の
掲

示
、

新
規

採
用

職
員

へ
の

名
刺

サ
イ

ズ
カ

ー
ド

の
配

布
を

実
施

し
、

市
民

・
患

者
・

職
員

（
委

託
業

者
を

含
む

）
へ

の
周

知
を

行
い

、
浸

透
を

図
っ

た
。

イ
　

経
営

・
運

営
の

公
共

性
・

公
平

性
、

及
び

透
明

性
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
1
)
 
2
)

に
、

内
部

統
制

の
構

築
・

運
用

状
況

に
つ

い
て

は
以

下
の

3
)
に

記
載

し
た

。
ま

た
、

第
3
期

中
期

計
画

は
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

と
し

て
位

置
づ

け
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
受

け
、

計
画

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
事

前
に

大
阪

府
に

確
認

の
う

え
行

っ
て

い
る

。

・
当

セ
ン

タ
ー

の
理

念
及

び
基

本
方

針
を

 
委

託
業

者
も

含
め

た
全

職
員

に
浸

透
さ

せ
、

実
践

に
向

け
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

む
。 イ

 
自

治
体

設
立

の
地

方
独

立
行

政
法

人
病

院
と

し
て

、
経

営
・

運
営

の
公

共
性

・
公

平
性

、
及

び
透

明
性

を
確

保
し

 
、

内
部

統
制

の
仕

組
み

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
の

点
検

・
検

証
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
必

要
な

見
直

し
を

行
う

な
ど

充
実

・
強

化
を

図
る

。
内

部
統

制
の

構
築

・
運

用
状

況
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

点
検

を
行

う
と

と

中
期

目
標

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
の

理
念

と
基

本
方

針
を

委
託

業
者

も
含

め
た

医
療

セ
ン

タ
ー

で
働

く
全

て
の

者
が

理
解

し
、

そ
の

目
的

達
成

に
向

け
一

丸
と

な
っ

て
引

き
続

き
取

り
組

む
こ

と
。

イ
 
地

方
独

立
行

政
法

人
に

求
め

ら
れ

る
内

部
統

制
の

目
的

に
留

意
し

、
当

該
中

期
目

標
に

基
づ

き
法

令
等

を
遵

守
し

つ
つ

業
務

を
行

い
、

医
療

セ
ン

タ
ー

の
設

立
目

的
を

有
効

か
つ

効
率

的
に

果
た

す
た

め
の

仕
組

み
を

適
切

に
運

用
す

る
こ

と
。

ウ
 
各

種
情

報
収

集
・

分
析

を
基

に
し

た
企

画
及

び
院

内
・

院
外

へ
の

広
報

や
連

絡
調

整
と

い
っ

た
、

組
織

横
断

的
な

経
営

企
画

機
能

の
強

化
を

図
り

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

エ
 
明

確
な

役
割

分
担

と
適

切
な

権
限

付
与

に
よ

り
、

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

を
引

き
続

き
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
３

つ
の

指
標

は
全

て
達

成
し

て
い

る
。

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
、

個
人

情
報

保
護

や
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

な
ど

、
内

部
・

外
部

に
も

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

。
外

部
通

報
窓

口
に

つ
い

て
は

、
見

直
し

を
行

い
、

さ
ら

に
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

対
し

て
の

法
的

な
対

応
力

強
化

の
た

め
に

弁
護

士
を

非
常

勤
で

雇
う

た
め

の
準

備
を

講
じ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
ア

 
内

部
統

制
の

基
盤

で
あ

る
統

制
環

境
と

し
て

、
病

院
の

理
念

と
基

本
方

針
を

策
定

・
浸

透
さ

せ
る

。

ア
 
内

部
統

制
の

基
盤

で
あ

る
統

制
環

境
と

し
て

、
病

院
の

理
念

と
基

本
方

針
を

策
定

・
浸

透
さ

せ
る

。

・
当

セ
ン

タ
ー

の
理

念
及

び
基

本
方

針
を

委
託

業
者

も
含

め
た

全
職

員
に

浸
透

さ
せ

、
実

践
に

向
け

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
む

。

イ
 
自

治
体

設
立

の
地

方
独

立
行

政
法

人
病

院
と

し
て

、
経

営
・

運
営

の
公

共
性

・
公

平
性

、
及

び
透

明
性

を
確

保
し

、
内

部
統

制
の

仕
組

み
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
か

の
点

検
・

検
証

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
た

必
要

な
見

直
し

を
行

う
な

ど
充

実
・

強
化

を
図

る
。

内
部

統
制

の
構

築
・

運
用

状
況

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
点

検
を

行
う

と
と
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1
)
 
業

務
及

び
財

務
改

善
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

と
し

て
、

第
2
期

中
期

目
標

期
間

の
実

績
報

告
書

及
び

令
和

6
年

度
の

実
績

報
告

書
、

財
務

諸
表

を
作

成
し

、
監

事
監

査
、

理
事

会
を

経
て

市
に

提
出

し
た

。
市

の
評

価
委

員
会

で
の

意
見

聴
取

、
市

議
会

へ
の

報
告

を
経

て
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

へ
の

公
表

を
通

じ
、

透
明

性
を

確
保

し
て

い
る

。
ま

た
、

診
療

科
及

び
各

部
局

ご
と

の
年

度
計

画
を

別
冊

で
策

定
し

、
部

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
達

成
状

況
の

確
認

や
対

策
の

検
討

を
実

施
し

て
い

る
。

月
次

実
績

及
び

収
支

状
況

に
つ

い
て

も
、

毎
月

理
事

会
に

報
告

し
、

透
明

性
の

確
保

に
努

め
て

い
る

。

期
的

に
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
監

事
の

監
査

を
受

け
る

。
ま

た
、

職
員

一
人

一
人

が
内

部
統

制
の

重
要

性
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
高

い
職

業
倫

理
及

び
医

の
倫

理
観

を
持

っ
て

、
有

効
的

・
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
醸

成
す

る
。

本
計

画
は

、
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

と
し

て
位

置
づ

け
さ

れ
て

お
り

、
策

定
段

階
で

の
説

明
、

 
策

定
後

も
年

１
回

以
上

の
点

検
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

を
行

い
、

住
民

の
理

解
を

得
る

よ
う

努
め

て
い

く
。

・
診

療
科

及
び

各
部

局
毎

の
年

度
 
計

画
を

策
定

し
、

月
次

実
績

及
び

収
支

状
況

は
理

事
会

に
報

告
す

る
。

1
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保

1
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保 ・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
事

業
実

績
 
は

市
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

期
的

に
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
監

事
の

監
査

を
受

け
る

。
ま

た
、

職
員

一
人

一
人

が
内

部
統

制
の

重
要

性
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
高

い
職

業
倫

理
及

び
医

の
倫

理
観

を
持

っ
て

、
有

効
的

・
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
醸

成
す

る
。

本
計

画
は

、
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

と
し

て
位

置
づ

け
さ

れ
て

お
り

、
策

定
段

階
で

の
説

明
、

策
定

後
も

年
1
 
回

以
上

の
点

検
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

を
行

い
、

住
民

の
理

解
を

得
る

よ
う

努
め

て
い

く
。

・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
事

業
実

績
は

市
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

・
診

療
科

及
び

各
部

局
毎

の
年

度
計

画
を

策
定

し
、

月
次

実
績

及
び

収
支

状
況

は
理

事
会

に
報

告
す

る
。
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2
)
 
監

事
へ

の
病

院
会

計
・

決
算

及
び

財
務

報
告

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

迅
速

化
は

図
れ

た
も

の
の

、
決

算
を

始
め

る
準

備
段

階
で

の
遅

れ
を

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

月
次

の
患

者
数

・
収

支
状

況
に

つ
い

て
は

、
毎

月
の

理
事

会
に

統
計

資
料

と
し

て
報

告
し

た
。

3
)
 
個

人
情

報
保

護
委

員
会

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
委

員
会

を
通

じ
て

、
必

要
な

報
告

・
検

討
を

行
っ

た
。

令
和

7
年

度
に

お
い

て
は

、
法

改
正

を
受

け
、

患
者

・
市

民
へ

の
カ

ス
ハ

ラ
予

防
の

啓
発

を
ポ

ス
タ

ー
掲

示
に

よ
り

実
施

し
た

。
ま

た
、

外
部

通
報

窓
口

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
弁

護
士

会
の

協
力

を
得

て
、

見
直

し
を

行
っ

た
。

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
み

）
を

継
続

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

2
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

3
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
法

令
遵

守
）

の
強

化

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
徹

底 ・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施
・

内
部

通
報

窓
口

・
外

部
通

報
窓

口
設

置
状

況
の

把
握

と
点

検
の

実
施

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
み

）
を

継
続

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

3
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
法

令
遵

守
）

の
強

化

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
徹

底 ・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施
・

内
部

通
報

窓
口

・
外

部
通

報
窓

口
設

置
状

況
の

把
握

と
点

検
の

実
施

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

2
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

法
改

正
を

受
け

カ
ス

ハ
ラ

予
防

の
啓

発
を

行
う

な
ど

、
こ

れ
ま

で
の

内
部

へ
の

働
き

掛
け

だ
け

で
は

な
く

、
外

部
へ

の
働

き
掛

け
を

行
う

こ
と

で
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
も

実
行

し
た

。
ま

た
、

外
部

通
報

窓
口

に
つ

い
て

は
、

見
直

し
を

行
い

、
さ

ら
に

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
対

し
て

の
法

的
な

対
応

力
強

化
の

た
め

に
弁

護
士

を
非

常
勤

で
雇

う
た

め
の

準
備

を
講

じ
、

令
和

8
年

度
か

ら
の

実
施

に
つ

な
げ

た
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

エ
　

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
す

る
よ

う
な

重
大

な
事

象
は

発
生

し
て

い
な

い
。

ウ
　

医
療

安
全

上
の

リ
ス

ク
へ

の
対

応
は

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
を

中
心

と
し

て
継

続
的

な
管

理
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
経

営
上

の
リ

ス
ク

へ
の

対
応

は
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
応

に
関

し
、

内
部

統
制

機
能

を
強

化
す

る
た

め
に

、
法

人
本

部
に

弁
護

士
を

配
置

す
る

準
備

を
進

め
た

。
自

然
災

害
等

の
外

的
リ

ス
ク

へ
の

対
応

は
、

事
業

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
及

び
各

種
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

、
有

事
に

お
い

て
も

医
療

提
供

機
能

を
維

持
で

き
る

体
制

の
構

築
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
定

期
的

な
訓

練
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
関

係
行

政
機

関
や

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

を
確

保
し

て
い

る
。

エ
重

大
な

事
象

が
発

生
し

た
場

合
は

、
各

種
専

門
家

で
構

成
さ

れ
た

独
立

し
た

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
し

、
原

因
の

究
明

と
再

発
防

止
策

の
策

定
を

行
う

。

ウ
 
医

療
過

誤
と

い
っ

た
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

、
職

員
の

不
祥

事
な

ど
の

経
営

上
の

リ
ス

ク
、

自
然

災
害

な
ど

の
外

的
リ

ス
ク

に
対

し
、

適
切

に
管

理
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

エ
 
重

大
な

事
象

が
発

生
し

た
場

合
は

、
各

種
専

門
家

で
構

成
さ

れ
た

独
立

し
た

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
し

、
原

因
の

究
明

と
再

発
防

止
策

の
策

定
を

行
う

ウ
 
医

療
過

誤
と

い
っ

た
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

、
職

員
の

不
祥

事
な

ど
の

経
営

上
の

リ
ス

ク
、

自
然

災
害

な
ど

の
外

的
リ

ス
ク

に
対

し
、

適
切

に
管

理
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。 令

和
6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

内
部

統
制

（
ガ

バ
ナ

ン
ス

）
体

制
の

確
立

（
内

部
統

制
委

員
会

を
含

む
）

実
施

継
続

継
続

実
施

継
続

実
施

実
施

項
目

継
続

規
程

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

状
況

の
点

検
実

施
継

続
継

続

病
院

会
計

及
び

財
務

報
告

の
監

査
体

制
の

構
築

実
施
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
2
）

医
療

資
源

等
の

有
効

活
用

中
期

目
標

ア
 
病

床
、

手
術

室
の

稼
働

状
況

に
注

視
し

、
そ

の
効

果
的

な
活

用
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
医

療
機

器
の

購
入

後
は

、
投

資
に

見
合

っ
た

活
用

が
で

き
て

い
る

か
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
患

者
数

の
確

保
に

苦
労

し
て

お
り

、
受

入
れ

の
た

め
の

施
策

を
講

じ
た

も
の

の
手

術
件

数
等

も
前

年
度

を
下

回
る

こ
と

と
な

っ
た

。
た

だ
、

ダ
ビ

ン
チ

に
よ

る
手

術
実

施
件

数
は

前
年

度
よ

り
大

き
く

増
加

し
た

。
ま

た
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

将
来

的
な

次
世

代
型

シ
ス

テ
ム

へ
の

更
新

を
視

野
に

入
れ

、
カ

ス
タ

ム
化

を
極

力
抑

え
た

更
新

を
行

っ
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

病
棟

別
・

診
療

科
ご

と
の

病
床

稼
働

 
率

、
曜

日
別

 
・

 
時

間
帯

ご
と

の
手

術
室

の
使

用
率

を
検

証
し

、
効

果
的

な
活

用
を

行
う

。
手

術
室

１
１

室
の

効
率

的
な

利
用

を
行

い
、

手
術

件
数

、
全

身
麻

酔
件

数
の

増
加

を
目

標
と

す
る

。
麻

酔
科

医
、

手
術

室
看

護
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

薬
剤

師
等

の
確

保
を

行
う

こ
と

に
よ

り
手

術
診

療
の

質
と

安
全

を
担

保
す

る
。

ま
た

、
隣

接
し

た
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
有

効
活

用
を

目
指

す
。

◎
ア

　
毎

週
の

経
営

幹
部

会
議

で
病

床
稼

働
率

や
手

術
実

績
等

に
つ

い
て

、
確

認
・

検
証

を
行

っ
た

。
手

術
件

数
に

つ
い

て
は

、
全

体
で

は
件

数
が

下
が

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
全

身
麻

酔
の

件
数

は
ほ

ぼ
同

程
度

を
維

持
し

た
。

ま
た

、
急

性
期

充
実

体
制

加
算

の
対

象
と

な
る

全
身

麻
酔

か
つ

緊
急

手
術

や
胸

部
大

血
管

手
術

の
件

数
に

つ
い

て
も

、
前

年
度

を
上

回
っ

た
。

ア
 
病

棟
別

・
診

療
科

ご
と

の
病

床
稼

働
率

、
曜

日
別

・
時

間
帯

ご
と

の
手

術
室

の
使

用
率

を
検

証
し

、
効

果
的

な
活

用
を

行
う

。
手

術
室

１
１

室
の

効
率

的
な

利
用

を
行

い
、

手
術

件
数

、
全

身
麻

酔
件

数
の

増
加

を
目

標
と

す
る

。
麻

酔
科

医
、

手
術

室
看

護
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

薬
剤

師
等

の
確

保
を

行
う

こ
と

に
よ

り
手

術
診

療
の

質
と

安
全

を
担

保
す

る
。

ま
た

、
隣

接
し

た
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
有

効
活

用
を

目
指

す
。
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イ
 
電

子
カ

ル
テ

を
含

む
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
病

院
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

資
源

で
あ

り
、

単
純

に
減

価
償

却
の

５
年

で
更

新
す

る
の

で
は

な
く

、
最

大
限

、
経

済
性

・
耐

久
性

を
考

慮
し

、
有

効
活

用
を

図
る

。
他

の
シ

ス
テ

ム
と

の
関

係
性

や
利

便
性

を
考

慮
し

、
人

工
知

能
（

Ａ
Ｉ

）
導

入
に

よ
る

医
療

Ｄ
Ｘ

の
推

進
及

び
次

世
代

型
（

ク
ラ

ウ
ド

型
）

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行
準

備
と

し
て

の
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

更
新

を
行

う
。

ま
た

、
次

々
回

の
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

移
行

に
向

け
て

、
更

新
後

も
情

報
収

集
及

び
移

行
時

期
の

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

を
集

約
し

、
導

入
効

果
を

検
証

し
て

い
く

。

イ
　

令
和

7
年

度
に

7
年

間
使

用
し

た
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

を
更

新
し

た
。

将
来

的
な

次
世

代
型

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
へ

の
更

新
を

視
野

に
、

カ
ス

タ
ム

化
を

極
力

抑
え

た
更

新
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
ベ

ン
ダ

ー
と

も
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

を
図

り
、

適
正

に
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
で

き
る

体
制

を
構

築
し

た
。

医
療

Ｄ
Ｘ

に
つ

い
て

も
費

用
対

効
果

を
検

証
し

な
が

ら
、

画
像

診
断

に
お

け
る

Ａ
Ｉ

機
能

搭
載

な
ど

可
能

な
も

の
を

導
入

し
た

。
ま

た
、

リ
ニ

ア
ッ

ク
、

ダ
ビ

ン
チ

と
い

っ
た

高
額

医
療

機
器

の
使

用
状

況
は

、
毎

月
の

実
績

報
告

で
確

認
し

て
い

る
。

イ
電

子
カ

ル
テ

を
含

む
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
病

院
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

資
源

で
あ

り
、

単
純

に
減

価
償

却
の

 
５

年
で

更
新

す
る

の
で

は
な

く
、

最
大

限
、

経
済

性
・

耐
久

性
を

考
慮

し
、

有
効

活
用

を
図

る
。

他
の

シ
ス

テ
ム

と
の

関
係

性
や

利
便

性
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

を
考

慮
し

、
 
人

工
知

能
Ａ

Ｉ
導

入
に

よ
る

医
療

Ｄ
Ｘ

の
推

進
及

び
次

世
代

型
 
（

ク
ラ

ウ
ド

型
）

 
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

へ
の

移
行

準
備

 
と

し
て

の
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

更
新

を
行

う
。

ま
た

、
次

々
回

の
 
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

移
行

に
向

け
て

、
更

新
後

も
情

報
収

集
 
及

び
 
移

行
時

期
の

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

を
集

約
し

、
導

入
効

果
を

検
証

し
て

い
く

。
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【
指

標
】

ウ
国

指
定

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
そ

の
責

務
を

市
民

に
果

た
す

た
め

に
、

 
新

た
に

導
入

し
た

 
放

射
線

治
療

機
器

に
よ

り
、

よ
り

高
度

な
治

療
技

術
、

高
精

度
及

び
安

全
性

を
担

保
す

る
。

今
後

、
画

像
診

断
の

有
効

活
用

と
し

て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
へ

の
技

術
導

入
や

地
域

医
療

機
関

等
と

の
画

像
共

有
等

を
進

め
て

い
き

、
よ

り
ス

ム
ー

ズ
な

地
域

医
療

連
携

に
寄

与
し

て
い

く
。

ウ
 
国

指
定

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
そ

の
責

務
を

市
民

に
果

た
す

た
め

に
、

新
た

に
導

入
し

た
放

射
線

治
療

機
器

に
よ

り
、

よ
り

高
度

な
治

療
技

術
、

高
精

度
及

び
安

全
性

を
担

保
す

る
。

今
後

、
画

像
診

断
の

有
効

活
用

と
し

て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
へ

の
技

術
導

入
や

地
域

医
療

機
関

等
と

の
画

像
共

有
等

を
進

め
て

い
き

、
よ

り
ス

ム
ー

ズ
な

地
域

医
療

連
携

に
寄

与
し

て
い

く
。

ウ
　

令
和

7
年

度
よ

り
、

新
た

に
導

入
し

た
放

射
線

治
療

機
器

を
稼

働
さ

せ
、

患
者

数
に

つ
い

て
も

、
毎

月
の

報
告

に
よ

り
稼

働
状

況
を

確
認

し
た

。
地

域
医

療
機

関
等

と
の

画
像

共
有

に
は

至
っ

て
い

な
い

が
、

外
部

と
の

情
報

共
有

を
可

能
と

す
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
地

域
医

療
連

携
に

寄
与

す
る

予
約

シ
ス

テ
ム

を
導

入
・

構
築

し
た

。

（
自

己
評

価
理

由
）

特
に

上
半

期
、

患
者

数
の

確
保

に
苦

渋
し

た
。

紹
介

を
増

や
す

た
め

に
、

地
域

医
療

機
関

へ
の

医
師

同
行

訪
問

の
強

化
や

、
緊

急
受

入
れ

の
た

め
の

施
策

を
講

じ
て

、
下

半
期

で
挽

回
を

図
っ

た
が

、
昨

年
度

実
績

を
下

回
っ

た
。

手
術

件
数

も
前

年
度

の
件

数
を

下
回

っ
た

。
新

た
な

医
療

機
器

導
入

後
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

ダ
ビ

ン
チ

に
つ

い
て

婦
人

科
手

術
も

増
え

、
ほ

ぼ
計

画
に

近
い

件
数

と
な

っ
た

。
が

ん
医

療
、

高
度

・
専

門
医

療
の

項
目

で
記

載
し

て
い

る
放

射
線

治
療

機
器

（
リ

ニ
ア

ッ
ク

）
、

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ

で
の

新
規

患
者

は
計

画
値

を
超

え
て

お
り

、
指

標
の

数
値

の
多

く
が

9
0
％

を
超

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
評

価
は

「
3
」

と
し

た
。

令
和

6年
度

実
績

第
3期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7年

度
実

績
達

成
率

82
.4

8
5.

3
8
5.

3
79

.4
93

.1
%

7,
6
47

8,
00

0
8
,0

0
0

7,
5
59

94
.5

%

3,
8
07

4,
00

0
3
,9

0
0

3,
7
98

97
.4

%

Ｉ
Ｃ

Ｕ
（

特
定

集
中

治
療

室
）

管
理

件
数

（
件

）
2,

6
67

3,
30

0
3
,3

0
0

全
身

麻
酔

件
数

（
件

）

総
手

術
件

数
（

件
）

病
床

稼
働

率
（

％
）

項
目

80
.1

%
2,

6
43

ダ
ビ

ン
チ

（
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
）

手
術

実
施

件
数

（
件

）
32

2
4
00

40
0

99
.3

%
39

7
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

1
）

人
材

の
確

保

看
護

局
に

つ
い

て
は

、
病

院
見

学
会

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

、
就

職
説

明
会

の
参

加
を

行
い

、
必

要
な

人
員

確
保

に
務

め
た

。
育

児
・

介
護

に
よ

る
短

時
間

勤
務

の
選

択
肢

を
増

加
さ

せ
た

ほ
か

、
1
2
時

間
夜

勤
お

よ
び

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

推
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
を

行
い

、
効

率
的

な
人

員
調

整
に

務
め

た
。

薬
務

局
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

度
は

9
名

の
産

育
休

対
象

者
が

い
た

が
、

薬
剤

師
の

確
保

に
注

力
し

、
新

人
3
名

、
期

の
途

中
で

も
中

途
2
名

を
採

用
し

た
。

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
人

事
配

置
を

実
施

し
、

患
者

に
対

す
る

薬
物

治
療

に
適

切
な

介
入

を
行

っ
た

。
そ

の
状

況
下

で
、

薬
剤

管
理

指
導

料
算

定
に

注
力

し
、

年
度

目
標

達
成

に
至

っ
た

。
医

療
技

術
局

は
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

リ
ハ

ビ
リ

や
栄

養
管

理
、

臨
床

工
学

業
務

で
に

お
い

て
経

営
、

運
営

効
率

を
上

げ
る

た
め

に
時

間
外

業
務

を
計

画
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
以

下
の

施
策

を
行

う

4
指

標
で

あ
る

医
師

数
、

看
護

師
離

職
率

に
つ

い
て

は
計

画
目

標
値

を
達

成
し

て
お

り
、

産
休

育
休

に
よ

り
不

足
が

ち
と

な
る

薬
剤

師
に

つ
い

て
増

員
し

、
事

務
職

も
２

名
増

員
し

た
。

ま
た

、
人

員
配

置
に

つ
い

て
は

コ
マ

ン
ド

セ
ン

タ
ー

導
入

に
よ

り
、

看
護

師
の

適
正

配
置

に
つ

な
げ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

◎
4

ア
 
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

 
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
人

材
の

確
保

（
量

の
確

保
）

と
機

能
充

実
 
・

拡
充

 
（

質
の

向
上

 
を

継
続

し
て

い
く

。
優

秀
な

人
材

を
確

保
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

①
 
働

き
方

改
革

に
則

し
た

勤
務

体
制

を
確

保
す

る
。

②
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

 
高

度
急

性
期

・
 
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
う

え
で

必
要

な
医

師
を

確
保

す
る

。

ア
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
人

材
の

確
保

（
量

の
確

保
）

と
機

能
充

実
・

拡
充

（
質

の
向

上
）

を
継

続
し

て
い

く
。

優
秀

な
人

材
を

確
保

し
、

能
力

を
発

揮
で

き
る

働
き

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。

①
 
働

き
方

改
革

に
則

し
た

勤
務

体
制

を
確

保
す

る
。

②
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

う
え

で
必

要
な

医
師

を
確

保
す

る
。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
以

下
の

施
策

を
行

う
。

ア
　

令
和

7
度

年
の

常
勤

医
師

数
（

専
攻

医
を

含
む

）
に

つ
い

て
は

、
計

画
値

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
し

か
し

、
1
1
月

よ
り

循
環

器
当

直
が

発
足

し
て

当
直

ラ
イ

ン
が

1
系

統
増

え
た

こ
と

も
あ

り
、

更
な

る
医

師
の

増
員

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

中
期

目
標

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

医
療

水
準

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
優

秀
な

医
師

、
看

護
師

及
び

医
療

技
術

職
員

の
安

定
確

保
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
病

院
特

有
の

事
務

に
精

通
し

た
職

員
を

確
保

し
、

事
務

部
門

の
職

務
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
各

診
療

科
や

入
院

・
外

来
の

人
員

配
置

を
適

切
に

行
い

、
効

率
的

・
効

果
的

な
業

務
運

営
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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イ
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

自
ら

課
題

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
に

病
院

運
営

の
中

核
を

担
っ

て
い

け
る

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

イ
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

自
ら

課
題

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
に

病
院

運
営

の
中

核
を

担
っ

て
い

け
る

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

・
薬

剤
師

、
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
人

材
の

確
保

に
努

め
る

。

イ
　

事
務

職
は

、
令

和
7
年

度
は

新
規

採
用

1
名

と
中

途
採

用
1
名

を
確

保
し

た
。

ま
た

令
和

8
年

度
に

向
け

、
中

途
採

用
含

め
5
名

を
採

用
し

た
。

将
来

を
見

据
え

、
適

正
な

年
代

構
成

を
考

慮
し

な
が

ら
人

材
確

保
に

努
め

た
。

ウ
　

以
下

、
各

局
ご

と
の

状
況

を
記

載
す

る
。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
働

き
続

け
る

こ
と

の
で

き
る

環
境

の
整

備
、

非
常

勤
嘱

託
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

体
制

強
化

に
必

要
な

人
員

確
保

に
努

め
る

。

・
薬

剤
師

、
 
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
 
人

材
の

確
保

に
努

め
る

。

ウ
 
適

切
か

つ
弾

力
的

な
人

員
配

置
ウ

 
適

切
か

つ
弾

力
的

な
人

員
配

置

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
働

き
続

け
る

こ
と

の
で

き
る

環
境

の
整

備
、

非
常

勤
嘱

託
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

体
制

 
強

化
 
に

必
要

な
人

員
確

保
に

努
め

る
。
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1
)
 
医

師
の

時
間

外
労

働
上

限
規

制
を

遵
守

し
つ

つ
、

夕
刻

の
紹

介
お

よ
び

救
急

患
者

等
へ

の
対

応
を

実
現

す
る

た
め

、
時

差
出

勤
を

導
入

す
る

準
備

を
行

っ
た

。
令

和
8
年

度
よ

り
一

部
の

診
療

科
で

導
入

さ
れ

て
い

る
。

1
）

医
務

局
医

師
の

働
き

方
改

革
に

か
か

る
時

間
外

勤
務

縮
減

に
つ

い
て

、
医

師
数

の
増

加
を

図
る

こ
と

に
加

え
、

業
務

の
効

率
化

の
た

め
に

シ
フ

ト
勤

務
な

ど
勤

務
時

間
帯

の
見

直
し

や
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

の
導

入
な

ど
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

の
勤

務
時

間
を

含
め

た
個

人
別

・
月

別
の

時
間

外
勤

務
の

実
態

把
握

、
医

師
間

の
タ

ス
ク

シ
ェ

ア
、

他
職

種
へ

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
、

当
直

許
可

申
請

、
３

６
協

定
の

締
結

、
市

民
・

患
者

へ
の

働
き

方
改

革
へ

の
協

力
依

頼
等

を
進

め
て

い
く

。
引

き
続

き
勤

務
環

境
の

改
善

、
時

間
外

勤
務

縮
減

の
取

組
を

推
し

進
め

、
時

間
外

・
休

日
勤

務
が

、
年

間
９

６
０

時
間

を
超

え
る

医
師

は
生

じ
な

い
よ

う
に

取
組

を
進

め
、

都
道

府
県

知
事

へ
の

特
定

労
務

管
理

対
象

機
関

と
し

て
の

指
定

申
請

は
行

わ
な

い
。

ま
た

、
医

師
の

他
病

院
へ

の
派

遣
に

つ
い

て
、

圏
域

に
お

い
て

派
遣

ニ
ー

ズ
が

な
い

た
め

実
施

し
て

い
な

い
が

、
今

後
の

状
況

に
応

じ
て

検
討

す
る

。

1
)
医

務
局

医
師

の
働

き
方

改
革

に
か

か
る

時
間

外
勤

務
縮

減
に

つ
い

て
、

医
師

数
の

増
加

を
図

る
こ

と
に

加
え

、
業

務
の

効
率

化
の

た
め

に
シ

フ
ト

勤
務

な
ど

勤
務

時
間

帯
の

見
直

し
や

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

な
ど

柔
軟

な
勤

務
体

制
の

構
築

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

他
の

医
療

機
関

で
の

勤
務

時
間

を
含

め
た

個
人

別
・

月
別

の
時

間
外

勤
務

の
実

態
把

握
、

医
師

間
の

タ
ス

ク
シ

ェ
ア

、
他

職
種

へ
の

タ
ス

ク
シ

フ
ト

、
当

直
許

可
申

請
、

３
６

協
定

の
締

結
、

市
民

・
患

者
へ

の
働

き
方

改
革

へ
の

協
力

依
頼

等
を

進
め

て
い

く
。

引
き

続
き

勤
務

環
境

の
改

善
、

時
間

外
勤

務
縮

減
の

取
組

を
推

し
進

め
、

時
間

外
・

休
日

勤
務

が
、

年
間

９
６

０
時

間
を

超
え

る
医

師
は

生
じ

な
い

よ
う

に
取

組
を

進
め

、
都

道
府

県
知

事
へ

の
特

定
労

務
管

理
対

象
機

関
と

し
て

の
指

定
申

請
は

行
わ

な
い

。
ま

た
、

医
師

の
他

病
院

へ
の

派
遣

に
つ

い
て

、
圏

域
に

お
い

て
派

遣
ニ

ー
ズ

が
な

い
た

め
実

施
し

て
い

な
い

が
、

今
後

の
状

況
に

応
じ

て
検

討
す

る
。
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3
)
 
薬

務
部

を
令

和
７

年
度

か
ら

薬
務

局
と

し
、

薬
務

局
は

薬
剤

師
5
名

の
確

保
と

育
成

に
注

力
し

た
。

な
お

も
産

休
育

休
が

増
え

、
定

数
に

は
達

し
て

い
な

い
が

、
育

成
と

効
率

的
・

効
果

的
な

配
置

に
よ

り
、

令
和

6
年

度
に

比
べ

算
定

の
総

点
数

を
増

や
し

た
。

ま
た

、
医

薬
品

の
安

定
供

給
が

難
し

い
社

会
情

勢
の

中
、

適
切

な
医

療
を

妨
げ

る
こ

と
な

く
、

医
師

と
協

働
し

な
が

ら
、

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
尽

力
し

た
。

2
)
 
育

児
・

介
護

支
援

の
充

実
に

よ
る

利
用

者
が

増
加

し
た

こ
と

、
多

様
な

働
き

方
の

選
択

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

が
実

現
し

た
こ

と
が

離
職

率
の

低
下

に
つ

な
が

っ
た

。
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
を

令
和

7
年

1
0
月

よ
り

本
格

稼
働

さ
せ

、
看

護
師

の
適

正
配

置
が

可
能

と
な

っ
た

。

2
）

看
護

局
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
（

※
）

運
用

に
よ

り
、

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

患
者

数
や

業
務

内
容

及
び

診
療

報
酬

に
対

応
出

来
る

適
正

配
置

に
努

め
る

と
同

時
に

、
短

時
間

勤
務

や
１

２
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

※
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
＝

病
院

内
の

多
種

多
様

な
デ

ー
タ

を
包

括
的

に
解

析
、

分
析

す
る

こ
と

で
、

患
者

の
入

退
院

を
最

適
化

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
医

療
D
X
ツ

ー
ル

3
）

薬
務

部
（

薬
務

局
へ

の
格

上
げ

を
検

討
す

る
）

医
療

の
質

を
向

上
す

る
べ

く
、

患
者

に
対

す
る

薬
物

治
療

に
適

切
な

介
入

を
行

い
貢

献
す

る
た

め
の

人
員

配
置

を
行

う
。

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
務

め
る

と
と

も
に

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

、
患

者
支

援
拡

充
に

必
要

な
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

配
置

を
検

討
す

る
。

2
)
看

護
局

コ
マ

ン
ド

セ
ン

タ
ー

運
用

に
よ

り
、

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

患
者

数
や

業
務

内
容

及
び

診
療

報
酬

に
対

応
出

来
る

適
正

配
置

に
努

め
る

と
同

時
に

、
短

時
間

勤
務

や
１

２
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

※
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
＝

病
院

内
の

多
種

多
様

な
デ

ー
タ

を
包

括
的

に
解

析
、

分
析

す
る

こ
と

で
、

患
者

の
入

退
院

を
最

適
化

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
医

療
D
X
ツ

ー
ル

3
)
薬

務
部

（
薬

務
局

へ
の

格
上

げ
を

検
討

す
る

）
医

療
の

質
を

向
上

す
る

べ
く

、
患

者
に

対
す

る
薬

物
治

療
に

適
切

な
介

入
を

行
い

貢
献

す
る

た
め

の
人

員
配

置
を

行
う

。
院

内
で

の
医

薬
品

の
安

全
管

理
と

適
正

な
供

給
に

務
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
診

療
報

酬
算

定
に

よ
る

収
益

増
、

患
者

支
援

拡
充

に
必

要
な

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
配

置
を

検
討

す
る

。
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【
指

標
】

5
)
法

人
本

部
・

 
事

務
局

今
後

も
持

続
可

能
な

事
務

職
員

の
適

正
配

置
を

進
め

る
。

将
来

的
な

人
材

育
成

を
見

据
え

た
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

て
い

く
。

4
）

医
療

技
術

局
就

業
規

則
に

定
め

ら
れ

た
、

医
療

技
術

局
職

員
の

勤
務

時
間

を
柔

軟
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

各
科

、
係

の
業

務
形

態
に

合
わ

せ
た

弾
力

的
な

人
員

配
置

を
行

い
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

検
討

す
る

。

4
)
 
放

射
線

技
術

科
や

臨
床

検
査

第
1
・

2
科

で
は

、
電

子
カ

ル
テ

に
あ

わ
せ

た
部

門
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
よ

り
、

主
に

担
当

す
る

職
員

が
一

時
的

に
時

間
外

業
務

が
増

加
し

た
。

両
科

で
は

属
人

化
し

て
い

る
業

務
も

あ
り

、
効

果
的

な
立

案
、

管
理

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

引
き

続
き

、
各

科
、

係
の

業
務

形
態

に
合

わ
せ

た
弾

力
的

な
人

員
配

置
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

検
討

す
る

。

5
)
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

将
来

を
見

据
え

た
体

制
構

築
を

図
る

観
点

か
ら

、
若

年
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
採

用
活

動
を

行
い

、
年

間
を

通
じ

て
中

途
採

用
試

験
を

実
施

し
た

。
結

果
と

し
て

、
令

和
7
年

度
新

規
採

用
1
名

の
み

で
あ

っ
た

。
残

念
な

が
ら

退
職

者
も

出
た

た
め

、
次

年
度

の
新

規
採

用
含

め
、

引
き

続
き

採
用

活
動

を
継

続
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

医
師

数
は

計
画

値
を

超
え

、
臨

床
研

修
医

へ
の

応
募

も
1
0
0
名

を
超

え
た

。
一

方
、

看
護

師
離

職
率

に
つ

い
て

は
、

育
児

・
介

護
支

援
制

度
の

充
実

な
ど

に
よ

り
、

1
0
％

を
切

っ
た

。
ま

た
、

産
休

育
休

に
よ

り
不

足
が

ち
で

あ
っ

た
薬

剤
師

に
つ

い
て

も
増

員
し

、
薬

剤
指

導
料

算
定

を
増

や
す

こ
と

で
、

医
療

の
質

向
上

に
適

切
に

つ
な

げ
た

。
人

員
配

置
に

つ
い

て
は

、
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
導

入
に

よ
り

、
看

護
師

の
病

棟
ご

と
の

忙
し

さ
の

数
値

化
を

図
り

、
日

々
の

応
援

態
勢

に
活

用
し

て
い

る
。

計
画

値
を

ク
リ

ア
し

、
薬

剤
師

の
確

保
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

評
価

は
「

4
」

と
し

5
）

法
人

本
部

・
事

務
局

今
後

も
持

続
可

能
な

事
務

職
員

の
適

正
配

置
を

進
め

る
。

将
来

的
な

人
材

育
成

を
見

据
え

た
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

て
い

く
。

4
)
医

療
技

術
局

就
業

規
則

に
定

め
ら

れ
た

、
医

療
技

術
局

職
員

の
勤

務
時

間
を

柔
軟

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
各

科
、

係
の

業
務

形
態

に
合

わ
せ

た
弾

力
的

な
人

員
配

置
を

行
い

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

業
務

運
営

を
検

討
す

る
。

令
和

6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計
画

令
和

7
年

度
実

績
達

成
率

1
6
5

1
6
0

1
6
0

1
7
1

1
0
6
.
9
%

1
1
.
0

1
0
％

以
内

1
0
％

以
内

9
.
8

達
成

項
目

医
師
数

（
専

攻
医

含
む

）
（

人
）

看
護
師

離
職

率
（

％
）
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

2
）

人
材

の
育

成

イ
　

令
和

7
年

度
は

新
規

取
得

の
指

導
医

数
が

計
画

値
に

達
し

た
。

指
導

医
の

総
数

は
前

年
度

よ
り

増
え

た
が

、
計

画
値

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

ア
　

質
の

高
い

医
療

の
提

供
の

た
め

優
秀

な
人

材
確

保
、

定
着

、
育

成
に

引
き

続
き

努
め

て
お

り
、

臨
床

研
修

医
の

応
募

は
1
0
0
名

を
超

え
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

専
攻

医
も

前
年

度
か

ら
3
名

増
え

て
2
7
名

と
な

っ
て

お
り

、
当

セ
ン

タ
ー

の
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
の

成
果

と
言

え
る

。
ま

た
、

昨
年

同
様

、
看

護
師

採
用

に
お

い
て

、
当

セ
ン

タ
ー

の
研

修
制

度
に

魅
力

を
感

じ
て

い
る

者
は

多
く

、
ま

た
、

見
学

等
で

後
輩

を
指

導
す

る
現

場
を

見
て

魅
力

を
感

じ
る

者
も

多
い

こ
と

か
ら

も
、

看
護

師
の

研
修

制
度

や
指

導
体

制
が

評
価

さ
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

4
4

指
標

の
う

ち
、

指
導

医
の

延
数

は
計

画
目

標
値

を
わ

ず
か

に
達

成
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

前
年

度
比

で
は

増
加

し
、

新
規

取
得

数
は

計
画

目
標

値
を

達
成

し
た

。
も

う
１

つ
の

指
標

で
あ

る
診

療
看

護
師

、
専

門
・

認
定

看
護

師
、

認
定

看
護

管
理

者
、

特
定

行
為

看
護

師
の

数
は

計
画

目
標

値
を

達
成

し
た

。
ま

た
、

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
や

学
会

・
研

修
会

へ
の

参
加

促
進

等
、

職
種

に
応

じ
た

人
材

育
成

を
行

っ
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

イ
 
医

務
局

医
師

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
修

医
制

度
及

び
専

門
医

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
医

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

指
導

医
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。

ア
 
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

ア
 
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

イ
 
医

務
局

医
師

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
修

医
制

度
及

び
専

門
医

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
医

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

指
導

医
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。

中
期

目
標

職
員

の
職

務
能

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

な
ど

役
割

に
応

じ
た

多
様

な
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

を
戦

略
的

・
計

画
的

に
行

う
こ

と
。

特
に

、
職

員
の

意
識

改
革

を
図

る
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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ウ
　

診
療

看
護

師
の

育
成

・
採

用
に

は
至

っ
て

い
な

い
が

、
専

門
看

護
師

・
認

定
看

護
師

・
認

定
看

護
管

理
者

・
特

定
看

護
師

は
育

成
を

促
進

し
、

増
加

し
た

。

最
新

の
知

識
・

技
術

の
取

得
に

繋
が

る
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
を

促
し

、
計

画
的

に
有

資
格

者
を

増
や

す
。

ウ
 
看

護
局

看
護

師
･
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

患
者

・
家

族
に

良
質

で
効

率
的

な
医

療
を

提
供

す
る

チ
ー

ム
医

療
の

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

と
と

も
に

、
医

療
の

質
の

確
保

、
地

域
と

の
切

れ
目

の
な

い
ケ

ア
の

推
進

に
向

け
活

動
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
診

療
看

護
師

（
N
u
r
s
e

P
r
a
c
t
i
t
i
o
n
e
r
:
N
P
）

、
専

門
看

護
師

、
認

定
看

護
師

及
び

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
看

護
師

の
特

定
行

為
研

修
指

定
研

修
機

関
と

し
て

、
特

定
行

為
を

行
う

看
護

師
の

養
成

に
取

り
組

む
。

最
新

の
知

識
・

 
技

術
の

取
得

に
繋

が
る

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
促

し
、

計
画

的
に

有
資

格
者

を
増

や
す

。

ウ
 
看

護
局

看
護

師
･
 
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

患
者

・
家

族
に

良
質

で
効

率
的

な
医

療
を

提
供

す
る

チ
ー

ム
医

療
の

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

と
と

も
に

、
医

療
の

質
の

確
保

、
地

域
と

の
切

れ
目

の
な

い
ケ

ア
の

推
進

に
向

け
活

動
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
診

療
看

護
師

(
N
u
r
s
e

P
r
a
c
t
i
t
i
o
n
e
r
:
N
P
）

、
専

門
看

護
師

、
認

定
看

護
師

及
び

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
看

護
師

の
特

定
行

為
研

修
指

定
研

修
機

関
と

し
て

、
特

定
行

為
を

行
う

看
護

師
の

養
成

に
取

り
組

む
。

認
定

看
護

師
及

び
認

定
看

護
管

理
者

の
育

成
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

看
護

師
の

特
定

行
為

研
修

指
定

研
修

機
関

と
し

て
、

特
定

行
為

を
行

う
看

護
師

の
養

成
に

取
り

組
む

。
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エ
 
薬

務
部

（
薬

務
局

へ
の

格
上

げ
を

検
討

す
る

）
薬

剤
師

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

師
研

修
制

度
の

動
向

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
、

若
手

薬
剤

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

専
門

薬
剤

師
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

新
人

薬
剤

師
教

育
や

実
務

実
習

生
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
を

推
進

す
る

。
オ

 
医

療
技

術
局

医
療

技
術

局
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

領
域

の
専

門
技

師
・

認
定

技
師

等
の

資
格

取
得

、
資

格
維

持
に

繋
が

る
各

種
学

会
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

医
療

技
術

職
と

し
て

、
専

門
的

な
知

識
と

技
術

を
高

め
、

 
最

新
の

医
療

技
術

、
医

療
機

器
に

対
応

で
き

る
人

材
育

成
に

取
り

組
む

。

オ
　

医
療

技
術

局
各

科
係

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
に

学
会

発
表

や
各

種
学

会
に

参
加

す
る

と
共

に
、

各
種

専
門

技
師

、
認

定
技

師
の

新
た

な
資

格
取

得
者

や
更

新
者

が
増

え
、

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

エ
　

薬
務

部
を

令
和

７
年

度
か

ら
薬

務
局

と
し

、
薬

務
局

は
人

材
育

成
に

関
し

、
学

会
発

表
（

5
回

）
や

学
会

・
研

修
会

へ
の

参
加

推
進

を
継

続
し

、
の

べ
約

2
5
名

の
各

種
認

定
・

専
門

薬
剤

師
が

在
籍

し
て

い
る

。

オ
 
医

療
技

術
局

医
療

技
術

局
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

領
域

の
専

門
技

師
・

認
定

技
師

等
の

資
格

取
得

、
資

格
維

持
に

繋
が

る
各

種
学

会
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

医
療

技
術

職
と

し
て

、
専

門
的

な
知

識
と

技
術

を
高

め
、

最
新

の
医

療
技

術
、

医
療

機
器

に
対

応
で

き
る

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

カ
　

管
理

職
を

含
め

、
人

事
異

動
に

よ
り

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

と
体

制
強

化
を

図
っ

た
。

ま
た

、
全

国
自

治
体

病
院

学
会

で
の

発
表

や
各

種
研

修
会

に
積

極
的

に
参

加
し

、
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。
若

年
層

の
職

員
の

育
成

を
目

的
と

し
て

課
を

跨
ぐ

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

重
点

施
策

を
担

う
所

属
は

人
員

の
増

員
を

図
っ

た
。

カ
 
法

人
本

部
・

 
事

務
局

計
画

的
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

 
を

進
め

、
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

と
院

内
の

連
携

強
化

を
図

り
、

広
い

視
野

で
病

院
全

体
を

見
渡

す
こ

と
が

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。

カ
 
法

人
本

部
・

事
務

局
計

画
的

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

、
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

と
院

内
の

連
携

強
化

を
図

り
、

広
い

視
野

で
病

院
全

体
を

見
渡

す
こ

と
が

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。

エ
 
薬

務
部

（
薬

務
局

へ
の

格
上

げ
を

検
討

す
る

）
薬

剤
師

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

師
研

修
制

度
の

動
向

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
、

若
手

薬
剤

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

専
門

薬
剤

師
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

新
人

薬
剤

師
教

育
や

実
務

実
習

生
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
を

推
進

す
る

。
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【
指

標
】

（
自

己
評

価
理

由
）

研
修

に
つ

い
て

は
、

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

て
職

員
全

体
へ

の
実

施
を

行
っ

て
い

る
が

、
実

施
時

期
が

年
度

の
後

半
に

集
中

し
て

い
る

課
題

を
今

後
は

解
消

し
て

い
く

。
看

護
局

に
お

い
て

は
、

ラ
ダ

ー
教

育
な

ど
を

計
画

的
に

実
施

し
、

ま
た

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
等

の
育

成
を

行
い

、
資

格
者

の
数

は
計

画
値

を
超

え
た

。
ま

た
、

事
務

局
も

若
手

の
ロ

ー
テ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

育
成

を
図

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
評

価
は

「
4
」

と
し

た
。

令
和
6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7
年

度
実

績
達

成
率

3
5

5
5

1
0
0
%

1
0
3
.
6
%

診
療

看
護

師
（

Ｎ
Ｐ

）
、

専
門

・
認

定
看

護
師

、
認
定

看
護

管
理

者
、

特
定

行
為

看
護

師
数

（
人
）

5
4

5
5

指
導

医
数

（
人

）
※

延
数

（
領
域

ご
と

に
カ

ウ
ン

ト
）

1
7
1

1
8
0

1
8
0

1
7
4

項
目

9
6
.
7
%

5
5

5
7

（
う

ち
新

規
取

得
数

）
（

人
）
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

3
）

人
事

給
与

制
度

ア
 
中

期
計

画
の

実
現

に
向

け
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、

人
材

育
成

、
経

営
意

識
の

向
上

を
柱

と
し

た
、

人
事

評
価

制
度

の
構

築
に

取
り

組
む

。

イ
 
職

員
給

与
の

適
正

化
に

向
け

て
、

同
規

模
病

院
を

参
考

に
持

続
可

能
な

給
与

制
度

を
構

築
し

、
職

員
一

人
一

人
が

働
き

甲
斐

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
営

状
況

や
人

事
評

価
等

に
よ

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
す

る
。

ウ
 
働

き
方

改
革

の
推

進
に

向
け

て
、

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
と

労
働

時
間

の
適

正
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

特
に

、
長

時
間

労
働

に
起

因
す

る
健

康
障

害
の

防
止

に
努

め
る

。

3

ウ
 
働

き
方

改
革

の
推

進
に

向
け

て
、

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
と

労
働

時
間

の
適

正
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

特
に

、
長

時
間

労
働

に
起

因
す

る
健

康
障

害
の

防
止

に
努

め
る

。

イ
 
職

員
給

与
の

適
正

化
に

向
け

て
、

同
規

模
病

院
を

参
考

に
持

続
可

能
な

給
与

制
度

を
構

築
し

、
職

員
一

人
一

人
が

働
き

甲
斐

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
営

状
況

や
人

事
評

価
等

に
よ

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
す

る
。

ア
 
中

期
計

画
の

実
現

に
向

け
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、

人
材

育
成

、
経

営
意

識
の

向
上

を
柱

と
し

た
、

人
事

評
価

制
度

の
構

築
に

取
り

組
む

。

指
標

で
あ

る
人

事
評

価
制

度
は

引
き

続
き

実
施

し
、

物
価

高
騰

等
の

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

た
給

与
改

定
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
や

最
優

秀
研

修
医

等
の

表
彰

に
取

り
組

ん
だ

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

　
人

事
評

価
制

度
の

定
着

と
浸

透
を

図
り

な
が

ら
、

制
度

の
運

用
を

継
続

し
て

い
る

。
進

捗
の

遅
れ

が
見

ら
れ

る
と

、
本

人
及

び
所

属
長

に
連

絡
し

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

進
む

よ
う

努
め

た
。

イ
　

物
価

高
騰

お
よ

び
民

間
給

与
の

水
準

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

「
診

療
報

酬
に

お
け

る
ベ

ー
ス

ア
ッ

プ
評

価
料

」
及

び
「

令
和

7
年

度
厚

生
労

働
省

補
正

予
算

（
医

療
分

野
に

お
け

る
賃

上
げ

・
物

価
上

昇
に

お
け

る
支

援
）

」
を

活
用

し
、

令
和

7
年

4
月

に
遡

及
し

て
医

療
従

事
者

の
賃

上
げ

を
実

施
し

た
。

ウ
　

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
日

数
を

労
働

安
全

衛
生

委
員

会
及

び
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
等

推
進

委
員

会
に

報
告

し
取

得
促

進
に

努
め

た
。

長
時

間
労

働
が

見
込

ま
れ

る
職

員
に

対
し

て
は

、
医

療
法

に
基

づ
き

面
接

指
導

を
実

施
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
職

員
の

業
務

や
能

力
を

適
切

に
評

価
で

き
る

人
事

評
価

制
度

の
構

築
を

検
討

す
る

こ
と

。
イ

 
職

員
の

給
与

は
、

当
該

職
員

の
勤

務
成

績
や

法
人

の
業

務
実

績
を

考
慮

し
、

か
つ

、
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
さ

せ
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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【
指

標
】

エ
 
優

秀
な

成
績

を
残

し
た

所
属

や
職

員
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

組
織

の
活

性
化

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

。

エ
 
優

秀
な

成
績

を
残

し
た

所
属

や
職

員
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

組
織

の
活

性
化

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

。

（
自

己
評

価
理

由
）

人
事

評
価

制
度

は
引

き
続

き
実

施
し

て
お

り
、

職
員

へ
の

給
与

に
つ

い
て

も
、

厳
し

い
経

営
状

況
で

は
あ

っ
た

が
、

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

給
与

改
定

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

エ
　

臨
床

研
修

管
理

委
員

会
主

導
で

投
票

を
行

い
、

最
優

秀
研

修
医

（
１

年
次

・
２

年
次

）
及

び
最

優
秀

指
導

医
の

表
彰

を
行

っ
た

。
ま

た
診

療
録

管
理

委
員

会
よ

り
ベ

ス
ト

カ
ル

テ
表

彰
を

実
施

し
た

。

令
和

6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

実
施

継
続

継
続

実
施

人
事

評
価

制
度

の
実

施

項
目
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

4
）

職
員

満
足

度
の

向
上

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

向
け

、
就

労
環

境
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
子

育
て

や
介

護
に

資
す

る
制

度
に

つ
い

て
、

利
用

者
だ

け
で

は
な

く
全

て
の

職
員

が
理

解
を

深
め

、
多

様
な

働
き

方
を

認
め

合
い

、
制

度
の

利
用

と
職

場
復

帰
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。
・

外
来

診
療

に
お

い
て

国
（

診
療

報
酬

制
度

）
が

進
め

て
い

る
 
紹

介
に

よ
る

「
専

門
外

来
の

確
保

」
及

び
 
「

一
般

再
来

外
来

の
縮

小
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

向
け

、
就

労
環

境
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
子

育
て

や
介

護
に

資
す

る
制

度
に

つ
い

て
、

利
用

者
だ

け
で

は
な

く
全

て
の

職
員

が
理

解
を

深
め

、
多

様
な

働
き

方
を

認
め

合
い

、
制

度
の

利
用

と
職

場
復

帰
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。
・

外
来

診
療

に
お

い
て

国
（

診
療

報
酬

制
度

）
が

進
め

て
い

る
紹

介
に

よ
る

「
専

門
外

来
の

確
保

」
及

び
「

一
般

再
来

外
来

の
縮

小
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。中
期

目
標

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

働
き

や
す

い
就

労
環

境
の

整
備

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
職

員
が

満
足

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
定

期
的

に
測

定
し

、
適

切
に

評
価

す
る

こ
と

。
 
 
 
ま

た
、

そ
の

結
果

を
現

場
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
職

員
が

明
確

な
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

支
援

す
る

と
と

も
に

、
自

己
研

鑚
を

推
進

す
る

こ
と

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

指
標

は
全

て
計

画
目

標
値

を
達

成
ま

た
は

上
回

っ
た

。
ま

た
、

職
員

満
足

度
調

査
で

収
集

し
た

課
題

を
所

属
長

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

改
善

を
促

し
、

専
門

性
向

上
の

た
め

の
「

資
格

業
務

手
当

」
を

継
続

し
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

4
4

ア
　

職
員

の
仕

事
と

育
児

・
介

護
を

両
立

で
き

る
職

場
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
育

児
・

介
護

休
業

法
等

が
改

正
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

所
要

の
改

正
を

行
っ

た
。

・
医

師
の

働
き

方
改

革
に

よ
る

時
間

外
の

上
限

規
制

適
用

に
伴

い
、

3
6
協

定
の

遵
守

お
よ

び
医

師
の

意
識

改
革

を
図

る
た

め
、

一
定

の
時

間
外

時
間

に
達

し
た

職
員

を
対

象
に

、
月

途
中

と
月

初
め

に
ア

ラ
ー

ト
を

発
出

し
た

。

・
医

療
従

事
者

負
担

軽
減

委
員

会
に

お
い

て
、

医
療

従
事

者
負

担
軽

減
計

画
を

策
定

し
タ

ス
ク

シ
フ

ト
を

推
進

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

改
善

を
図

っ
た

。
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【
指

標
】

ウ
 
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
設

け
、

各
職

種
の

専
門

、
認

定
資

格
取

得
を

促
進

し
、

患
者

に
質

の
高

い
医

療
 
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

育
児

・
介

護
休

業
法

等
が

改
正

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
所

要
の

改
正

を
適

切
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

医
師

の
時

間
外

削
減

に
向

け
、

早
期

に
ア

ラ
ー

ト
を

発
出

す
る

な
ど

、
き

め
細

か
く

意
識

づ
け

を
行

っ
た

。
職

員
満

足
度

調
査

を
行

い
、

課
題

に
つ

い
て

は
所

属
長

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

改
善

を
促

し
た

。
ま

た
、

専
門

性
向

上
の

た
め

の
「

資
格

業
務

手
当

」
を

継
続

し
て

支
給

し
て

い
る

こ
と

か
ら

も
、

評
価

は
「

4
」

と
し

た
。

ウ
 
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
設

け
、

各
職

種
の

専
門

、
認

定
資

格
取

得
を

促
進

し
、

患
者

に
質

の
高

い
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

イ
 
職

員
満

足
度

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
職

員
の

意
見

、
要

望
を

よ
り

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

イ
 
職

員
満

足
度

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
職

員
の

意
見

、
要

望
を

よ
り

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

。

ウ
　

よ
り

専
門

的
な

技
術

の
取

得
や

知
識

の
向

上
を

目
的

と
し

て
取

得
し

た
専

門
・

認
定

資
格

に
対

し
、

「
資

格
業

務
手

当
」

を
継

続
し

て
支

給
し

た
。

・
令

和
7
年

度
の

新
規

申
込

件
数

は
2
8
件

と
、

前
年

度
の

2
5
件

を
わ

ず
か

に
上

回
っ

た
。

2
か

月
に

1
回

の
定

例
会

議
を

実
施

し
、

保
育

所
の

運
営

状
況

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

っ
た

。
イ

　
職

員
満

足
度

調
査

の
結

果
を

経
年

比
較

し
、

課
題

傾
向

の
分

析
を

行
っ

た
う

え
で

、
委

員
会

に
お

い
て

改
善

に
向

け
た

協
議

を
実

施
し

た
。

特
に

評
価

低
下

が
見

ら
れ

た
項

目
や

例
年

同
様

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
項

目
に

つ
い

て
、

各
部

署
へ

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

所
属

ご
と

に
改

善
策

の
検

討
・

実
践

に
つ

な
げ

た
。

令
和

6年
度

実
績

第
3期

中
期

計
画

令
和

7年
度

計
画

令
和

7年
度

実
績

達
成

率

77
.1

78
.0

78
.0

80
.7

10
3.

5%

63
％

60
％

以
上

60
％

以
上

62
％

〇

14
0.

8%

※
令

和
6年

度
よ

り
時

間
外

、
休

日
、

深
夜

の
緊

急
医

療
へ

の
対

応
に

つ
い

て
９

６
０

時
間

ま
で

認
め

る
こ

と
と

し
た

。

有
給

休
暇

取
得

率
（

％
）

項
目

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
医

師
）

時
間

外
労

働
年

72
0時

間
超

え
の

医
師

数
（

％
）

※
7.

5
10

.0
10

.0
7.

1
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
1
 
経

営
基

盤
の

確
立

法
人

化
２

年
目

の
平

成
３

０
年

度
に

経
常

収
支

を
黒

字
化

し
、

以
降

、
令

和
２

年
度

か
ら

４
年

度
ま

で
の

３
年

間
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

補
助

金
も

活
用

し
な

が
ら

、
黒

字
経

営
を

継
続

し
た

。
令

和
４

年
度

末
に

は
利

益
剰

余
金

が
３

３
億

円
に

達
し

、
安

定
し

た
経

営
基

盤
を

築
い

た
と

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

令
和

５
年

度
は

赤
字

に
転

じ
た

た
め

、
経

営
の

立
て

直
し

を
図

り
、

収
益

増
の

た
め

の
設

備
投

資
等

を
行

い
、

令
和

１
２

年
度

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

法
人

化
２

年
目

の
平

成
３

０
年

度
に

経
常

収
支

を
黒

字
化

し
、

以
降

、
令

和
２

年
度

か
ら

４
年

度
ま

で
の

３
年

間
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

補
助

金
も

活
用

し
な

が
ら

、
黒

字
経

営
を

継
続

し
た

。
令

和
４

年
度

末
に

は
利

益
剰

余
金

が
３

３
億

円
に

達
し

、
安

定
し

た
経

営
基

盤
を

築
い

た
と

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

令
和

５
年

度
は

赤
字

に
転

じ
た

た
め

、
経

営
の

立
て

直
し

を
図

り
、

収
益

増
の

た
め

の
設

備
投

資
等

を
行

い
、

令
和

１
２

年
度

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

指
標

に
つ

い
て

、
経

常
収

支
比

率
、

医
業

収
支

比
率

と
も

に
計

画
を

達
成

で
き

ず
、

経
常

損
益

は
予

算
よ

り
３

億
円

以
上

、
前

年
度

比
で

約
８

億
９

千
万

円
の

悪
化

と
な

っ
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

２
」

と
し

た
。

2
2

中
期

目
標

ア
 
毎

年
度

の
経

常
収

支
比

率
を

改
善

す
る

こ
と

。
イ

 
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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【
指

標
】

ア
 
こ

れ
ま

で
に

整
備

し
た

人
的

及
び

物
的

な
医

療
資

源
を

最
大

限
有

効
活

用
し

、
従

来
の

経
営

指
標

に
加

え
、

運
営

費
負

担
金

の
影

響
を

除
外

し
た

修
正

医
業

収
支

比
率

や
実

質
収

益
対

経
営

費
用

比
率

な
ど

の
新

た
な

指
標

を
用

い
て

、
経

営
状

況
を

実
態

に
即

し
た

評
価

を
す

る
こ

と
で

、
収

支
改

善
を

加
速

さ
せ

る
。

ア
 
こ

れ
ま

で
に

整
備

し
た

人
的

及
び

物
的

な
医

療
資

源
を

最
大

限
有

効
活

用
し

、
従

来
の

経
営

指
標

に
加

え
、

運
営

費
負

担
金

の
影

響
を

除
外

し
た

修
正

医
業

収
支

比
率

な
ど

の
新

た
な

指
標

を
用

い
て

、
経

営
状

況
を

実
態

に
即

し
た

評
価

を
す

る
こ

と
で

、
収

支
改

善
を

加
速

さ
せ

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

物
価

高
、

人
件

費
増

等
に

よ
る

費
用

増
大

に
対

し
、

収
入

増
が

追
い

つ
い

て
い

な
い

。
こ

れ
ま

で
収

益
は

ず
っ

と
上

が
っ

て
き

て
い

る
が

、
令

和
7
年

度
の

入
院

医
療

提
供

額
は

前
年

度
を

下
回

っ
た

。
そ

の
結

果
、

経
常

損
益

は
、

予
算

よ
り

3
億

円
以

上
悪

化
し

た
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

2
」

と
し

た
。

ア
　

上
半

期
の

段
階

で
、

収
益

は
令

和
6
年

度
を

下
回

り
、

さ
ら

に
人

件
費

増
や

物
価

高
騰

、
電

子
カ

ル
テ

更
新

と
い

っ
た

大
き

な
支

出
も

あ
り

、
赤

字
額

が
昨

年
度

を
大

き
く

上
回

っ
た

。
患

者
確

保
に

努
め

、
新

入
院

患
者

数
は

計
画

に
達

し
た

が
、

平
均

在
院

日
数

の
減

少
に

よ
り

、
延

患
者

数
は

計
画

を
大

き
く

下
回

っ
た

。
そ

の
結

果
、

入
院

収
益

が
計

画
値

と
大

き
く

乖
離

し
、

経
常

損
益

は
計

画
よ

り
3
億

円
以

上
の

悪
化

と
な

っ
た

。
修

正
医

業
収

支
比

率
を

用
い

る
ま

で
も

な
く

、
収

支
悪

化
が

目
立

つ
結

果
と

な
っ

イ
 
資

金
計

画
に

基
づ

き
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
（

運
営

費
負

担
金

含
む

）
を

安
定

的
に

確
保

し
、

財
務

基
盤

の
安

定
化

を
図

る
。

イ
 
資

金
計

画
に

基
づ

き
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
（

運
営

費
負

担
金

含
む

を
安

定
的

に
確

保
し

、
財

務
基

盤
の

安
定

化
を

図
る

。

イ
　

令
和

7
年

度
の

資
金

計
画

に
対

し
、

収
益

悪
化

は
あ

っ
た

が
、

国
か

ら
の

補
助

金
増

と
、

次
年

度
予

定
し

て
い

た
借

入
金

の
一

部
に

つ
い

て
借

入
時

期
を

早
め

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

財
務

基
盤

の
安

定
化

は
図

ら
れ

た
。

た
だ

し
、

次
年

度
の

借
入

金
収

入
は

そ
の

分
減

収
と

な
る

。

令
和

6年
度

実
績

第
3期

中
期

計
画

令
和

7年
度

計
画

令
和

7年
度

実
績

達
成
率

94
.4

93
.8

92
.0

90
.7

98
.6
%

10
1.

9
10

0.
5

99
.8

95
.0

95
.2
%

96
.2

93
.9

93
.9

91
.6

97
.6
%

項
目

医
業

収
支

比
率

（
％

）

経
常

収
支

比
率

（
％

）

修
正

医
業

収
支

比
率

（
％

）

※
公

営
企

業
会

計
数

値
に

つ
い

て
は

、
営

業
＝

医
業

と
置

き
換

え
て

記
載

。
そ

の
他

医
業

（
医

業
外

）
収

益
の

中
に

運
営

費
負

担
金

（
他

会
計

負
担

金
）

収
益

は
含

め
ず

に
記

載
。

※
修

正
医

業
収

益
と

は
、

営
業

収
益

か
ら

運
営

費
負

担
金

等
収

益
を

除
い

た
収

益
で

、
修

正
医

業
収

支
比

率
と

は
、

修
正

医
業

収
益

の
営

業
費

用
に

占
め

る
割

合
を

い
う

。
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
2
 
収

入
の

確
保

ア
 
診

療
報

酬
制

度
改

定
に

迅
速

か
つ

適
正

に
対

応
し

、
施

設
基

準
や

管
理

加
算

な
ど

の
要

件
変

更
を

常
に

注
視

し
な

が
ら

、
必

要
な

人
材

を
確

保
す

る
な

ど
、

収
益

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

を
強

化
す

る
。

ア
 
診

療
報

酬
制

度
改

定
に

迅
速

か
つ

適
正

に
対

応
し

、
施

設
基

準
や

管
理

加
算

な
ど

の
要

件
変

更
を

常
に

注
視

し
な

が
ら

、
必

要
な

人
材

を
確

保
す

る
な

ど
、

収
益

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

を
強

化
す

る
。

イ
 
外

来
医

療
で

は
新

規
紹

介
患

者
数

を
、

入
院

医
療

で
は

新
規

入
院

患
者

数
を

最
重

要
 
業

績
評

価
 
指

標
（

K
P
I
）

と
し

、
外

来
初

診
患

者
数

と
新

入
院

患
者

数
の

増
加

に
最

大
限

努
め

る
。

退
院

支
援

を
強

化
し

、
病

床
回

転
率

の
向

上
を

 
図

る
と

と
も

に
、

入
院

単
価

の
向

上
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
正

化
な

ど
、

各
部

門
で

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

そ
の

達
成

状
況

を
 
定

期
的

に
確

認
す

る
 
こ

と
で

、
経

営
管

理
を

徹
底

す
る

。

イ
 
外

来
医

療
で

は
新

規
紹

介
患

者
数

を
、

入
院

医
療

で
は

新
規

入
院

患
者

数
を

最
重

要
業

績
評

価
指

標
（

K
P
I
）

と
し

、
外

来
初

診
患

者
数

と
新

入
院

患
者

数
の

増
加

に
最

大
限

努
め

る
。

退
院

支
援

を
強

化
し

、
病

床
回

転
率

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
入

院
単

価
の

向
上

や
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
適

正
化

な
ど

、
各

部
門

で
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
、

そ
の

達
成

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
こ

と
で

、
経

営
管

理
を

徹
底

す
る

。

◎
2

2
指

標
に

つ
い

て
、

入
院

診
療

提
供

額
は

計
画

目
標

値
を

達
成

し
な

か
っ

た
が

、
外

来
診

療
提

供
額

は
計

画
目

標
値

を
上

回
り

、
医

業
収

益
と

し
て

は
約

６
千

万
円

の
増

収
と

な
っ

た
。

新
規

加
算

算
定

の
た

め
の

人
員

配
置

や
医

学
管

理
料

の
算

定
漏

れ
防

止
の

た
め

の
運

用
フ

ロ
ー

の
見

直
し

、
室

料
差

額
や

文
書

料
の

見
直

し
を

実
施

し
た

。
ま

た
未

収
金

に
つ

い
て

も
発

生
防

止
と

発
生

し
た

未
収

金
へ

の
対

応
に

取
り

組
ん

で
い

る
も

の
の

、
令

和
７

年
度

は
前

年
度

よ
り

収
支

悪
化

す
る

結
果

と
な

っ
た

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

２
」

と
し

た
。

ア
　

診
療

報
酬

制
度

改
定

に
迅

速
か

つ
適

正
に

対
応

す
る

た
め

、
施

設
基

準
や

管
理

加
算

の
要

件
変

更
を

継
続

的
に

確
認

し
、

算
定

ル
ー

ル
や

業
務

フ
ロ

ー
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
改

定
内

容
に

応
じ

て
必

要
な

人
材

を
確

保
・

配
置

す
る

こ
と

で
、

新
規

加
算

や
既

存
加

算
の

算
定

維
持

を
図

り
、

収
益

向
上

に
つ

な
が

る
体

制
づ

く
り

を
強

化
し

て
い

る
。

イ
　

こ
の

数
年

、
新

入
院

・
新

患
を

最
重

要
業

績
評

価
指

標
と

し
て

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
適

正
化

や
Ｄ

Ｐ
Ｃ

Ⅱ
期

超
患

者
削

減
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

こ
れ

ま
で

は
、

そ
れ

に
よ

り
延

患
者

数
も

単
価

も
増

え
、

医
療

提
供

額
の

増
に

つ
な

が
っ

て
き

た
。

し
か

し
、

令
和

7
年

度
は

新
入

院
は

計
画

に
近

い
が

、
平

均
在

院
日

数
が

短
縮

さ
れ

、
延

患
者

数
が

伸
び

ず
、

単
価

の
上

昇
が

そ
れ

を
カ

バ
ー

で
き

な
く

な
っ

て
き

た
。

そ
の

た
め

、
新

入
院

の
増

に
取

り
組

み
な

が
ら

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

Ⅱ
期

以
内

で
の

退
院

に
つ

い
て

は
適

正
化

を
求

め
て

、
患

者
数

確
保

に
努

め
た

。
外

来
に

つ
い

て
も

、
紹

介
患

者
数

が
減

っ
て

い
る

診
療

科
に

対
し

て
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
の

促
進

、
救

急
搬

送
依

頼
が

減
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

消
防

局
へ

の
働

き
掛

け
も

適
時

行
っ

た
。

中
期

目
標

ア
 
法

改
正

や
診

療
報

酬
改

定
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

し
、

新
た

な
基

準
・

加
算

の
取

得
な

ど
に

よ
り

収
益

を
確

保
す

る
こ

と
。

イ
 
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

新
規

紹
介

患
者

の
増

加
を

図
り

、
新

規
入

院
患

者
の

増
加

及
び

病
床

利
用

率
の

向
上

に
よ

る
増

収
を

目
指

す
こ

と
。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
と

精
度

向
上

を
図

り
、

適
切

な
診

療
報

酬
の

請
求

に
努

め
る

こ
と

。
エ

 
未

収
金

の
未

然
防

止
対

策
及

び
早

期
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

オ
 
診

療
報

酬
に

よ
ら

な
い

料
金

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
原

価
や

周
辺

施
設

と
の

均
衡

な
ど

を
考

慮
し

、
適

時
、

適
切

な
改

定
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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【
指

標
】

ウ
 
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

し
、

精
度

の
高

い
診

療
報

酬
請

求
に

繋
げ

る
。

エ
 
未

収
金

の
適

切
な

防
止

と
回

収
・

患
者

に
対

す
る

入
院

時
の

説
明

の
徹

底
や

院
内

連
携

に
よ

り
、

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
督

促
や

滞
納

者
か

ら
の

承
認

書
の

徴
取

等
、

債
権

の
法

的
保

全
措

置
を

執
り

、
適

切
に

回
収

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
医

業
未

収
金

比
率

（
医

業
収

益
に

対
す

る
個

人
未

収
金

の
割

合
）

の
低

減
に

取
組

む
。

オ
 
診

療
報

酬
制

度
に

よ
ら

な
い

料
金

の
設

定
・

室
料

差
額

、
産

婦
人

科
関

係
料

金
、

文
書

料
な

ど
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

常
に

原
価

を
意

識
し

、
周

辺
医

療
機

関
と

の
比

較
検

討
を

行
っ

た
う

え
で

、
適

宜
見

直
し

を
行

う
。

ウ
 
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

し
、

精
度

の
高

い
診

療
報

酬
請

求
に

繋
げ

る
。

エ
 
未

収
金

の
適

切
な

防
止

と
回

収
・

患
者

に
対

す
る

入
院

時
の

説
明

の
徹

底
や

院
内

連
携

に
よ

り
、

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
督

促
や

滞
納

者
か

ら
の

承
認

書
の

徴
取

等
、

債
権

の
法

的
保

全
措

置
を

執
り

、
適

切
に

回
収

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
医

業
未

収
金

比
率

（
医

業
収

益
に

対
す

る
個

人
未

収
金

の
割

合
）

の
低

減
に

取
組

む
。

オ
 
診

療
報

酬
制

度
に

よ
ら

な
い

料
金

の
設

定
・

室
料

差
額

、
産

婦
人

科
関

係
料

金
、

文
書

料
な

ど
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

常
に

原
価

を
意

識
し

、
周

辺
医

療
機

関
と

の
比

較
検

討
を

行
っ

た
う

え
で

、
適

宜
見

直
し

を
行

う
。

エ
　

未
収

金
の

発
生

防
止

に
向

け
て

早
期

対
応

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

院
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
、

定
期

的
な

督
促

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
債

権
回

収
業

者
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
回

収
を

進
め

、
未

収
金

の
低

減
に

取
り

組
ん

だ
。

ウ
　

医
学

管
理

料
ナ

ビ
を

診
察

時
に

自
動

で
立

ち
上

が
る

設
定

と
し

た
こ

と
で

、
医

師
が

医
学

管
理

料
を

選
択

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
医

学
管

理
料

の
算

定
漏

れ
防

止
に

つ
な

が
る

と
と

も
に

、
オ

ー
ダ

ー
情

報
が

医
事

会
計

へ
円

滑
に

連
携

さ
れ

、
診

療
行

為
と

請
求

業
務

の
一

体
的

な
運

用
が

強
化

さ
れ

た
。

オ
　

室
料

差
額

お
よ

び
診

断
書

等
の

料
金

に
つ

い
て

、
原

価
や

他
医

療
機

関
の

料
金

水
準

を
踏

ま
え

て
検

証
を

行
い

、
料

金
改

定
に

取
り

組
ん

だ
。

そ
の

結
果

、
令

和
8
年

6
月

よ
り

新
料

金
を

適
用

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
今

後
も

周
辺

医
療

機
関

の
料

金
動

向
を

継
続

的
に

確
認

す
る

と
と

も
に

、
患

者
に

と
っ

て
よ

り
良

い
療

養
環

境
の

整
備

・
改

善
を

図
り

な
が

ら
、

実
態

に
即

し
た

適
切

な
料

金
改

定
を

行
う

。

令
和
6
年

度
実

績
第

3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和

7
年

度
実
績

達
成
率

1
2
,
9
4
1

1
5
,
2
8
4

1
3
,
4
91

1
2
,8
1
7

9
5
.
0
%

5
,
8
2
2

5
,7
5
4

5
,
7
2
6

6
,
0
0
3

1
0
4
.
8
%

※
外

来
診

療
に
つ

い
て

は
、
一

般
外

来
は
縮
小

、
専

門
外
来

を
強
化

項
目

外
来

診
療

提
供
額

（
百

万
円
）

入
院

診
療

提
供
額

（
百

万
円
）
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（
自

己
評

価
理

由
）

新
規

加
算

算
定

の
た

め
の

人
員

配
置

や
医

学
管

理
料

の
算

定
漏

れ
防

止
の

た
め

の
運

用
フ

ロ
ー

見
直

し
な

ど
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
室

料
差

額
や

文
書

料
の

見
直

し
も

、
周

辺
医

療
機

関
の

状
況

を
見

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
。

一
方

、
外

来
医

療
提

供
額

に
つ

い
て

は
計

画
値

を
超

え
た

が
、

入
院

医
療

提
供

額
が

計
画

値
に

至
ら

な
か

っ
た

。
達

成
率

は
9
5
％

を
超

え
る

も
、

令
和

6
年

度
実

績
を

下
回

り
、

令
和

7
年

度
の

収
支

悪
化

の
主

な
要

因
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
は

「
2
」

と
し

た
。
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
3
 
費

用
の

節
減

ア
　

職
員

の
働

き
方

改
革

を
推

進
し

、
医

療
の

質
の

向
上

、
医

療
安

全
の

確
保

、
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

り
な

が
ら

、
中

期
計

画
期

間
に

お
け

る
医

業
収

益
（

医
療

提
供

額
）

、
職

員
数

、
人

件
費

支
出

見
込

に
基

づ
き

、
人

件
費

比
率

を
算

出
し

適
正

な
水

準
を

目
指

し
て

い
く

。

指
標

で
あ

る
修

正
医

業
収

益
対

人
件

費
比

率
、

材
料

費
比

率
、

経
費

比
率

は
す

べ
て

計
画

目
標

値
を

下
回

っ
た

が
、

後
発

薬
品

へ
の

切
り

替
え

や
医

療
機

器
の

調
達

に
お

け
る

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

に
よ

る
価

格
交

渉
、

医
薬

品
の

一
括

調
達

等
に

よ
り

材
料

費
や

経
費

削
減

に
引

き
続

き
取

り
組

ん
だ

。
以

上
よ

り
、

法
人

の
評

価
の

と
お

り
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

中
期

目
標

ア
　

人
件

費
比

率
の

適
正

化
を

図
る

こ
と

。
イ

　
後

発
医

薬
品

採
用

の
更

な
る

促
進

を
図

る
こ

と
。

ウ
　

診
療

材
料

等
の

調
達

コ
ス

ト
の

削
減

を
図

る
こ

と
。

エ
　

各
種

契
約

の
見

直
し

（
仕

様
の

見
直

し
、

複
数

年
契

約
等

）
に

よ
り

、
経

費
の

削
減

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
3

イ
 
切

り
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
的

に
後

発
医

薬
品

を
採

用
し

て
い

く
。

イ
 
切

り
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
的

に
後

発
医

薬
品

を
採

用
し

て
い

く
。

ア
　

前
年

度
比

で
職

員
数

が
増

加
し

、
人

事
院

勧
告

に
準

じ
た

給
与

改
定

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
人

件
費

は
前

年
度

よ
り

約
7
億

2
千

万
円

増
加

し
た

。
一

方
、

医
業

収
益

は
6
千

万
円

し
か

伸
び

て
お

ら
ず

、
運

営
費

負
担

金
を

除
く

修
正

医
業

収
益

に
対

す
る

人
件

費
比

率
は

5
3
.
6
％

で
、

前
年

度
よ

り
は

2
.
3
ポ

イ
ン

ト
悪

化
、

計
画

か
ら

も
1
.
0
ポ

イ
ン

ト
悪

化
す

る
結

果
と

な
っ

た
。

ア
 
職

員
の

働
き

方
改

革
を

推
進

し
、

医
療

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全

の
確

保
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
り

な
が

ら
、

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

医
業

収
益

（
医

療
提

供
額

）
、

職
員

数
、

人
件

費
支

出
見

込
に

基
づ

き
、

人
件

費
比

率
を

算
出

し
適

正
な

水
準

を
目

指
し

て
い

く
。

イ
　

切
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
と

し
て

後
発

医
薬

品
を

採
用

す
る

方
針

に
基

づ
き

、
今

年
度

は
1
0
品

目
の

薬
剤

を
後

発
医

薬
品

等
へ

切
り

替
え

た
。

そ
の

結
果

、
ア

フ
リ

ベ
ル

セ
プ

ト
及

び
リ

ュ
ー

プ
ロ

レ
リ

ン
の

2
品

目
の

切
替

え
に

よ
り

、
年

間
約

1
,
3
0
0
万

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
今

後
も

、
他

施
設

の
動

向
や

臨
床

的
な

安
全

性
情

報
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
後

発
医

薬
品

及
び

バ
イ

オ
シ

ミ
ラ

ー
へ

の
切

替
え

を
継

続
的

に
推

進
し

、
薬

剤
購

入
費

用
の

節
減

に
努

め
る

。
な

お
、

こ
れ

ら
の

取
組

み
の

結
果

、
後

発
医

薬
品

指
数

は
9
6
.
9
％

を
維

持
し

、
後

発
品

置
換

率
は

7
5
.
9
％

で
推

移
し

て
い

る
。
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【
指

標
】

ウ
 
医

薬
品

、
診

療
材

料
、

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

に
努

め
る

。
診

療
材

料
に

つ
い

て
、

採
用

品
目

の
見

直
し

を
行

い
、

費
用

の
節

減
を

図
る

。

ウ
 
医

薬
品

、
診

療
材

料
、

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

に
努

め
る

。
診

療
材

料
に

つ
い

て
、

採
用

品
目

の
見

直
し

を
行

い
、

費
用

の
節

減
を

図
る

。

エ
 
人

的
業

務
の

委
託

契
約

及
び

機
器

・
設

備
の

保
守

委
託

契
約

に
つ

い
て

、
仕

様
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
効

率
化

を
図

り
、

委
託

費
の

節
減

を
図

る
。

エ
 
人

的
業

務
の

委
託

契
約

及
び

機
器

・
設

備
の

保
守

委
託

契
約

に
つ

い
て

、
仕

様
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
効

率
化

を
図

り
、

委
託

費
の

節
減

を
図

る
。

ウ
　

診
療

材
料

、
医

療
機

器
の

調
達

に
お

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

価
格

交
渉

お
よ

び
コ

ス
ト

チ
ェ

ッ
ク

を
継

続
し

、
調

達
コ

ス
ト

の
節

減
に

努
め

た
。

診
療

材
料

に
つ

い
て

は
、

委
員

会
に

よ
る

採
用

品
目

の
見

直
し

と
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
に

よ
り

、
約

4
,
2
0
0
万

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
医

療
機

器
の

購
入

に
際

し
て

も
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

に
基

づ
き

予
定

価
格

を
適

正
に

設
定

す
る

こ
と

で
、

無
駄

な
支

出
の

抑
制

と
費

用
の

最
適

化
を

図
っ

た
。

さ
ら

に
、

医
薬

品
に

つ
い

て
は

一
括

調
達

の
実

施
に

よ
り

、
値

引
率

が
昨

年
度

の
1
3
.
4
5
％

か
ら

1
4
.
4
5
％

へ
改

善
し

た
。

そ
の

結
果

、
昨

年
度

の
値

引
率

で
試

算
し

た
場

合
と

比
較

し
て

、
約

4
,
0
0
0
万

円
の

上
乗

せ
削

減
効

果
が

得
ら

れ
た

。

エ
　

委
託

契
約

の
見

直
し

に
あ

た
り

、
人

的
業

務
（

中
央

滅
菌

材
料

室
管

理
業

務
・

施
設

警
備

業
務

）
に

つ
い

て
仕

様
の

精
査

お
よ

び
入

札
を

実
施

し
、

コ
ス

ト
抑

制
に

努
め

た
。

人
件

費
や

物
価

の
高

騰
に

よ
り

契
約

金
額

の
削

減
に

は
至

ら
な

か
っ

た
も

の
の

、
価

格
上

昇
を

最
小

限
に

抑
制

し
た

。
ま

た
、

来
院

者
受

付
業

務
の

廃
止

お
よ

び
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
保

守
契

約
の

見
直

し
（

購
買

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
活

用
）

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
そ

の
効

果
が

翌
年

度
以

降
の

契
約

額
に

反
映

さ
れ

、
い

ず
れ

も
年

間
約

1
,
0
0
0
万

円
の

削
減

効
果

を
実

現
し

た
。

令
和

6
年

度
実
績

第
3
期

中
期

計
画

令
和
7
年

度
計
画

令
和
7
年

度
実
績

達
成
率

5
1
.
3

5
1.
1

52
.
6

5
3
.
6

9
8
.
1
%

3
2
.
3

3
1.
3

31
.
1

3
2
.
3

9
6
.
1
%

1
5
.
7

1
5.
6

15
.
8

1
6
.
2

9
7
.
5
%

項
目

修
正

医
業

収
益
対
人

件
費

比
率
（

％
）

修
正

医
業

収
益
対
材

料
費

比
率
（

％
）

修
正

医
業

収
益
対
経

費
比

率
（
％

）
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（
自

己
評

価
理

由
）

職
員

数
増

、
給

与
改

定
実

施
に

よ
り

、
人

件
費

は
前

年
度

よ
り

約
7
億

2
千

万
円

増
加

。
修

正
医

業
収

益
対

人
件

費
比

率
は

、
計

画
よ

り
1
ポ

イ
ン

ト
の

悪
化

で
あ

っ
た

。
一

方
、

後
発

薬
品

へ
の

切
り

替
え

を
さ

ら
に

進
め

、
約

1
,
3
0
0
万

円
の

経
費

節
減

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

診
療

材
料

、
医

療
機

器
の

調
達

に
お

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
に

よ
る

価
格

交
渉

に
よ

り
約

4
,
2
0
0
万

円
の

調
達

コ
ス

ト
節

減
に

つ
な

げ
た

。
さ

ら
に

医
薬

品
も

値
引

き
率

を
前

年
度

よ
り

1
ポ

イ
ン

ト
引

き
上

げ
た

。
委

託
費

も
仕

様
変

更
で

価
格

上
昇

を
抑

制
し

た
こ

と
か

ら
、

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
運

営

ア
　

三
次

救
急

は
大

阪
府

の
責

務
で

あ
る

と
の

認
識

の
も

と
、

指
定

管
理

期
間

が
満

了
と

な
る

令
和

９
年

度
以

降
の

運
営

に
つ

い
て

、
大

阪
府

、
東

大
阪

市
と

協
議

の
う

え
決

定
し

て
い

く
。

イ
　

大
阪

府
民

の
命

を
守

る
た

め
に

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
医

療
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
て

救
急

患
者

に
対

し
、

よ
り

安
全

で
レ

ベ
ル

の
高

い
医

療
対

応
を

行
う

。

ウ
　

毎
月

・
毎

年
度

の
収

支
状

況
に

基
づ

き
、

大
阪

府
と

の
十

分
な

調
整

を
継

続
し

て
い

く
。

中
期

目
標

ア
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

運
営

形
態

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
本

市
と

と
も

に
大

阪
府

と
十

分
な

協
議

を
行

い
方

向
性

を
決

定
す

る
こ

と
。

イ
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
連

携
強

化
に

よ
る

効
率

化
な

ど
、

相
乗

効
果

を
発

揮
す

る
こ

と
。

ウ
　

事
業

運
営

に
当

た
っ

て
は

収
支

状
況

に
注

視
し

、
管

理
運

営
事

業
の

委
託

者
で

あ
る

大
阪

府
と

十
分

な
調

整
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
三

次
救

急
は

大
阪

府
の

責
務

で
あ

る
と

の
認

識
の

も
と

、
指

定
管

理
期

間
が

満
了

と
な

る
令

和
９

年
度

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、

大
阪

府
、

東
大

阪
市

と
協

議
の

う
え

決
定

し
て

い
く

。

イ
 
大

阪
 
府

民
の

命
を

守
る

た
め

に
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

医
療

セ
ン

タ
ー

が
連

携
し

て
救

急
患

者
に

対
し

、
よ

り
安

全
で

レ
ベ

ル
の

高
い

医
療

対
応

を
行

う
。

ウ
 
毎

月
・

毎
年

度
の

収
支

状
況

に
基

づ
き

、
大

阪
府

と
の

十
分

な
調

整
を

継
続

し
て

い
く

。

ア
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

移
管

に
つ

い
て

、
大

阪
府

・
東

大
阪

市
と

協
議

を
実

施
し

、
現

在
の

社
会

情
勢

も
鑑

み
、

令
和

9
年

度
以

降
に

つ
い

て
指

定
管

理
を

継
続

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
そ

の
後

の
運

営
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
大

阪
府

、
東

大
阪

市
と

協
議

を
行

っ
て

い
く

こ
と

と
な

っ
た

。

ウ
　

毎
月

・
毎

年
度

の
収

支
状

況
を

大
阪

府
、

理
事

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
臨

時
で

必
要

な
支

出
に

つ
い

て
、

早
期

か
ら

大
阪

府
と

の
調

整
を

図
っ

た
。

3
大

阪
府

・
東

大
阪

市
と

の
協

議
に

よ
り

、
令

和
9
年

度
以

降
に

つ
い

て
は

指
定

管
理

を
継

続
す

る
こ

と
と

な
っ

た
が

、
両

セ
ン

タ
ー

間
の

連
携

強
化

の
た

め
に

新
た

に
「

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

」
を

立
ち

上
げ

、
課

題
抽

出
と

解
決

に
向

け
た

協
議

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
事

業
運

営
に

関
し

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

も
収

支
悪

化
を

見
越

し
て

、
早

期
に

大
阪

府
へ

の
報

告
と

調
整

を
依

頼
す

る
こ

と
に

よ
り

、
年

度
末

の
補

正
予

算
を

受
け

る
に

至
っ

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

3

イ
　

新
た

に
「

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

（
C
r
o
s
s
 
F
u
n
c
t
i
o
n
a
l
 
T
e
a
m
）

」
を

立
ち

上
げ

、
両

セ
ン

タ
ー

間
の

医
療

連
携

の
促

進
や

、
課

題
抽

出
と

解
決

に
向

け
た

協
議

を
開

始
し

た
。
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（
自

己
評

価
理

由
）

大
阪

府
・

東
大

阪
市

と
の

協
議

に
よ

り
、

令
和

9
年

度
以

降
に

つ
い

て
は

指
定

管
理

を
継

続
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

一
方

、
両

セ
ン

タ
ー

間
の

連
携

強
化

の
た

め
に

新
た

に
「

両
セ

ン
タ

ー
連

携
運

営
Ｃ

Ｆ
Ｔ

」
を

立
ち

上
げ

、
課

題
抽

出
と

解
決

に
向

け
た

協
議

を
開

始
し

、
連

携
し

て
受

け
入

れ
る

た
め

に
具

体
的

な
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

事
業

運
営

に
関

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
も

患
者

数
確

保
に

苦
渋

し
、

収
支

悪
化

が
予

想
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

早
期

に
大

阪
府

へ
の

報
告

と
調

整
を

依
頼

す
る

こ
と

に
よ

り
、

年
度

末
の

補
正

予
算

を
受

け
る

に
至

っ
た

。
以

上
の

こ
と

か
ら

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
施

設
整

備
に

関
す

る
事

項

中
期

目
標

ア
　

建
築

か
ら

２
５

年
以

上
経

過
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
適

切
な

点
検

・
改

修
・

更
新

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
進

め
る

こ
と

。
イ

　
従

来
の

想
定

を
超

え
る

災
害

発
生

時
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

施
設

の
強

靭
化

に
つ

い
て

検
討

し
、

取
組

を
進

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

◎
3

3
施

設
改

修
等

に
あ

た
り

、
社

会
情

勢
の

影
響

を
受

け
た

資
材

調
達

の
遅

れ
等

に
よ

り
年

度
内

に
終

了
し

な
か

っ
た

改
修

工
事

が
あ

っ
た

。
一

方
で

災
害

対
策

に
つ

い
て

、
当

初
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
棟

増
設

に
よ

ら
な

い
方

策
で

の
基

本
設

計
を

完
了

、
実

施
設

計
に

着
手

し
て

お
り

、
高

度
医

療
機

器
や

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
際

し
て

計
画

を
下

回
る

金
額

で
導

入
し

た
。

以
上

よ
り

、
法

人
の

評
価

の
と

お
り

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

ア
 
施

設
の

長
寿

命
化

築
２

５
年

以
上

が
経

過
し

老
朽

化
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

病
院

全
体

の
美

化
の

徹
底

、
適

切
な

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
に

改
修

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
図

る
。

長
寿

命
化

に
限

ら
ず

、
現

在
の

医
療

提
供

に
必

要
な

設
備

改
修

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
に

行
う

。
・

病
院

（
療

養
環

境
・

職
場

環
境

）
の

美
化

こ
れ

ま
で

の
補

修
・

修
繕

計
画

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

病
院

全
体

の
美

化
を

徹
底

し
て

行
う

。

ア
 
施

設
の

長
寿

命
化

築
２

５
年

以
上

が
経

過
し

老
朽

化
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

病
院

全
体

の
美

化
の

徹
底

、
適

切
な

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
に

改
修

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
図

る
。

長
寿

命
化

に
限

ら
ず

、
現

在
の

医
療

提
供

に
必

要
な

設
備

改
修

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
に

行
う

。
・

病
院

（
療

養
環

境
・

職
場

環
境

）
の

美
化

こ
れ

ま
で

の
補

修
・

修
繕

計
画

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

病
院

全
体

の
美

化
を

徹
底

し
て

行
う

。

ア
　

産
婦

人
科

外
来

の
環

境
整

備
と

利
便

性
向

上
を

目
的

と
し

た
改

修
工

事
を

実
施

し
、

令
和

7
年

1
2
月

5
日

に
完

了
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

来
院

者
の

利
便

性
向

上
お

よ
び

快
適

な
療

養
環

境
の

整
備

を
図

っ
た

。
ま

た
、

療
養

環
境

の
向

上
お

よ
び

病
院

美
化

を
目

的
と

し
て

、
病

棟
（

9
階

・
8
階

・
7

階
）

改
修

工
事

に
着

手
し

、
内

装
（

壁
・

床
・

天
井

等
）

の
更

新
を

進
め

て
い

る
。
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【
指

標
】

イ
　

災
害

対
応

従
来

の
想

定
を

超
え

る
自

然
災

害
の

際
、

患
者

の
生

命
及

び
病

院
機

能
を

守
る

た
め

、
地

下
一

階
の

電
力

・
ガ

ス
・

水
道

を
含

む
イ

ン
フ

ラ
供

給
設

備
を

整
備

す
る

。

ウ
　

計
画

期
間

中
の

施
設

改
修

、
設

備
整

備
、

医
療

機
器

導
入

・
更

新
、

デ
ジ

タ
ル

化
対

応
を

行
う

項
目

及
び

費
用

見
込

は
以

下
の

と
お

り
。

イ
 
災

害
対

応
従

来
の

想
定

を
超

え
る

自
然

災
害

の
際

、
患

者
の

生
命

及
び

病
院

機
能

を
守

る
た

め
、

地
下

一
階

の
電

力
・

ガ
ス

・
水

道
を

含
む

イ
ン

フ
ラ

供
給

設
備

を
整

備
す

る
。

ウ
 
計

画
期

間
中

の
施

設
改

修
、

設
備

整
備

、
医

療
機

器
導

入
・

更
新

、
デ

ジ
タ

ル
化

対
応

を
行

う
項

目
及

び
費

用
見

込
は

以
下

の
と

お
り

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
外

来
の

環
境

整
備

お
よ

び
病

棟
改

修
工

事
を

行
っ

た
が

、
社

会
情

勢
の

影
響

を
受

け
、

資
材

調
達

の
遅

れ
等

も
あ

り
、

年
度

内
に

工
事

が
終

了
し

な
か

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
る

。
一

方
、

災
害

対
策

に
つ

い
て

、
当

初
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
棟

増
設

を
し

な
く

て
も

良
い

方
策

で
の

基
本

設
計

が
完

了
し

、
実

施
設

計
に

着
手

し
た

。
高

度
医

療
機

器
や

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
際

し
て

は
、

計
画

を
下

回
る

金
額

に
抑

え
ら

れ
た

こ
と

か
ら

評
価

は
「

3
」

と
し

た
。

ウ
　

下
表

の
通

り
。

イ
　

災
害

時
に

お
け

る
病

院
機

能
の

維
持

を
目

的
と

し
て

、
電

力
・

ガ
ス

・
水

道
を

含
む

イ
ン

フ
ラ

供
給

設
備

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

東
大

阪
市

防
災

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

改
定

に
よ

り
当

初
想

定
し

て
い

た
水

害
リ

ス
ク

が
下

回
る

こ
と

が
判

明
し

、
あ

わ
せ

て
東

大
阪

市
上

下
水

道
局

と
の

協
議

が
進

展
し

た
こ

と
か

ら
、

止
水

板
等

の
水

害
対

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
当

初
計

画
し

て
い

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
の

増
築

に
よ

ら
ず

と
も

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
の

基
準

を
満

た
せ

る
と

判
断

し
た

。
そ

の
代

替
措

置
と

し
て

、
4
階

庭
園

部
分

に
電

気
・

空
調

設
備

を
設

置
す

る
方

針
と

し
、

災
害

時
に

も
安

定
し

た
病

院
機

能
を

維
持

で
き

る
よ

う
設

備
配

置
お

よ
び

機
能

強
化

を
図

っ
た

基
本

設
計

を
完

了
し

、
実

施
設

計
に

着
手

し
た

。

7
,
1
3
3

1
,
6
9
0

1
7
.
7
%

1
,
4
6
5

2
6
8

4
6
.
6
%

2
,
5
8
0

5
1
2

8
9
.
8
%

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

8
8
.
1
%

1
3
,
2
7
8

4
,
5
7
0

5
9
.
8
%

シ
ス

テ
ム

の
導

入
･
更

新

合
計

達
成

率
令

和
7
年

度
計

画

2
,
7
3
5

項
 
目

令
和

7
年

度
実

績

1
,
8
5
1

施
設

改
修

（
百

万
円

）

設
備

整
備

（
百

万
円

）

医
療

機
器

導
入

・
更

新
（

百
万

円
）

デ
ジ

タ
ル

化
対

応
（

百
万

円
）

4
6
0

1
2
5

2
9
9

第
３

期
中

期
計

画
期

間
に

お
け

る
見

込
額

内
装

改
修

工
事

電
気

･
空

調
･
衛

生
な

ど
の

設
備

更
新

高
度

医
療

機
器取
組

内
容
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第
6
 
 
予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

※
財

務
諸

表
及

び
決

算
報

告
書

を
参

照

第
7
　

 
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
8
　

 
出

資
等

に
係

る
不

要
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画

第
9
 
　

第
8
の

財
産

以
外

の
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

令
和

7
年

度
計

画

な
し

な
し

令
和

7
年

度
実

績

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

１
 
限

度
額

 
１

，
０

０
０

百
万

円
２

 
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

ア
 
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

イ
 
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

実
績

な
し

令
和

7
年

度
実

績

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画

な
し

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

な
し

な
し

な
し

中
期

計
画
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第
1
0
　

 
剰

余
金

の
使

途

第
1
1
 
料

金
に

関
す

る
事

項

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
令

和
7
年

度
実

績

左
記

の
と

お
り

1
 
料

金
医

療
セ

ン
タ

ー
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

次
に

定
め

る
額

と
す

る
。

（
１

）
健

康
保

険
法

（
大

正
１

１
年

法
律

第
７

０
号

）
第

７
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

及
び

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

５
７

年
法

律
第

８
０

号
）

第
７

１
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
療

養
の

給
付

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
（

診
療

報
酬

算
定

）
に

よ
り

算
定

し
た

額
。

（
２

）
健

康
保

険
法

第
８

５
条

第
２

項
及

び
第

８
５

条
の

２
第

２
項

並
び

に
 
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
算

定
方

法
及

び
 
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

第
７

４
条

第
２

項
及

び
第

７
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

（
食

事
療

養
及

び
生

活
療

養
費

用
算

定
基

準
）

に
よ

り
算

定
し

た
額

。
（

３
）

特
別

室
又

は
個

室
に

入
院

す
る

者
か

ら
徴

収
す

る
入

院
料

加
算

額
及

び
診

断
書

等
の

交
付

手
数

料
に

つ
い

て
は

、
理

事
長

が
定

め
る

。

1
 
料

金
医

療
セ

ン
タ

ー
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

次
に

定
め

る
額

と
す

る
。

（
１

）
 
健

康
保

険
法

（
大

正
１

１
年

法
律

第
７

０
号

）
第

７
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

及
び

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

５
７

年
法

律
第

８
０

号
）

第
７

１
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
療

養
の

給
付

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
（

診
療

報
酬

算
定

）
に

よ
り

算
定

し
た

額
。

（
２

）
 
健

康
保

険
法

第
８

５
条

第
２

項
及

び
第

８
５

条
の

２
第

２
項

並
び

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
算

定
方

法
及

び
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

第
７

４
条

第
２

項
及

び
第

７
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

（
食

事
療

養
及

び
生

活
療

養
費

用
算

定
基

準
）

に
よ

り
算

定
し

た
額

。
（

３
）

 
特

別
室

又
は

個
室

に
入

院
す

る
者

か
ら

徴
収

す
る

入
院

料
加

算
額

及
び

診
断

書
等

の
交

付
手

数
料

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

令
和

7
年

度
実

績

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
、

医
療

機
器

の
購

入
、

教
育

・
研

修
体

制
の

充
実

、
将

来
の

資
金

需
要

に
対

応
す

る
た

め
の

預
金

及
び

借
入

金
の

償
還

等
に

充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
、

医
療

機
器

の
購

入
、

教
育

・
研

修
体

制
の

充
実

、
将

来
の

資
金

需
要

に
対

応
す

る
た

め
の

預
金

及
び

借
入

金
の

償
還

等
に

充
て

る
。

年
度

計
画

の
方

針
に

基
づ

き
、

令
和

6
年

度
決

算
に

お
け

る
期

間
未

処
分

損
失

1
,
2
2
9
,
7
3
6
,
6
3
6
円

の
処

理
に

つ
い

て
、

令
和

7
年

8
月

に
市

か
ら

の
認

可
を

適
正

に
受

領
し

た
。

こ
れ

に
伴

い
、

期
中

に
利

益
剰

余
金

を
用

い
た

欠
損

補
填

処
理

を
適

正
に

執
行

し
た

。
令

和
7
年

度
決

算
▲

2
,
2
8
3
,
8
7
4
,
3
0
3
円

に
つ

い
て

は
、

次
年

度
以

降
に

本
方

針
に

基
づ

き
適

正
に

処
理

す
る

。

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画
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第
1
2
 
地

方
独

立
行

政
法

人
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

の
業

務
運

営
並

び
に

財
務

及
び

会
計

に
関

す
る

規
則

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

5
,
4
9
5

1
0
,
7
8
7

１
 
中
期
目
標
の
期
間
を
超
え
る
債
務
負
担
　
(
単
位
：
百
万
円
)

項
　

　
目

中
期

目
標
期

間
償

還
額

次
期

以
降

償
還

額
総

債
務

償
還

額

（
４

）
消

費
税

法
（

昭
和

６
３

年
法

律
第

１
０

８
号

）
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

及
び

地
方

税
法

（
昭

3
5
和

２
５

年
法

律
第

２
２

６
号

）
の

規
定

に
よ

る
地

方
消

費
税

が
課

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
規

定
に

よ
る

消
費

税
の

額
及

び
地

方
消

費
税

の
額

に
相

当
す

る
額

（
こ

れ
ら

の
額

の
合

計
額

に
１

０
円

未
満

の
端

数
 
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

端
数

を
四

捨
五

入
す

る
。

）
を

加
算

し
て

徴
収

す
る

。
（

５
）

前
各

号
に

定
め

る
以

外
の

診
療

料
金

等
に

つ
い

て
は

、
理

事
長

が
定

め
る

。
2
 
減

免
理

事
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

診
療

料
金

等
を

減
額

し
、

又
は

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
）

診
療

料
金

等
を

納
付

す
る

資
力

が
な

い
と

認
め

る
と

き
。

（
２

）
前

号
の

ほ
か

、
特

別
の

理
由

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。

（
４

）
 
消

費
税

法
（

昭
和

６
３

年
法

律
第

１
０

８
号

）
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

及
び

地
方

税
法

（
昭

和
２

５
年

法
律

第
２

２
６

号
）

の
規

定
に

よ
る

地
方

消
費

税
が

課
さ

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

の
額

及
び

地
方

消
費

税
の

額
に

相
当

す
る

額
（

こ
れ

ら
の

額
の

合
計

額
に

１
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
を

四
捨

五
入

す
る

。
）

を
加

算
し

て
徴

収
す

る
。

（
５

）
 
前

各
号

に
定

め
る

以
外

の
診

療
料

金
等

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

2
 
減

免
理

事
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

診
療

料
金

等
を

減
額

し
、

又
は

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
）

 
診

療
料

金
等

を
納

付
す

る
資

力
が

な
い

と
認

め
る

と
き

。
（

２
）

 
前

号
の

ほ
か

、
特

別
の

理
由

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。

令
和

7
年

度
実

績

１
 
中
期

目
標

の
期

間
を

超
え

る
債

務
負

担
　

(
単

位
：
百
万
円
)

項
　

　
目

中
期

目
標
期

間
償

還
額

次
期

以
降

償
還

額
総

債
務

償
還

額

中
期

計
画

令
和

7
年

度
計

画

左
記

の
と

お
り

２
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
前

期
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

医
療

の
質

向
上

の
た

め
の

病
院

施
設

の
整

備
、

医
療

機
器

の
購

入
、

研
修

や
教

育
な

ど
人

材
育

成
と

能
力

開
発

の
充

実
、

お
よ

び
経

営
の

安
定

化
に

資
す

る
財

源
等

に
充

て
る

。

３
　

前
２

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

　
　

 
 
 
な

し

移
行

前
地
方

債
償

還
債
務

2
,
5
7
2

0
2
,
5
7
2

長
期

借
入
金

償
還

債
務

5
,
2
9
2

移
行

前
地
方

債
償

還
債
務

2
,
5
7
2

0
2
,
5
7
2

長
期

借
入
金

償
還

債
務

5
,
2
9
2

5
,
4
9
5

1
0
,
7
8
7

２
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
前

期
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

医
療

の
質

向
上

の
た

め
の

病
院

施
設

の
整

備
、

医
療

機
器

の
購

入
、

研
修

や
教

育
な

ど
人

材
育

成
と

能
力

開
発

の
充

実
、

お
よ

び
経

営
の

安
定

化
に

資
す

る
財

源
等

に
充

て
る

。

３
　

前
２

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

　
　

 
 
 
な

し
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター 

業務実績評価の基本方針 

 

平成３０年４月１日 

東大阪市 健康部 

 

地方独立行政法人市立東大阪医療センター（以下「法人」という。）の設立団体の

長（以下「市長」という。）が、地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

第1項の規定に基づき、法人の業務の実績に関する評価（以下「評価」という。）を実

施するに当たっては、以下の方針に基づき行うものとする。  

 

１ 基本方針  

（１）評価は、法人が中期目標を達成するために、業務運営の改善及び効率化が進め

られること及び法人の質的向上に資することを目的として行うものとする。 

（２）評価は、中期計画及び年度計画の実施状況について確認及び分析を行い、特に

中期目標達成に向けた取り組みを考慮し、法人の業務運営等について総合的に判

断して行うものとする。 

（３）評価を通じて、中期目標及び中期計画の達成に向けた取組状況等を市民にわか

りやすく示すものとする。  

（４）業務運営改善や効率化等の特色のある取組や様々な工夫を積極的に評価する。  

（５）評価方法については、法人を取り巻く環境変化などを踏まえ、柔軟に対応する

とともに、必要に応じて見直しを行うものとする。  

 

２ 評価方法  

評価は、各事業年度終了後に実施する「年度評価」、中期目標の期間の最後の

事業年度の直前の事業年度終了後に実施する「中期目標期間見込評価」及び中期

目標期間の最後の事業年度終了後に実施する「中期目標期間評価」とする。 

それぞれの評価に係る基準の詳細については、別途実施要領で定めるものとす

る。 
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３ 評価の進め方 

（１）報告書の提出 

法人は、年度評価、中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価に関する報告

書について該当する年度終了後３か月以内に、市長に提出するものとする。 

（２）評価の実施 

市長は、提出された報告書をもとに、法人からのヒアリング及び評価委員会の

意見聴取等を踏まえて業務実績を確認及び分析し、総合的な評価を行う。 

（３）意見申立て機会の付与 

市長は、評価結果の決定に当たり、法人に対し評価結果（案）に対する意見申

立ての機会を付与する。 

 

４ 評価結果の活用 

（１）法人は、評価結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営の改善に適切に反映

させ、その状況を市長に報告するとともに、毎年度、当該評価の結果の反映状況

を公表するものとする。 

（２）市長は、法人の業務継続又は組織の存続の必要性その他その業務及び組織の全

般にわたる検討、次期中期目標の策定及び次期中期計画の作成に関して、評価委

員会の意見を聴くにあたっては、年度評価及び中期目標期間見込評価を適切に示

した上で意見を求めるものとする。  
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター年度評価実施要領 

 

(趣旨） 

第１条 この要綱は、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）（以下「法」とい

う。）第２８条第１項第１号及び第２号の規定する地方独立行政法人市立東大阪医療セ

ンター（以下「法人」という。）の各事業年度に係る業務実績に関する評価（以下「年

度評価」という。）の手続きについて定めるものである。 

 

（評価方法） 

第２条 市長は、毎事業年度の終了後、年度評価を実施するに当たっては、評価委員会の意

見を聴いた上で、「項目別評価」と「全体評価」により行う。 

 

（項目別評価の具体的方法） 

第３条 市長は、前条に定める項目別評価を実施するに当たっては、年度計画に定めた小項

目及び大項目ごとにその実施状況を確認し、以下に掲げる方法で評価する。 

 但し、年度計画に掲げる法人独自の計画（第６）については、当該年度の業務実績の

み記載し、全体評価を行う際に考慮する。 

(1) 法人による自己評価 

ア 法人は、中期目標達成のための小項目にあらかじめウエイト（以下ウエイト小項目）

の設定を行い、小項目ごとの進捗状況について、次の５段階で自己評価を行う。 

５・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

４・・・年度計画を上回って実施している。 

３・・・年度計画を順調に実施している。 

２・・・年度計画を十分に実施できていない。 

１・・・年度計画を大幅に下回っている。 

イ 法人は、業務実績報告書を作成する際には、市長及び評価委員会が業務の実施状況

を客観的かつ適正に判断し評価できるよう、小項目ごとの実施状況をできる限り定量

的かつ正確な記述により業務実績が分かるよう工夫し、自己評価の結果と判断理由を

記載する。 
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ウ 業務実績報告書には、特記事項として、特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを記載した報告書を作成する。 

(2)市長による小項目評価 

ア 市長は、法人の自己評価及び目標設定の妥当性などを総合的に検証し、小項目ごと

の進捗状況について、法人の自己評価と同様に１～５の５段階による評価を行う。 

イ 市長の評価と法人の自己評価が異なる場合は、市長が評価の判断理由等を示す。 

ウ その他必要に応じて、特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

(3)市長による大項目評価 

市長は、小項目評価の結果割合やウエイト小項目の評価結果、特記事項の記載内容な

どを考慮し、大項目ごとに中期目標及び中期計画の達成に向けた業務の進捗状況につい

て、次の５段階による評価を行う。 

また、評価結果とその判断理由を評価結果報告書に記載する。 

なお、評価にあたり小項目評価の結果割合は目安であり、市長は、小項目における評価

の構成割合やウエイト小項目の評価結果などを総合的に判断して評価を定める。 

Ｓ：中期目標・中期計画の実現に向けて特筆すべき進捗状況にある。 

（すべての小項目が３～５かつ市長が特に認める場合） 

Ａ：中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。 

（すべての小項目が３～５） 

Ｂ：中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以上） 

Ｃ：中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未満） 

Ｄ：中期目標・中期計画の実現のためには重大な改善すべき事項がある。 

（市長が特に認める場合） 

 

（全体評価の具体的方法） 

第４条 市長は、項目別評価の結果やウエイト小項目の評価結果また法人独自の取組みを踏

まえ、年度計画の実施状況及び中期計画の全体的な進捗状況、その他業務運営全体につ

いて、記述式による評価を行う。 

２ 全体評価においては、法人化を契機とした病院改革の取り組み（法人運営における自
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律性・機動性発揮、財務内容の改善など）を積極的に評価する。 

３ 市長は、法人に対して、業務運営の改善すべき事項への指摘について、評価委員会の

意見を聴いた上で、評価結果報告書に記載することとする。 

 

附 則  

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。  
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